
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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ご 注  意

● 本書に記載 した内容は、予告なしに変更することがあ ります。

● 当社は、お客様の誤つた操作に起因する損害については、責任 を負いかねますのでご了
承 ください。

● 当社では、本書に関 して特殊目的に対する適合性、市場性などについては、一切の保証
をいた しかねます。
また、備品、パフオーマンス等に関連 した損傷 についても保証いた しかねます。

● 当社提供外のソフ トウェアの使用や信頼性についての責任は負いかねます。

● 本書の内容の一部または全部を、無断でコピーした り、他のプログラム言語に翻訳する
ことは法律で禁止されています。

大製品パッケージとして提供 した本マニュアル、フレキシブル ・デイスクまたはテープ
・カー トリッジは本製品用だけにお使い ください。プログラムをコピーをする場合はパッ

クアップ用だけにしてください。プログラムをそのままの形で、あるいは変更を加えて

第三者に販売することは固 く禁 じられています。
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本書は "HP 8664A,8665ArB Synmesized signal Generator Operttion and Cdibratio■
Manual"(Part No.

08665‐90078)erinted in U.S.A.Oct l"0)を翻訳 したものです。

詳細は上記の最新マニュアルを参照 して下さい。

横河 ・ヒュー レッ ト・パ ッカー ド株式会社

許可な く複製、翻案 または翻訳することを禁上 します。

Copyright O Hewlett― Packard Company 1990

Copynght◎ Yoko3awa― Hewlett‐Packard,Ltd。 1993

All rights reserved. Reproduction, adaptation, or

ranslatiOn without prior written permission is

prohibited.                             ´
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●          第 1章  シ ンセサイズ ド標準信号発生器 について
●
●
●     概 要
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本器の設置法については,付録Aを 参照してください。

●      本 書の内容

:      奪
裏請

,し
奪言ま子Fン

ト・パネルで操作する場合と,HP‐IBを介して操作する場合の両方につい

●
●
●
●
●
●
●
●      必 要な機器
●

:      憲裏鵞:TT撃ネ「果彗iこ禁丁暴素[雷真な警言:ふ督伊彗争Fこ
とをお勧めします。代替機器

表 1‐1.推 奨機器

装 置 推奨モデル番号 使用する章

スペクトラム
・アナライザ

HP 8562A/B, HP 8566B, HP 8568B 1～ 3章

オシロスコープ HP 1741A, HP 54100A,HP 54200A,

HP 541∞ A/D,HP 54110D,HP 54120T

2章

ファンクション
・ジェネレータ

HP 3312A, HP 3314A,HP 811lA,

HP 8116A,  HP 8904A

2章

・ 第2章 では,本 器によるFNI,AM,パルス変調およびそれらの同時変調が容易に行えること
が理解できます。

・ 第3章 では,デ イジタル ・ステップ掃引,位 相連続掃引による周波数掃引を説明します。

・ 第 4章 では,HP‐SLに よる本器のプログラミングについて説明します (付録Eに HP‐SL
のシンタックス図があります)。
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本器 の特徴

本器は,変 調,振 幅制御,お よび掃引の各機能を備えた低ノイズ汎用V信 号発生器として設計されてお
り,高 性能無線機のアウト・オブ ・チャンネル試験 (妨害試験)が 高確度に行なえます。

つまり,本 器は以下の方法で汎用RFテ ストのユーズを満たします。

・ 100kIIz～3.OGHz(モ デルHP 8661A),100kHz～ 4.2GHz(モ デルHP8665A)お よび100kHz～
6。∝ L(モ デルHP8“ 5B)の 周波数範囲。

・ +13dBm(オ プション008を装備している場合は,19dBm)～ 139。9dBm,ま での出力振幅 (全モデ
ル用)。

・ AM,FM,Φ M,お よJPulsc(ォ プション008を装備 しているモデルの場合)の 変調フォーマット。
FMピ ーク偏移率は,HP 8664Aの 場合3.OGHzで 10MHz,HP 8665Aの 場舘 。2GHzで 20MHz,HP
8665Bの 場“ .OGLで 20ML。

・ 正弦,方 形,三 角,の こぎり波,ま たは自ガウス ・ノイズの各波形を有する0.lHz～400kLま で
の内部変調信号源

。 内部 2信 号源変調

。 モ ジュール ・レベルでのサービス診断

・ ディジタル ・ステップ,位 相連続掃引

・HP…IB餌 班麻 準488.2のHPU)に よるリモー トATEプ ログラミング

本器に関するユーザの一般的な質問とそれについての回答が付録Hに あり
ます。

変調について,第 2章

掃引について,第 3章

付録A～ I
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第 2章 変 調

本章の内容

本章では,本 器の出力の変調の方法を説明します。FM,AM,パ ルス (オプション008を装備 した機器の

場合)の 3種類の変調が可能です。変調信号源としては,内 部信号源と外部信号源が使用できます。ま
た,同 時変調の例を紹介します。

本章では,さ らに以下の項目についても説明します。

・ ス ペシャル ・ファンクション:変調に関するスペシャル ・ファンクションの選択方法

。 レ ジスタヘのセープとリコール :フ ロント・パネルで行った設定値のセープとリコール

・ デ イジタイズドFMお よびリエアFM:キ ヤリア周波数確度,変 調周波数レー トおよび群遅延
が,ど のように周波数変調に影響するかについて

。 モード選択 :RF出 力信号純度の選択方法 (FME移 ,ス イッチング時間,位 相ノイズを考慮
した制御)

付録Fに RF出力の変調のための複雑な変調用内部オーデイオ信号の発生方法の

説明があります。

項 目内容のガイ ド

下記の図で必要な項目を見つけてください。示された箇所にその項目の概要の説明があります。

明蟹譲―

21]嘱で1雷り ゎ

ダ】てごヂー

月薄 ジわ
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周波数の変調一概要

知 りたい項目

目清 獅 亦 調

。キャリア周波数確度,変 調周波数,群
遅延,操 作モードに関するディジタル
対リエアFM

・内部変調信号源を使用して周波数変調
仰のを行なう方法

・外部変調信号減を使用して周波数変調
を行なう方法

。本器を周波数変調する場合の主要留意
事項

参照する箇所

・周波数変調一はじめに

o‐2～2‐5)

。周波数変調一実行 手 順 1

(2‐6～2‐9)

・周波数変調一実行 手 順 2

(2‐10～2-lυ

。周波数変調一 まとめ (2-13)

周波数変調― は じめに

本器は,RF通 信システムで使用する各種のFM信 号を正確にシミュレートすることができます。ま
た,デ ィジタルFSKス ケルチ 。シーケンス,FMテ レメトリなど,各 種の変調信号もフロント・パ

ネルのFMコ ネクタに接続することができます。

内部または外部で作成した変調信号を使用して,最 高20MHz(HP 8664Aの場合10MHz)ま での偏移で,
広い帯域幅のRF出力を周波数変調できます。外部変調信号は,ACま たはDC結 合にできます。AM,FM
およびパルス変調を同時に行なうことができます。FMコ ネクタの入カインピーダンスは600Ωです。

本器には最高4¨ の変調用オーディオ ・シンセサイザが内蔵されています。スペシャル ・フ
アンクション130にアクセスすることによって, 5種類の内部変調信号波形を発生することがで
きます。5種類の波形とは,手 順 1に示す正弦波,方 形波,三 角波,ラ ンプ波,ホ ワイト・ガウ
シアン・ノイズです。
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本器は,2つ の方法でFMを 生成 します。デフォルトの状態ではディジタイズドFMが 生成されます。
スペシャル ・ファンクション120により,リ エアFMが 選択できます。

デイジタイズドFMも リニアFMも 一長一短があります。どちらの方法にするかは,生 成すると信号と

測定の目的によって選択します。考慮すべき要因を以下にあげます。

キャリア周波数確度

ディジタイス ドFMで は,最 良のキャリア周波数確度が得られます。リエアFMで は,キ ャリアの確
度は少 し劣 ります。これは,FM偏 移が大きくなるとさらに顕著になります。

変調周波数

本器は,外 部変調信号源または内部変調信号源のとちらかでRF出力を周波数変調します。外部ま
たは内部変調信号の波形としては,正 弦波あるいはその他の波形 (例えば,方 形波,ラ ンプ波な
ど)に できます。また,付 録Fに 説明されている方法で自由に複雑な変調信号を生成 して,RFキ ャ
リアを変調することもできます。

ディジタイズドFMは ,主 に正弦波のシングル ・トーン変調で使用します。ただし,考 慮すべき高
調波成分が10kHz以下であれば,複 合波形も使用できます。最大内部変調周波数は,400kHzです。
外部変調信号の周波数は,800kHzま で入力できます。

リエアFMは ,主 に音声の様な複雑な変調信号による変調に使用 します。この場合も,内 部変調周
波数は40倣池 までです。外部変調周波数は,8∞ 脱 まで入力できます。リニアFMで の下部3dB周
波数コーナーは,外 部変調周波数レートについて,200Hzです。

●
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群運延

群遅延とは,FM変 調信号入カコネクタに入る入力信号とRF出カコネクタから出力される信号の時
間的遅れの尺度です。群遅延の影響が顕著になるのは,複 雑な変調信号に10～10飲比の帯域で著
しい高調波成分がある場合だけです。群遅延は変調レートとFM方 式によって決まります。

ディジタイズドFMは リエアFMよ りも顕著な群遅延を発生させます。スペシヤル ・ファンクション

124のFMデ イレイ ・イコライザをオン/オ フすると,図 2‐1に示すように,群 遅延が大きくなり
ます。

群運延

●Itt様 の本器 (デイレイ・イコライザON)

″
デイツタイズ ドF M ~

r賛寧サ修71千コライザOFF)
 ヽまたはオプション爾の本器

‐リニアFM(デ イレイ・イコライザOFF)

図2‐1.デ ィジタイズドFMお よびリエアFMの 場合の群遅延



●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●
●

●

‐

‐
●

●
●

モード選択

本器フロント・パネル右下のMODE SELECr部 の一連のキーでRF出力特性を制御 します。標準仕様
の本器ではMODElシ ンセシスのみが動作 します。低ノイズ 。オプション004付きの本器では
MODE2シ ンセシスも選択できます。

大部分のアプリケーションでAUrO SELECrモ ードが有効です。オプション004装備の本器の
場合,周 波数やFMI移 が変更されたときにはMODEl,MODE2ラ ンプが点灯 して,動 作状態を知ら
せます。これは本器の設定条件において最適な動作モードが自動的に選択されていることを示すも
のです。AUrO SELECrモ ードでは,位 相ノイズを最小にしたRF出力が得られます。

より高速なRF出カスイッチングや最畑 偏移の制御が必要なアプリケーションの場合は,適 切な
Modeキーを押 して,AUrOモ ードを解除します。動作モードの選択で考慮すべき基本的要因が3つ
あります。それは,FMH移 ,ス イッチング速度,位 相雑音です。図2‐2に,RF出 力がlG]&の場合
のこれら要因の比較を示します。

図2-2.FMオ ン,RF出 力 l GIIzの場合の代表的動作モード

|    |    |    |

|    |    |
200 mS

|    |    |
スイッチング時間

位相雑音lGHz,
オフセット20kHz
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スペクトラム・アナライザ

図2‐3.周 波数変調手順 1用の機器セットアップ

周波数変調― 演習

以下の演習は, 2つ の手順で構成されています。各手順の実行は10分程で済みます。まず始めに,
内部変調信号源を使用 して周波数を変調 します。2番 目の手順では,外 部変調信号源を使用して

周波数変調を行ないます。

必要な機器

これらの手順では,以 下の機器が必要です。

機  器 推奨モデル番号

スペク トラム
・アナライザ

HP 8562ハぽB,HP 8566B,HP 8568B

ファンクション
・ジェネレータ

HP 3312A,HP 3314A,HP 811lA,

HP 8116A,HP8904A

手順 1-内 部変調信号源を使用した周波数変調

手順 1は,次 のベージのステップ1か ら始まりますが,主 なステップは以下の4つ になります。

・ スペクトラム ・アナライザのセットアップと調整を行なってから,本 器へ接続する。

・ 本器のRF出力を2.5GHzに,出 カレベルをOdBmに調整する。

。 本器のFM偏 移を10MIIzに,変 調周波数を100kHzに調整する。

。 結果を検討,修 正する。

ビ甘
L芽

堕



●
●
●       ス ペクトラムニアナライザのセットアップと田整

:  L要 げ″ル澪彗■奪亀凛よi勇擁 」鼻勇
続嗅 装瞳 源を投入し

●            中 心周波数 .…………………・ 2.5G池

●            周 波数スバン.………………… 10MHz

●             リ ファレンス ・レベル.……….OdBm

:      本
器のRF出 力と出カレベルを調整

●       2.緑 色のINSTR PRESETキ ーを押します。これで,本 器がデフォルト状態にプリセットされま
●         す 。

8       3. REQキ
ーを押 し,周 波ヨυ.5GLを 入力します。

●
●
●
●
●
●
●
●
●        4.AMHDキ

ーを押 し,出 カ レベルOdBmを 入力 します。 「▼カーソル」が今度はMODLILATION/

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

AMPLru)E表 示部に現れます。スペクトラム ・アナライザは,以 下の表示となります。

本器では,「 ▼ カーソル」が,FREQIIENCY/STA■ お表示部 またはMoDULA■ ON/
AMPLrrUDE表 示部の どちらかに現れ,現 在動作中の機能を示 します。 これは,
例 えば,FREQ― CY STAπ バ部 に▼ カーソルがあれば,わ ざわさ句R∞ キーを押 さ
な くても,本 器の周波数 を変更できることを示 しています。

SPA

|
100 MHz

|
ｒ
１
１
１
１
■

.=LllL`▲.b日:d 』

■

“■1,1■
| ~

rrlr¬‐:=・

‐̈‐
Ч 「 目 「

●

●

●
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ホ器のFM偏 移と変調信号周波数の調整

5.FMキ ーを押 し,FMH移 20M陀 を入力 します。電源投入時の変調信号周波数のデフオル ト値

は,1壼セです。

FMキ ーとINrキーの上の責色の表示灯が点灯 します。これは,内 部変調信号源を使用 した

周波数変調が動作中であることを表 します。

6.AUDIO REQキ ーを押 し,変 調信号周波数1∞脱 を入力 します。本器のMODIJLA■ ONノ

AMPLrrUDE表 示部に以下の表示が現われます。

10。OMHz 100。OkHZ +0。OdBm
F M              A m 0 0

結果の検討と修正

7.ス ペクトラム ・アナライザに以下の表示が現われます。

8.SAVEキ ーを押 します。本器 のFREQUENCY/STA■ 発表示部 に以下の表示が現 われ ます。

Save Register=

2 8̈
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●

●

_        9.0キ ーと】圏田Rキ ーを押します。これで,手 順2で使用するための周波数,変 調,振 幅の

設定値がレジスタ0に入力されます。FREQIIENCY/STA■バ表示部には,直 前のRF出力設定値

●           (2.5G】 セ)が 表示されます。

i  n破 棚 胤 源 11丁ル ト̀て「哩夕卑Ъ肇祟百母説『響 させ

●         FMh移 を10M比に戻してから,次 の手順へ進んでください。次は,ス ペシャル・ファンク
●          シ ョン130を使用して変調信号周波数の波形を変更します。

:         Ho SPECIALキ
ーを押します。本器のFREQUENCY/STATUS表 示部に,以 下の表示が現われます。

●
●
●
●
●
.        12.I製

と入力し,掛田Rキ ーを押します。本器のFREQ― CY/STATUS表示部に,以下の表示
R あ 奎 ‐が現われます。

Enter Speclal Number

130:Audio Wave Sine

:        13.後F;ヮ与裏1寮フ塀「摯了;り予♭手す)会,後彬Z合;【暮子1ぶ雀告tぞモた詈債。

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

|:
|●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

AIIDIO出力は全波形について代表値で4ulkHzの帯域幅を持ちます。 したがって,
400kHz以上の周波数要素を含む複合波形においてはその影響が現われます。
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スペクトラム ・アナライザ

図2‐4.周 波数変調手順2の ための機器セットアップ

ファンクション 。ジェネレータ

手順 2-外 部変調信号源を使用した周波数変調

手順2の 主な操作は以下の4つ になります。

・ ス ペクトラム ・アナライザとファンクション・ジェネレータでセットアップし,調 整し,
本器へ接続する

。 本 器のRF出力を2.5G]眩に,出 カレベルをOdBmに 調整する。

・ 本器のFMM移 を10M比 に調整する。

・ 測定結果を検討,修 正する。

スペクトラム ・アナライザとファンクション・ジェネレータのセットアップと調整

1.図 2‐4に示すように,本 器,ス ペクトラム・アナライザ,そ してファンクション・ジェ
ネレータを接続 します。各機器に電源を投入し,以 下の調整を行ないます。

スペクトラム・アナライザ

中心周波数 .…………………・ 2.5GHz
周波数スバン.……………… 100MHz
リファレンス ・レベル…....…・・ OdBm

ファンクション。ジェネレータ

周波数 .………………………・ 600kHz
振幅 .……………… lVpk(FM入 力)
波形.…………………………… 正 弦波
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ホ器のRF出力と出カレベルを調整

2.緑 色のINSmPRESErキ ーを押します。これで,本 器は次のステップのために既定のステ
ートにプリセットされます。

3.興 キーを押し,周 波犯 .5GIIzを入力します。

4.AMPrDキ ーを押し,出 カレベルOdBmを入力します。スペクトラム・アナライザは以下の表
示となります。

本器のFM偏 移を調整

5。 FMキ ー,Dσ  ACキ ー,Mキ ーを押 し,FM偏 移10MHzを 入力 します。Mキ ーを押すのは,
内部変調信号源をオフにするためです。

FMキ ーとEXT ACキ ーの上にある黄色の表示灯が点灯 したことを確認 します。表示灯は,外
部変調信号源を使用する周波数変調が動作中であることを示 しています。

ここで,本 器のMODULA■ ON/AMPLITu)E表 示部には,以 下の表示が現れます。

10。OMHz Ext AC  +0。OdBm
FM                            EXT L0

2‐11



MODULAION/AMPLrrUDE表 示部のEXT Ⅲ およびEXT LOW表 示灯は,外 部変調信号
源の振幅が高すぎるかまたは低すぎることを表 します。振幅がlVpk± 1%で あれ
ば,両 表示灯 とも点灯 しません。ただし,こ れらの表示灯が動作するのは,外
部変調信号源の周波数が20L～ 1000の 範囲にある場合だけです。

測定結果の検討と修正

6.ス ペク トラム ・アナライザに以下の表示が現れます。

SAVEキ ーを押 し,現 在のフロント・パネル設定値をレジスタ1に入力 します。

Recallキーを押 します。本器のFREQUENCY/STATUS表 示部に,以 下の表示が現れます。

Reca‖ Register=

9。 「0」 とMRキ ーを押 し,手 順 1の設定値を呼び出します。スペクトラム ・アナライザ
が,呼 び出された手順 1の設定値を表示していることを確認します。

７

　

　

８
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●     周 波数変調―まとめ

:      前 項の周波数変調に関する最重要項目をまとめると,以下のようになります。

本器には,使 用可能なストレージ・レジスタが50個あります。lo個のレジ
スタ (レジスタ0～ 9)に は,すべてのフロント・パネル設定をセープできま
す (一部のスペシャル ・フアンクションを除く)。残 りの40個(レジスタlo～
49)は,周 波数および振幅の設定値だけをセープできます。

本器のプリセットを実行 しても,あるいは本器のプラグを抜いても,504固のレ
ジスタの内容が変わることはありません。

。本器では,デ ィジタイズドFMと リエアFMの 2つ のFM方 式がある。スペシャル ・ファンクシ
ョン120で,いずれかの方式を選択することができる。

・FM方 式を決める際に考慮することは,キ ャリア周波数確度,変調周波数,そして群遅延の
3点 である。

・AU「0モ ード以外の操作モー ドを使用する際に考慮することは,FM偏 移,ス イッチング時間,
そして位相雑音の3点 である。

・FMI移 の分解能はフロント・パネル設定の2.5%である。

・内部変調信号源は,正 弦波,方 形波,三 角波,ラ ンプ波,ま たはホワイト・ガゥシアン・

ノイズの波形を発生させる。内部変調信号源の波形を変更するには,ス ペシャル ・ファン
クション130ヘアクセスする。

・RFキ ャリアを変調する複雑な変調信号の発生については付録Fを 参照してください。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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振幅変調―概要

振幅変調 ― は じめに

本器は,可 変内部変調信号源,またはフロント・パネルのAMコ ネクタに入力されたAC,DC結 合外
部変調信号源のいずれかを使用して,RF出 力の振幅変調を行います。内部変調信号源と外部変調
信号源の両方を同時に使用することはできません。AMコ ネクタの入カインピーダンスは600Ωで

す。

本器は,最 大400kLの 内部変調用オーディオ ・シンセサイザを内蔵しています。ただし,厳 密な
AM変 調度の場合,変 調周波数レートは,信 号発生器校正マニュアルのChapter lに示されたAM3dB
帯域幅を超えることはできません。

AM変 調は,FM変 調またはパルス変調と同時に行うことができます。複雑な変調信号を使う場合は

付録Fを 参照してください。

知りたい項目

―

・振幅変調に関する一般的情報

。内部変調信号源を使用して本器で振幅
変調 (劇つ を行う方法

・外部変調信号源を使用して本器で振幅
変調を行う方法

。本器で振幅変調を行う際の主要留意事
項

参照する箇所

振幅変調―はじめに (2‐14)

振幅変調一実行 手 順 1

(2‐15～2‐18)

振幅変調―実行 手 順 2

(2‐19～2‐21)

振幅変調―まとめ (2‐2の
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……
 オ シロスコープ ~~

図2‐5。AM手 順 1用の機器セットアップ

振幅変調―演習

この演習は, 2つの手順で構成されています。最初の手順では,内 部変調信号源を使用して,本
器を振幅変調します。次の手順では,外 部変調信号源を使用して,本器を振幅変調します。いず
れの手順でも,ス ペクトラム・アナライザまたはオシロスコープで,結果を見ることができます。

必要な機器

いずれの手順でも,以 下の機器が必要になります。

機 器 推奨モデル番号

スペク トラム
・アナライザ

HP 8562A/B,HP 8566B,I‐ IP 8568B

ファンクション
・ジェネレータ

HP 3312A,HP 3314A,HP 811lA,

HP 8116A, HP 8904A

オシロスコープ HP 1741A,HP 54100A,HP 54200A

手順 1-内 部変調信号源使用の振幅変調

手順 1は次ベージのステップ1か ら始めますが,主 なステップは以下の4つ になります。

・スペクトラム・アナライザ (またはオシロスコープ)の セットアップと調整を行い,本 器
へ接続する。

・本器のRF出力を20Mttzに,出 カレベルをodBmに 調整する。

・本器のAM変 調度を50%に ,変 調周波数を10kHzに調整する。

・■ll定結果を検討,修正する。

2‐15
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スヘ生上ラム ・アナライザ (またはオシロスコープ)の セットアップと調整

1.図 2‐5のように,本 器をスペクトラム・アナライザ(またはオシロスコープ)へ接続しま

す。装置に電源を投入し,以 下の調整を行います。

スペクトラム ・アナライザ オシロスコープ

中心周波数 .……………………20M比   ボ ルト/Div.…………………………“0.5

周波数スバン.………………… 2̈5kHz  時 間/D市.…………………………“。25ぃ

リファレンス ・レベル…....…・・・・・・OdBm

ホ器のRF出力と出カレベルの調整

2.緑 色のINSTR PRESETキーを押 します。これで,本 器は,次のステップのために既定の状態
にプリセットされます。

3.興 キーを押 し,周 波数"MIIzを 入力します。

「▼カーソル」が,本器のFREQ― CY/STA■バ表示部またはMODIILA■ ON/

AMPLr「UDE表 示部のどちらかに現れ,現 在動作中の機能を示 します。これは,

例えば,現 在FREQLIENCY/STA■ 発表示部に▼カーソルがあればFREQキ ーを押さな

くても,本 器の周波数を変更できることを示 しています。

4.湖 ⅦTDキ ーを押 し,出 カ レベルOdBmを 入力 します。 「▼カーソル」が今度はMODllLA■ ON/

AMPLmE表 示部に現れます。

本器のAM変 調度と変調周波数の調整

5。 AMキ ーを押 し,AM変 調度50%を 入力 します。AM変 調度をオンにすると,変 調周波数は,デ
フォル ト値の 1回セになります。

AMキ ーとNTキ ーの上の黄色のインジケータが点灯 したことを確認 します。インジケータ

の点灯 は,内部変調信号源を使用 したAMが 動作中であることを表 します。
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AUDIO Щ キーを押 し,変 調周波数10kLを 入力 します。本器のMODllLATION/AMPLrrUDE
表示部に,以下の表示が現れます。

50。00/o 10。00kHz  +0。OdBm
A M           mЮ

測申館里の綸尉 ル仁下

7.ス ペク トラム ・アナラ

スペ ク

イザ (またはオシロスコープ)

トラム ・アナライザ

に,以 下の表示が現れます。

オシロスコープ

8。 SAVEキ ーを押 します。本器 のFREQUENCY/STA■ パ表示部 に,以下の表示が現 れます。

Save Register =

0キ ーとONキ ーを押 します。これで,手 順 2で使用するための周波数,変 調そして振幅の
設定値がレジスタ0に 入力されます。この時点で,FREQUENCY/STA■ 発表示部は,直 前のRF
出力設定値(20ML)を 表示 しています。

AMキ ーを押 してから,ノ プを反時計方向に回し,AM変 調度を減少させます。AM変 調度を調
整すると,ス ペクトラム・アナライザ(またはオシロスコープ)の表示が変化 します。

AM変 調度を50%に 戻 し,次のステップヘ進んでください。次のステップでは,ス ペシャル
・ファンクション130を使用 して変調信号の波形を変更します。

/

〆

―
卜
Ｋ

ノ

ヽ

十

‐

‐

‐

！

＼
ヽ / ヽ
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Ho SPECIALキ ーを押 します。本器 のFREQ― CY/STATUS表 示部 に,以下の表示が現れ ます。

Enter Speclal Number

12.[130」 と入力し,ONキ ーを押します。本器のFREQUENCY/STA■ お表示部に,以下の表示が現

れます。

130:Audlo Wave Sine

ノプを回して,変 調信号の波形を変更します。スペクトラム ・アナライザ (またはオシロ

スコープ)力',方形波,三角波,ラ ンプ波,ホワイト・ガウシアン・ノイズの波形をどう

表示するか注意してください。

AUDIO出 力は全波形について代表値で400kHzの帯域幅を持ちます。したがって,
4m以 上の周波数要素を含む複合波形においてはその影響が現れます。

13.
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ファンクション・ジェネレータ        オ シロスコープ

図2‐6。AM変 調手順 2の ための機器セットアップ

手順2-外 部変調信号源を使用した振幅変調

手順2の 主なステップは以下の5つ になります。

・ ス ペクトラム・アナライザ (またはオシロスコープ)と ファンクション。ジェネレータの
セットアップと調整を行い,本 器へ接続する。

・本器のRF出力を100MLに ,出 カレベルをO dBmに調整する。

・本器のAM変 調度を90%に 調整する。

・ フ ァンクション・ジェネレータの出カレベルを調整する。

・測定結果の検討と修正

スペクトラム ・アナライザ (またはオシロスコープ)とファンクション・ジェネレータのセット
アップと調整

1.図 2‐6の ように,本 器をスペクトラム・アナライザ(またはオシロスコープ)とフアンク
ション。ジェネレータヘ接続 します。各機器の電源を投入し,以 下の調整を行います。

スペクトラム ・アナライザ

中心周波数 .………………… 100MHz

周波数スバン.………………“ 5ClkHz

リファレンス ・レベル..….…・ OdBm

オシロスコープ

オヾル ト/Div.““"“̈¨̈¨̈¨̈・・・・………̈  ̈ 0・2

時間/Div.………………………・ 25ぃ

ファンクション 。ジェネレータ

周波数 .………………………… 10kHZ

振幅.…………………………… lVpk

波形 .………………………… 正 弦波

スペク トラム ・アナライザ

ロロ::0000
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本器のRF出 力と出カレベルのEH整

2.緑 色のINSTR PRESETキ ーを押 します。これで,本 器がデフォル トの状態にプリセットされ
ます。RF出 力周波数が,100MHzに 設定されたことを確認 します。

3.FREQキ ーを押 し,looMH2を 入力 します。

4.湖 嘔翻Dキ ーを押 し,出 力振幅レベルOdBmを 入力 します。

本器のAM変 調度の調整

5。 AMキ ーとDC ACキ ーを押 し,AM変 調度90%を 入力 します。

AMキ ーとDσ  ACキ ーの上にある黄色のインジケータが点灯 したことを確認 します。イン
ジケータは,外 部変調信号源を使用 したAMが 動作中であることを表 します。

本器のMODULA70N/AMPLFUDE表 示部に,以 下の表示が現れます。

90。00/o Ext AC +0。OdBm
m L0A M

MODULA■ ON/AMPLITUDE表 示部のEXT HIお よびEXTLOWイ ンジケー タは,外 部効信号源甕幅縮すぎるたま
亀嵩見亀竃 1箕11蟄棚り勢±1%で あれば,両 インジケータともr

―夕が点灯するのは,外 部変調信号源レートが20Hz～100kHzの範囲にある場合
だけです。

2ノ ンク ション ・ジェネレータの出カレベルの調撃

EXT HIおよびEXT LOWイ ンジケータが両方ともオフの場合は,ス テップ6へ進
んでくださぃ。
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6. D【TⅢ およびD【TLOWイ ンジケータが両方ともオフになるまで,フ ァンクション・ジェネ
レータの出カレベルをゆっくり上げていきます。本器のAMコ ネクタヘの入力信号をl Vpk
±1%にする必要があります。

測定結果の検討と修正

7.ス ペクトラム ・アナライザ (またはオシロスコープ)は ,以 下の表示となります。

スペクトラム ・アナライザ オシロスコープ

8。 SAVEキ ーを押 し,現 在のフロント・パネル設定値をレジスタ1へ入力します。

9。 R∝」1キーを押 します。本器のFREQUENCY/STA■ 月表示部に,以 下の表示が現れます。

Reca‖ Register=

0キ ーとONキ ーを押 し,手 順 1の設定値を呼び出します。中心周波数が20MHzに なるよう
に,スペクトラム ・アナライザを再調整 しなければなりません。次に,ス ペクトラム 。ア
ナライザの表示部に,呼 び出した手順 1の設定値が現れていることを確認 します。

レジスタ1を呼び出し,手 順 2の 設定値へ戻します。スペクトラム ・アナライザの中心周
波数を100MLに 再調整します。ここで,ス ペクトラム ・アナライザが,呼び出した手順 2
の設定値を表示 していることを再確認します。

本器には,使 用可能レジスタが504固あります。104固のレジスタ(レジスタ0～
9)は ,すべてのフロント・パネル設定をセープします(一部のスペシャル ・

ファンクションを除く)。残 りの404固(レジスタ10～49)は,周 波数および振
幅の設定値だけをセープします。

機器プリセットを実行しても,あるいは本器のプラグを抜いても,504固のレジ
スタの内容が変わることはありません。
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振幅変調―まとめ

前項のAM変 調に関する最重要項目をまとめると,以 下のようになります。

・ AM変 調度を正確にするには,変調周波数は,本 器Cdibration Manu」,Chapter lの
RF出力に関する仕様限界を超えてはならない。

・ 内 部または外部変調信号源を使用して,RF出 力の振幅変調を行うことができる。

・
内部変調信号源は,正 弦波,方形波,三角波,ラ ンプ波,またはホワイト・ガウシアン・

ノイズの波形を発生させる。内部変調信号源の波形を変更するには,ス ペシャル ・ファン
クシヨン130にアクセスする。

・RFキャリアの変調のための複雑な変調信号の発生については付録Fを参照してください。
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パルス変調―概要

パルス変調 ― は じめに

パルス変調はオプシヨン∞8装備の本器において可能です。このオプションによってレーダ
ー試験における探査, トラッキング,サ ーベイランスの測定が可能となります。本器はレー

ダー信号コンポーネントの試験においてパルス遅延,パ ルス幅の特性を変えることができます。

シグナル ・ジェネレータの内部信号または外部信号(DC結合)を使ってRF出力をパルス変調する
ことができます。RF出力はパルス変調のために最大+9dBmで 仕様化されています。パルス変調は

「ダイレクト・ノリレス ・コントロール」または内音5パルス 。ジェネレータによって制御すること
ができます。

ダイレクト・パルス ・コントロールとは内部または外部の信号源によリパルスRF出力のタイミン

グとパルス幅をコントロールすることを意味しています。反対 に,内蔵パルス ・ジェネレータを

使用すれば,スペシャル ・ファンクションの212～214によって,パルスRF出力の遅延,パルス

幅,トリガ 。エッジを直接制御することができます。

パルス変調と同時にAMも しくはFM変 調をかけることができます。スペシャル ・ファンクショ
ン210に よって入カインピーダンス50Ωの PL I L S Eコネクタか,プリセッ トの入カインピーダンス

100 KΩのシ ョッ トキー‐
1‐lLか を選ぶことができます。

知 りたい項目

パルス変調

・パルス変調に関する一般的情報

・パルス生成プロセスで発生する
4つ の信号

・直接的パルス制御によるパルス

変調

。内部パルス ・ジェネレータによ
るパルス変調

・パルス変調の要点

参照する箇所

パスル変調―はじめに (2‐23)

パルス変調―同期 (2‐24)

パルス変調―演習
手順 1(2‐29～2‐3幼

パルス変調一演習
手順2(2‐33～2‐37)

パルス変調一まとめ (2‐38)
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パルス変調 ―同期

信号発生器によるパルス変調出力の生成プロセスにおいて, 4つ の信号が発生します。

1.外 部または内部制御信号が発生します。

2. 同 期信号が生成されます。

3.RFパ ルス信号が生成されます。

4. ビ デオ信号が生成されますoご出力信号と同時に)。

図2‐7は 制御信号の立ち上がリエツジに同期 したRF出カパルスの説明です。各イベントの詳細に

関してこの図を適宜参照してください。

内部または

外部の

制御信号

同期出力

RFパ ルス出力

ビデオ出力

図2‐7.パ ルス変調出力の立ち上がリエッジでの同期



●

●      内 部または外部の制御信号
●

内部または外部の制御信号はパルス変調U信 号を発生させる信号です。この制御信号によってRF

●      出 力のパルス繰り返し周波数仰ご)が 決まります。

:    ・ 貧設梨異具弓宅彦11今智瑶線鮮彎ワキ滋e,磯ボど轟濡こλ乱嵩ち島磯数で
なければなりません。

・   ・ 裏穀T寧[言警察1響習ξ『賢鯛5魂裏霧ξ着ぷi写築為鰭纂異為象爾乱貿Lト

:         楼鷲E零マ落lFFい
。すなわち,サブキヤリア変調信号源をオンにせずにサイン波形を

●       同 期出力

・      饗禦堰言1治[器 傷侵量男TLふ含t2晃翌月層彗1与『
期信号のパルス幅(半値幅)の

●       同 期信号は以下の3つの方法のいずれかによって生成することができます。
●
●        。 同期信号は外部または内部の制御信号の立ち上がリエッジで1回だけ発生します(デフォ

●         ル トの動作状態)。

:   :暫 [堡[7:書 ::葬 l堡『
鋤 ア ンダメ/翼翼月聾1嫌 聾 島 計

は

●

3  ・ :誓[菫17i富::獣脅]『『
鏡 ″鶏寃 見ゝ1封庶聾島計

は

●      同 期信号はリア・パネルのSYNCコ ネクタからの出力によって見ることができます。外部または内
●      部 制御信号があればつねに同期信号は生成されています。

●

●      ト リガ遅延時間(Td)

:  点t〔「:巽T雄覇輝内霧勁軍観蝙醐箸環響
●
●        。 外部または内部制御信号の立ち上がリエッジの半値点

:       ま
たは,

●        ・ 外部または内部制御信号の立ち下がリエツジの半値点
●
●      そ して,同期信号の立ち上がリエッジの半値点で終わります。

●
●
●
●
●
●

●

●

●
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外部または

内部制御信号

同期出力

Td―疇 or ddり

図2‐8。同期信号のトリガ遅延時間

トリガ遅延時間の長さは,ダイレクト・パルス ・コントロールを行っているか内部パルス ・ジェ
ネレータを使用しているかによって差異があります(内部パルス ・ジェネレータを使用する場合
の トリガ遅延時間は長くなります)。

RFパ ルス出力

RFパ ルス出力は同期出力の後に発生しますeF Pulse Outputは,ダイレクト・パルス ・コント
ロールを使用 した場合,またスペシャル ・ファンクション214をBo由に設定した場合には2回 発
生します。2番 目のパルスは,(Td+Pd)後 の制御信号の立ち下がリエッジで発生します。

RFパ ルス出力の意味は,図2‐9に 示された特性に基づいて定義されています。それぞれの特性の
仕様はCalibration Manual,第1章 に示されています。

外部または

内部制御信号

内部出力

RFパ ルス

出力

T d―トリガ・デイレイ

Pd―RFパルス ・デイレイ

Pw… RFパルス幅

Tr―RFパルス立ち上がり時間

Tf―RFパルス立ち下がり時間

Vf―ビデオ・フィー ドスルー

Vor― オー′ヽシュー トとリンギング

図 2‐9.RFパ ルス出力特性
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RFパルス遅延 (Pd)は同期パルスの発生からRFパルス出力の発生までの時間です。Pdは同期出力
の立ち上がり半値点で開始し,RFパ ルス出力の立ち上がり半値点で終わります。RFパルス遅延時

間の長さは,ダイレクト・パルス ・コントロールを行っているか内部パルス ・ジェネレータを使

用しているかによつて差異があります。

ダイレクト・パルス ・コントロール時のPd

ダイレクト・パルス ・コントロールの場合,RFパルス遅延時間の代表値は30ns以下です。ダイレ

クト・パルス ・コントロールではPdを変更することはできません。

内部パルス・ジェネレータ使用時のPd

内部パルス ・ジェネレータ使用時においては,スペシヤル ・ファンクション212をアクティプに

することでPdの値を50nsからlsの範囲で変更し,設 定することができます。

RFパルス立ち上がリロ春聞 (Tr)

RFパルス立ち上がり時間 (Tr)はRFパルス出力の立ち上がりがピーク振幅の10%点 から90%点 に

遷移するまでの時間です。

オーバーシュー トとリンギング (Vor)

オーバーシュートとリンギング(VOr)はパルス出力の初期 トランジェント応答です。オーバーシ
ュートは安定振幅レベルを超える瞬時的変動のことです。リンギングはパルスが最終的な振幅レ
ベルに落ち着 くまでの正方向,負方向の変動です。オーバーシユートとリンギングの代表値はパ

ルス・ピーク出力の±25%以 下です。

RFパルス幅 (Pw)

パルス幅 CPw)はRFパルス出力の立ち上がリエッジと立ち下がリエッジの時間間隔です。パルス

幅の持続時間は,パルスの立ち上がり半値点で始まり,立ち下がり半値点で終わる時間幅です。

実際のパルス幅はダイレクト・パルス ・コントロールを行っているか内部パルス ・ジェネレータ
を使用しているかによって差異があります。

ダイレクト・パルス ・コントロールロ寺のRFパルス幅 (Pw)

ダイレクト・パルス ・コントロールを行っている場合,パルス幅は下記のように外部または内部

制御信号によって決定されます。

・ 外 部制御信号は,一般的には,Pwを外部信号のパルス幅に一致させます。これは,外 部信
号が1lLハ イの状態にあり,RFパ ルス幅圧縮(Tw―PW)よ り短い時間である場合です。

・ 内 部制御信号は,一般的には,Pwをパルス繰 り返しeRF)期 間の半分の期間とします。

内部パルス ・ジェネレータ使用時のRFパルス幅 (Pw)

内部パルス ・ジェネレータ動作においては,スペシヤル ・

ることでPwの値を10nsからlsの範囲で変更,設 定するこ
ファンクション213をアクティプにす
とができます。
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R Fパ ルス立 ち下がり時間 (Tf )

RFパ ルス立ち下がり時間 fTflは,RFパ ルス出力の立ち下がりがピーク振幅の90%点 から10%点
に遷移するまでの時間です。

ビデオ ・フィー ドスルー (Vf)

ビデォ ・フィードスルー (vOは ,RFパルス出力のスプリアス成分で,dBcで示される値です。
ビデオ ・フィー ドスルーはPRFの 高調波に関連しています。一般的なビデオ ・フィードスルーは
1000以 下において‐50dBcより小さい値となります。

ビデオ出力

ビデオ出力はRFパルス出力とともに発生し,こ のパルスとほぼ同じ期間持続 します。ビデオ出力
はリア ・パネルのVIDEOコ ネクタでモニタすることができます。RFノリレス出力が存在していると
きはつねに,図 2‐10のようなビデオ出力信号が発生しています。

外部または
内部制御信号

内部出力

RFパ ルス出力

ビデオ出力

T d―トリガ・デイレイ

Pd_′くフレス・ディレイ

Pw―パルス幅

Tw―ビデオ幅

Tr_RFパルス立ち上がり時間

Tf一RFパルス立ち下がり時間

v f―ビデオ・フイー ドスルー

V o r―ォーバシュー トとリンギング

図2‐10.RFパルス出力とビデオ出力の関係

ビデオ幅 (Tw)

ビデオ幅 (Tw)は ビデオ出力の立ち上がリエッジと立ち下がリエッジの時間間隔です。ビデオ幅
の期間はビデオ出力信号の立ち上がり半値点で始まり,立ち下がり半値点で終わります。ビデオ
幅はほlrRFパルス出力の幅に対応 しています。
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パルス変調 ―演習

ここでの演習は2つ の手順で構成されています。各手順の実行は15分ほどで済みます。手順 1で
は,ダイレクト・パルス ・コントロールによって信号発生器をパルス変調 します。手順 2で は,内
部パルス ・ジェネレータによって信号発生器をパルス変調します。演習の結果は,オシロスコープ
に表示されます。

必要な機器

この手順の実行には,以 下の機器が必要です。

機  器 モデル番号

ファンクション ・

ジェネレータ
HP 3312A,HP 3314A,HP 811lA,

HP 8116A,HP 8904A

オシロスコープ* HP 54100A,HP 54100E),

HP 54110D,HP 54120T

*ご使用のオシロスコープの入力にlGHzの帯域幅が許容されない場
合は以下の手順によってRF出力周波数を低減してください。

手順 1-ダ イレクト・パルス ・コントロールによるパルス変調

この手順の主なステップは以下の6つ です。

・ オシロスコープとファンクション。ジェネレータのセットアップと調整を行い,本 器に接
続する。

。 本 器のRF出力をlGH2に,出 カレベルをOdBmに調整する。

・ 本 器のフロント・パネルで外部パルス変調をセットアップする。

・ 結果を観察し,調 整する。

。 本器のフロント・パネルで内部パルス変調をセットアップする。

・ 結果を観察し,調 整する。

オシロスコープ

ステップ1～ 7

図2‐H.パ ルス変更手順 1の ための装置セットアップ

:NPUT

CHAN l 。 「 A
● 口 = 0 0 0

ファンクション・ジェネレータ
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オシロスコープとファンクション・ジェネレータのセットアップと調整

1. 図2‐11のように,本 器をオシロスコープとファンクシヨン・ジェネレータに接続します。
機器の電源を投入し,以 下の調整を行います。

オシロスコープ

ボルト/Div.… …… 。̈200mV
時間/Div.… …………100「

ファンクシヨン・ジェネレータ

周波数 .………“3kIIz
振幅…....・・・・・・・・・・・・4Vp‐p(+2Vオフセット)
波形 .…………“方形波 (デューテイ・サイクル50%)

本器のRF出 力と出カレベルの調整

2.緑 色のINSTR PRESETキ ーを押 します。これで,本 器はデフォル トの状態にプリセットされ
ます。プリセットの状態では,パルス変調はダイレク ト・パルス ・コントロールとなりま
す。

3.FREQキ ーを押 し,周 波数lG比 を入力 します。

▼カーソルが,本器のFREQUENCY/STA■ ∬表示部またはMODULA7110N/
AMPLrrUDE表 示部のどちらかに現れ,現 在動作中の機能を示 します。これは,
例えば,▼ カーソルカSFREQ― CY/STA■∬表示部にあれば,わざわざFREQキ ーを
押さなくても,周 波数を変更できることを示 しています。

4.¨ キーを押 し,出 カ レベルO dBmを 入力 します。▼カーソルがMODLILA■ ON/
AMPLI「UDE表 示部に現れます。

外部パルス変調のセットアップ

5.PIILSEキ ーを押 し,… キーを押 します。RFノリレス周波数に対する制御信号がアクティ
プになります。

PULSEお よJEXT DCラ ンプが点灯 したことを確認 してください。これらのランプは外部変
調信号源がアクティプになったことを意味 しています。信号発生器のMODIILA■ ON/
AMPLrrUDE表 示部に以下の表示が現れます。

Pulse Ext DC
PULSE

+0。OdBm



●
●
●
●
●
●
●

●      結 果の観察と調整

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ご使用のファンクション ・ジェネレータによってはPULSEコ ネクタの入カイン
ピーダンスを指定する必要があります。付録Cの スペシャル ・ファンクション

210を参照 してください。●

●

6.オ シロスコープは以下の表示となります。

Sync

RFパ ルス

出力

7。 デューテイ・サイクルと外部変調信号源のレートを変更し,表 示の変化を観察します。

PllLSEコネクタには±10Vpk(または+7Vdcま たは‐3.5Vdc)以上の電圧をFpヵ口し
ないでください。規定以上の電圧が印加された場合には信号発生器のパルス入力
回路が損傷することがあります。

:      内
部パルス変調のセットアップ

●        8。 フアンクション。ジェネレータから信号発生器に接続されているケープルを抜いてください。
●

:        9・[言霊芳誓E例しちラ集鴛好I先[iじ鍵肇l[躙tの黄色のラ
ンプが消灯し,D∬キ

8   ・ 鐸躍朧層:督芳,奪朋幣鵬協:稽へ 、曲    E表
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

示部に以下の表示が現れます。

Pulse 3.000kHz +0。OdBm
PuSE         AuD:0

●

●

●
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H。 オシロスコープは以下の表示 となります。

12.変 調周波数の変更。オシロスコープの表示の変化を観察してください。

sync

RFパ ルス

出力
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図2‐12.パ ルス変更手順2の ための機器セットアップ

手順 2-内 部パネル ・ジェネレータによるパルス変調

この手順の主なステップは以下の6つ です。

・ オシロスコープとファンクション・ジェネレータのセットアップと調整を行い,本 器に接
続する。

・ 本 器のRF出 力をlG]貶に,出 カレベルをOdBmに 調整する。

。 本器のフロント・パネルで外部パルス変調をセットアップする。

・ 結 果を観察し,調 整する。

・ 本器のフロント・パネルで内部パルス変調をセットアップする。

・ 結果を観察し,調 整する。

オシロスコープとファンクション 。ジェネレータのセットアップと調整

1.図 2‐12のように,本 器をオシロスコープとファンクション・ジェネレータに接続 します。
装置の電源を投入し,以 下の調整を行います。

オシロスコープ

ボルト/Div.… …………….200mV
時間/D市 .………………….1い

ファンクション。ジェネレータ

周波数 。……………………… 900HZ
振幅 ………………………… 4Vp‐p←2Vオ フセット)
波形 .………………………… 方 形波 (デューテイ・サイクル50%)

オシロスコープ

ステップ1～14

□
INPUT             INPUT

CHAN l Or A      cHAN 2 o「  B

ファンクション・ジェネレータ
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注 意

PULSEコ ネクタには±10Vpk(または+7Vdcま たは‐3.5Vdc)以上の電圧を印加 し

ないで ください。規定以上の電圧が印加された場合,信号発生器の回路が損傷す
ることがあります。

本器のRF出 力と出力振幅のEE整

2.緑 色のINttR PRESETキ ーを押 します。これで,本 器はデフオル トの状態にプリセットされ

ます。

3.REQキ ーを押し,周 波数lG】Lを 入力します。

▼カーソルが,本器のFREQUENCY/STATUS表 示部またはMODLILA■ ON/
AMPLru)E表 示部のどちらかに現れ,現 在動作中の機能を示 します。これは,
例えば,▼ カーソル●REQUENCY/STATUS表 示部にあれば,わざわざFREQキ ーを
押さなくても,周 波数を変更できることを示 しています。

4.劇 団円Dキ ーを押 し,出 カ レベルOdBmを 入力 します。▼カーソルがMODULAT10N/AMPLITIDE

表示部に現れます。

外部パルス変調のセットアップ

5。 SPECIALキ ーを押 し,2Hを 入力 し,ONキ ーを押 します。このスペシャル ・ファンクショ
ンをアクティプにすることによリパルス変調信号源として内部パルス 。ジェネレータが選
択されます。本器のFREQuENCY/STATUS表 示部に以下の表示が現れます。

211:Pulse Cntl Dlrect

Pulsc Gen"が表示されるまでノプを反時計方向に回します。本器が内部パルス ・ジェネレータ
を使用 しているときにはこの表示が現れます。
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7.PULSEキ ーを押 し,ONキ
ーを押 します。これによリパルス変調信号源 として外部制御信号

が選択されます。

PLLSEキ ーおよびDば DCキ ーの上の黄色のランプが点灯 したことを確認 してください。こ
のランプの点灯は,外部変調信号源によるパルス変調がアクティプであることを示 します。
本器のMODIJLAION/AMPLrrUDE表 示部に以下の表示が現れます。

Pulse Ext DC +0。OdBm
PLtSE

ご使用のフアンクション。ジェネレータによってはPllLSEコネクタの入カイン
ピーダンスを指定する必要があります。付録Cの スペシャル ・ファンクション

210を参照してください。

:      結
果の観察と調整

8。 オシロスコープは以下の表示 となります。

Sync

RFパ ルス

出力

9。 SPECIALキ ーを押 し,212を 入力 し,ONキ
ーを押 します。このスペシャル ・ファンクショ

ンをアクティプにすることによリパルス遅延時間 (Pd)を設定できます。本器の

興 UENCY/Sヽ熙 S表示部に以下の表示が現れます。

212:Pulse Delay 1.000us

8       10・`ζl早lξTギFf踏買ど勢斌薫先月峯[1凛翼暦志告¥荀夢F才凛=婁幾
を見

●
●
●
●
●
●
●
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SPECIALキーを押 し,213を 入力 し,ONキ ーを押 します。このスペシャル ・ファンクショ
ンをアタティプにすることによリパルス幅 (Pw)を 設定できます。信号発生器のFREQIJENCY/
STATUS表示部に以下の表示が現れます。

213:Pulse llVldth 1。000us

ノプを回すとパルス幅が変化 します。パルス幅に関連 したRFパ ルス出力の変化を見ること
ができます。オシロスコープのTimeFD市設定は必要に応 して調節 してください。

SPECIALキ ーを押 し,214を 入力 し,ONキ ーを押 します。このスペシャル ・ファンク
ションをアクティプにすることによりRFパ ルス出力の トリガ 。エッジを選択できます。
FREQmCY/STATUS表 示部に以下の表示が現れます。

214:Pulse ttrig Edge  Pos

12.

13.

14.RFパ ルス出力の トリガ信号となる外部制御信号のエッジの選択をノプを回すことによって

負エッジNeg)ま たは両エッジ (Bom)に 設定することができます。オシロスコープの表
示におけるPOS,NEGエ ッジに対応 した異なる場所でRFパルス出力が発生します。BOη田を選
択すると立ち上がリエッジと立ち下がリエッジに対応 した2つ のパルスが表示されます。
オシロスコープのTime/Div設定は必要に応じて調節してください。

内部パルス変調のセットアップ

15。 フアンクション。ジェネレータから本器に接続されているケープルを抜いてください。

16.本 器の心rキ ーを押 してください。EXT DCキ ーの上の黄色のランプが消灯 し,I 『ヽキ
ーの上の黄色のランプが点灯 したことを確認してください。

17.オ シロスコープのTime/Div設定を1=に ,スペシャル ・ファンクシヨン214のトリガ 。エッ
ジをポジティプ 。エッジに戻 してください。パルス幅とパルス遅延をそれぞれプリセット
状態である1〓に戻 してください。

18。 AllD10 FREQキーを押 し,変調周波数900 Hzを入力 してください。これによりRFノリレス出力
に対する内部制御信号出力がアクティプになります。信号発生器のMODIJLA■ ON/ANIPLITLDE
表示部に以下の表示が現れます。

Pulse 900。O Hz +0。OdBm
PULSE         Au口 0
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19。 オシロスコープは以下の表示となります。

パルス遅延 (スペシャル ・ファンクシヨン212),パ ルス幅 (スペシャル ・ファンクション
213)または,パルス ・トリガ 。エッジ(スペシャル ・ファンクション214)を調整 してくだ
さい。外部制御信号 (デューテイ ・サイクル50%)をRFパ ルス出力使用 して同じ結果が得 ら
れることを確認 してください。

SYNC出 力を外 し,オシロスコープをリア ・パネルのVIDEOコ ネクタに接続 してください。
RFパ ルスが出力されるごとにビデオ出力が発生する様子を観察 してください。
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パルス変調 ― ま とめ

以下はパルス変調に関する重要項目のまとめです。

。 本 器は,ダイレクト・パルス ・コントロールおよび内部パルス 。ジェネレータによっ
てパルス変調を行います。

・ 内部パルス ・ジェネレータを使う場合には,パルス遅延,パルス幅,トリガ 。エッジの設
定が可能になります。

・ 外 部信号源 (DC結合のみ)を 使う場合には,本器からのパルス変調をオンにするには
1lLパ ルスを入力する。この外部パルスはRFパ ルス出力のパルス繰 り返し周波数eRF)を
決定します。

・ 外 部変調信号源が±10Vpk(または+7Vdcま たは‐3.5Vdc)以上のパルス電圧を出力した場合
には,本 器の回路が損傷することがあります。

・ RF出 力はパルス変調について最大+9dBmに 仕様化されています。

・ ス ペシャル ・ファンクシ ョン21 0に よってPU L S Eコ ネクタの入カ インピー ダンスを選択す

ることができます。

・ ス ペシャル ・ファンクション211に よって内部パルス ・ジェネレータをオンにすることが
できます。

・ ス ペシャル ・ファンクシヨン212によってパルス遅延時間を変更することができます。

・ ス ペシャル ・ファンクシヨン213に よってパルス幅を変更できます。

・ RFパ ルス出力を トリガする外部または内部制御信号のポジティプ ・エッジが好ましくない

場合には,ス ペシャル ・ファンクション214によって,ネガティブまたは両方のエッジで
の トリガ動作 に変更することができます。
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知りたい項目 参照する箇所

同時変調

・同時変調に関する一般的情報

。AMと 同時に剛 の変調を行う方法

・同時変調を行う際の留意事項

同時変調―はじめに (2‐39)

同時変調―実行 (2‐40～2‐43)

同時変調一まとめ (2‐44)

●

:     同
時変調―はじめに

●      本 器は,以 下に示す5つの方法で同時変調信号を生成します。

●

●        1.共 通あるいは別々の変調信号源を使用して,同 時FMお よびAMを 選択する。

3       2. 内
部変調信号源と外部変調信号源の両方を使用して,2つ の周波数で同時FMを行う。

●       3.共 通の変調信号源 (内部または外部のいずれか)に よる同時FMお よびAM,さ らに別の変調
●         信 号源からのFMを 行う。

3       4。
 上記1～ 3の変調の中の1つとともに,パ ルス変調を選択し,入 力できる。

:        5。  ど 露ぉごfヮ 麿オ:!パ
ルス変調とともに,位 相変調を選択できる。位相変調を選択す

:       信 号発生器のマルチファンクション・シンセシス機能については付録Fを参照してください。スペ

:      挙
」省あ子み単47子 こ|こ裏品層与管管宅緯巽辱弓写稽襴 ll争 争

成することができま

:   鶯 辟 こ、tt&ミ)ドΥゾグョ=ご、こを,隠百菱報鷲7う夕丞λ第9ゲ
●       ― ダンスは50Ωですが,スペシャル ・ファンクション210をオフにすることでloOkΩとなります。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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スペクトラム・アナライザ

ビtA・鯵担

フアンクション・ジェネレータ

図2‐13.同時FM,AM手 順の機器セットアップ

同時変調―演習

同時変調は,多 くの組み合わせおよびアプリケーシヨンが可能です。この演習では,FM変 調とAM

変調を同時に行います。アプリケーションとしては,干 渉によって発生するFM無 線信号のフェー

ジングがシミュレーションできます。この演習に要する時間は約15分です。

必要な機器

この手順では,以 下の機器が必要になります。

機 器 モデル番号

スペクトラム

アナライザ
HP 8562メJB,HP 8566B,HP 8568B

ファンクション ・

ジェネレータ
HP 3312A,HP 3314A,HP 811lA,

HP 8116A,HP 8904A

手順一同時FMお よびAM

この手順では,内 部変調信号源で変調した所要のFM信 号で,本器をセットアップしてから,フ ェ
ージングに使用するAM信 号を入れます。この信号は,外部変調信号源で変調が行われます。

手順の5つの主要ステップの概要は,次 のとおりです。

・ ス ペクトラム・アナライザとファンクション・ジェネレータのセットアップと調整を行い,
本器に接続する。

本器のRF出力を150MLに ,出 カレベルをOdBmに調整する。

本器のAM変 調度を90%に 調整する。

本器のFM偏 移を75kHzに,変 調信号の周波数をlkHzに調整する。

測定結果を観測し,調 整する。



:      ス
ペクトラム・アナライザとファンクション:ジェネヒ=夕のセットアップと調整

●       1.図 2‐13のように,本器をスペクトラム・アナライザとフアンクション・ジェネレータヘ接
●         続 します。機器の電源を投入し,以 下の調整を行います。

:             ス
ペクトラム・アナライザ       フ アンクション・ジェネレータ

●            中 心周波数.…… 二̈.……… 150ML  周 波数.………………………… 0・5L
●            周 波数スバン.……………… 500k比   出 カレベル.……………………。 lVpk
●            リ フアレンス・レベル.…" +10dBm  波 形.…………………………“ 正 弦波

:      本
器のRF出力と出カレベルの調整

:   2ξ 負3脳翌器鍋轟嘉ご磁批麿轟ξ#だとr斃罫ご」上
卜鍬態にプリセットされ

:
●
●
●
●
●
●
●

90。00/o Ext DC +0。OdBm
AM

▼カーソルが,本器のFREQUENCY/STA■ パ表示部またはMoDULA■ ON/AMPL1lUDE表

示部のどちらかに現れ,現 在動作中の機能を示 します。これは,例 えば,▼ カーソル
カSFREQUENCY/STA■ 発表示部にあれば,わ ざわ罰駅EQキ ーを押さなくても,周 波数
を変更できることを示 しています。

●

●

●

:       3. FREQキ

ーを押 し,150MHzを入力します。

●         4.劇 剛円Dキ ー を押 し,出 カ レベ ルOdBmを 入 力 します。▼ カー ソルがMoDULAT10N/AMPLITLDE

表示部に現れます。

●

:      本
器のAM変調度の調整

●         5.AMキ ー とEXT DCキ ーを押 してか ら,AM変 調度90%を 入力 します。

●
AMキ ーとEXT DCキ ーの上にある黄色のランプが点灯 します。ランプは,外 部変調信号源を
使用 したAMが 動作中であることを表 します。

MODIJLAT10N/AMPLITUDE表 示部は,以下の表示となります。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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MODULA■ ON/AMPLrrUDE表 示部のEXT ⅢおよJEXTLOWラ ンプが,外 部変調信号

源の振幅が高すぎるか。または低すぎることを表します。振幅がlVpk±1%で あ

れば,両 インジケータとも点灯 しません。ただし,こ れらのランプが点灯する

のは,外 部変調信号源の周波数が20池～1000の 範囲にある場合だけです。

外部変調信号源の周波数は,0。5Hzな ので,EXT HI,E】σ LOWの ランプは無視できます。

スペクトラム ・アナライザに,以 下の表示が現れます。RF出力は,約 30dBの振幅変動で,
ゆつくりと変化するはずです。

30dBの振幅全体が表示されない場合は,フ ァンクシヨン。ジェネレータの出力
レベルを上げてください。30dBスイング以上が表示された場合は,フ ァンクシ
ョン・ジェネレータの出カレベルを下げてください。

ここか ら

本器のFM偏 移と変調周波数の調整

7.FMキ ーを押 し,FMM移 75kHzを 入力 します。FM偏 移をオンにすると,変 調信号周波数は,
デフォル ト値のlHセになります。

FMお よびぶ『キーの上にある責色のランプが点灯 します。ランプは,内 部変調信号源を使
用 したFMが 動作中であることを表します。

2-42
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MODlエ パ■ONAMttЛ  UDE表 示部は,以下の表示となります。

75。OkHz l。000kHz +0。OdBm
F M            A U D 0

測 中詰 塁 の鶴 富 ン服 彗

8.ス ペクトラム ・アナライザに,以 下の表示が現れます。FM信 号は,約 30dBの振幅変動で,
ゆつくりと変化 しています。

ファンクション。ジェネレータの振幅を0.lVpkのステップで変化させて,ス ペクトラム・

アナライザが,それに対応して変化することを確認します。FM信 号の振幅変動は,出 カレ
ベルが上がると大きくなり,出 カレベルが下がると月ヽさくなります。

これが終了したら,フ ァンクション・ジェネレータの出力振幅を,30dB振幅変動用の
lVpkに戻 します。

ファンクション・ジェネレータの周波数を,小 さいステップで変化させます。FM信 号の振
幅変動は,変 調信号の周波数が下がると,ゆ っくり変化 し,変 調信号の周波数が上がると,
早く変化 します。

これが終了したら,フ ァンクション・ジェネレータの変調信号の周波数を0.5Hzに戻 しま
す。

本器のAM変 調度を変化させます。FM信 号の振幅変動は,AM変 調度が大きくなると,小さく
なります。

ここから ここまで
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同時変調―まとめ

同時変調に関する要点をまとめると,以 下のようになります。

・ 5つの同時変調を行う方法がある。2‐39ページ参照。

・ AM,FM変 調入カコネクタの外部入カインピーダンスは翻 Ωです。ΦM変 調入カコネクタの

入カインピーダンスは50Ωです。オプション008によつてPULSE変 調入カコネクタの入力
インピーダンスは500,あ るいはスペシャル・ファンクション210をオフ (プリセット状
態)にすることによって100kΩとすることができます。

・ 同 時変調を行う場合,FM,AMお よびパルス変調の項で述べた特性および制限がすべて適用
される。

・ 内 部および外部のFMを 同時に行う場合,入 力できる代表的電圧は,+0。4Vpk～+lVpkで あ
る。この条件下では,使 用できる外部偏移の量は減少する (下記の注記を参照)。

内部,外 部およびその両方による同時変調中に,内 部変調信号源の出カレベル

を下げると,外 部変調の量を増やすことができます。内部電圧と外部電圧の合
計が14Vpkを 超えることはできません。これを超えると,ク リッピングが生じ
ること力'あります。

内部変調信号源の出カレベルは,lmVの ステップで,OVDCか らlVDCの 範囲で調
整できます。出カレベルを調整すると,内 部変調の変調度 (偏移)に 影響 しま
す。つまり,出 カレベルの減少に比例 して内部変調の変調度 (偏移)が 減少し
ます。

融勁::i'紺:;PLI「夕%キ濯竜TM量豊冒望
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第3章 掃

本章の内容

本章では,フ ロント・パネル操作により周波数掃引を行う方法を説明します。HP_IBによる
HP‐SLの プログラムについては第4章 を参照してください。

本器の2種類の掃引,す なわちディジタル・ステップ掃引と位相連続掃引を使ってRF機器の特性
を測定することができます。本章ではこの2種類の掃引についてそれぞれの特徴および制約条件
を述べています。また本章の終わりには演習の項があります。

項 目内容のガイ ド

下記のガイドで必要な項目のベージを開いてください。

男彎胃嗅留多
要
_

br矢整写
ヽ
シ=3っ

電]理与 _

/言]ワ車りリ ー
と掃引時間  _響 弘課 騨 ―

ユ:ぽ島 ―
17:響ジ ゎ
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周波数掃引の概要

本器の周波数掃引の手順は以下の5つの基本的なステツプにまとめることができます。本章の説

明はこのステップの順に従っています。周波数掃引に慣れたらこの順にこだわる必要はありませ

ん。

1.ス ター ト,ス トツプ,中心周波数,および周波数スバンの設定

2.掃 引マーカの設定 (掃引マーカが必要な場合のみ)

3.周 波数掃引の種類 (デイジタル ・ステップ,または位相連続掃引)の 選択

4.リ エア掃引 (デフォル ト設定),ロ グ掃引の選択 と掃引時間の設定

5。 掃引 トリガ (AUrO,SINGLE,MANUAL)の 選択

本器は,掃引なしの側 信号源 と周波数掃引する信号源 (スイーパ)と しての 2つ の機能を備えて

おり,図3‐1の フロント・パネル ・キーのうち網かけで示されているキーを押すとスイーパとし

ての機能にな ります。

図 3‐1.ス イーパ機能キー

本器がスイーパになると,信号を出力 している,い ないにかかわらずFREQLIENCY/STATUS表 示部の

SWEEPラ ンプが点灯 します。例えば,本器をプリセットした後にSTARTFREQキ ーを押す場合は下

記が表示されます。

Start 100,000.00 Hz
鋼 E「P
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スター ト,ス トップ,中心周波数,お よび周波数スバ ン

周波数掃引で測定を行う場合は希望するスタート,ストップ,中心周波数,および周波数スバン
を設定する必要があります。この設定は図3‐2に示したフロント・パネル ・キーの中の網かけさ
れたキーで行うことができます。

図3‐2.ス タート,ストップ,中心周波数および周波数スバン。キー

次に以下に説明する4つ の方法のいずれかにより掃引周波数を指定します。

・ 図 3‐3に示したフロント・パネル ・キーの網かけされたものを使用する方法。

図 3‐3.ス ター ト,ス トップ,中心周波数および周波数スバ ン入カキー

田

□̈
一回
ｎ３回

□
ｍ回

□
即□
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図34の フロント・パネル ・キーの網かけされたインクリメント
ント・キーを使用する方法。

キーまたはディクリメ

図3‐4.ス タート,ストップ,中心周波数,および周波数
スパン・インクリメント,デクリメント・キー

図3‐5の ノプを時計方向または反時計方向へ回して表示周波数を増減させる方法。

図 3‐5.ス ター ト,ス トップ,中心周波数,および周波数スパンを変更するノブ
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RF出力周波数の現在の設定値に合わせて,ス タート,ス トップ,中 心周波数,周波数スパ
ンを設定する必要がある場合には,青 のSEFTキ ーをを押してから図3‐6の 中で網かけさ
れているスタート,ス トップ,中心周波数または,周波数スバン。キーを押すことにより
設定することができます。

スタート,ス
します。

図 3‐6.  ス ター ト,ス トップ,中心周波数および
スバン中心周波数キーとシフト・キー

トップ,中心周波数,および周波数スバンの値を変えると次のようにお互いに影響

スター ト周波数を変えると:
ストップ周波数は変わりません。
中心周波数は(スター ト周波数+ス トップ周波数)/2に設定されます。
周波数スバンは(ストップ周波数―スタート周波数)

ス トップ周波数を変えると:
スタート周波数は変わりません。
中心周波数は(スター ト周波数+ス トップ周波数)/2に設定されます。
周波数スバンは(ストップ周波数―スタート周波数)

中心周波数を変えると:

周波数スパンは変わりません。
スター ト周波数は (センタ周波数―(スバン/2))
ス トップ周波数は(センタ周波数十(スバンの)

周波数スバンを変えると:

中心周波数は変わりません。
スター ト周波数は(センタ周波数―(スバン/2))
ストップ周波数は(センタ周波数+(ス バン/2y)

SWEEP

F‐ START F‐ STOP   F‐ C

●
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掃 引マーカ

最大3個の掃引マーカを掃引周波数の任意の周波数位置に設定することができます。掃引マーカ

を設定すると,本 器はスイープ。モードには入りません。したがって,掃引マーカをいつでも設

定することができます。図3‐7の網かけされたキーの中の1つを押すだけで掃引マーカを設定で

きます。

図3-7.マーカ。キー

例えば,本器をプリセットした後でMKRlキ ーを押すと以下が表示されます。

Mkr 1 0FF

スター ト,ス トップ,中 心,お よび周波数スパンの選択で説明した4つ の方法のうちの 1つ によ
って,マーカ周波数を決めます。掃引マーカを消すにはそのマーカのキーを押 して,OFFキ ーを

押 します。

掃引マーカは本器がスイーパの場合のみ有効です。X軸 出力とZ軸 出力により掃引マーカを表示
します 。本器 のX‐AXISと Z‐AXISコ ネ ク タか らの出力 電 圧 レベ ル は一

般 の アナ ログ式 オ シ ロス コー

プに接続できます。

X軸

掃 引 をAU r O , S I N G L Eま たはM A N U A Lモ ー ドで トリガす る と,  リア ・パ ネルのX  A X i Sコ ネ ク タか ら,

+OVdcか ら+10Vdcまで変化するランプ電圧が発生します。図3‐8に示したように,X軸 のランプ
電圧の最大値と最小値の位置はそれぞれスタートとストップ周波数の位置に対応します。すなわ

ち,10Vdcが スタート周波数で+10Vdcがストップ周波数となります。時間領域で見ると,掃 引時
間が減少するとX軸 のランプの傾きが大きくなります。

3-6
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Z軸

リア・パネルのZ AX:Sコネクタからは+lVdcの信号が出されます。この信号は帰線のとき+5Vと
なってオシロスコープのCRTを プランクにし,掃 引マーカのところでは図3‐8に示すようになる
とOVdcに変わります。

掃引期間

+10Vdc

X軸

Z軸

マーカを表示するパルス

翻「轟

＼中′い周波ユl;レ〔された

図3‐8。X軸 とZ軸

掃 引の種 類

周波数掃引には下記の2つ の種類があります。

・ デ ィジタル ・ステップ掃引

・ 位 相連続掃引

ディジタル ・ステップ掃引も位相連続掃引もシンセサイザによる周波数確度となっています。以
下にそれぞれについて説明します。

ディジタル ・ステップ掃引

ディジタル ・ステップ掃引では2つ のエンドポイント周波数間を掃引します。広帯域フィルタ,
醜 力増幅器,ミキサなどの広帯域デバイスの特性の測定に使うことができます。この方式での

周波数掃引はリエア掃引でもログ掃引でも任意の周波数スバンにおいて行うことができます。ス
テップ数はユーザが選択する周波数スバン,動作中の選択モード,および掃引時間により決まり
ます。

3‐7



ディジタル掃引の大きな利点は,広 帯域に渡るRFシ ンセサイザによる周波数掃引を行うことがで

きる点があげられます。これは,広 帯域無線機器の特性を,ス ペクトラム ・アナライザのマック
ス ・ホールド機能のようなス トア ・グラフイック・デイスプレイを使用して迅速に測定するとき

に便利な機能です。

この方式の掃引時間は,掃 引ステップ時間が"ms(代 表値)にて,0.5秒 から10∞秒とすること

ができます。

周波数が変わるたびに発生する過渡的なスイッチング ・スプリアスを減少させるために,出 カレ
ベルは各ステップ間で約60dB低減します。この振幅レベルの低減によって掃引中のRFデ バイスの

周波数応答の ドロップ。アウトが起こることがあります。この特性が不都合な場合は位相連続掃
引に切り替えることができます。

本器は,デイジタル ・ステップ掃引においてスタート周波数,ス トップ周波数が
3GIIzの反対側に設定されたときに無効となるような機械的設計となっています。
この場合には,Frequency span too largeというエラー 。メッセージが表示され
ます。

位相連続掃引

位相連続掃引によって,バ ンドバス ・フィルタ,SAW(SurねCC Acousdc Wave:弾性表面波),
空洞共振器,受 信器用水品フイルタ,セ ラミック製IFフイルタなどの狭帯域デバイスの特性を精
密に測定することができます。この方式では2つ の選択されたエンドポイントの間で,リ エアに,
すなわち位相が連続 した周波数掃引を行うことができます。ただし,却 ‐1に示すスバン制限が
あります。

一般に狭帯域のデバイスは時定数が大きくなり,ステップ動作の過渡的入力に対する応答がおそ
くなるため,掃引速度を上げることができません。位相連続方式ではステップ掃引を行わないた
め,Qの 高いデバイスを掃引する場合はディジタル ・ステップ方式より速く掃引することができ,
また周波数応答の微妙なピークやディップを見失わないようにすることができます。

また位相連続掃引方式ではシンセサイザによる高い周波数確度が得られるという利点があり,周
波数の許容誤差が非常に小さい,狭い周波数範囲の掃引に非常に便利です。

この方式の掃引時間は10msから10sの間で,選択された周波数スバンに関係なく設定することが
できますが,スバンの最大値と最小値は表3‐1に示すようにスター トとス トップ周波数の範囲の
制約により限定されます。

０
０

，
Ｄ



・●

●

●

●

●

●

●

●

●

‐

表3‐1.位 相連続掃引の最大スバンと最小スバン

周波数範囲呻 スバン最大値摯(MHz) スバン最小値*oり

4200～6000

3000-4200

1500～ 3000

750-1500

375～ 750

187.5ヽ 3́75

10-187.5

0。1-10

４０

４０

２０

Ю

５

２
．
５
Ю

Ю

翻
翻
佃
知
硼
５０
５０
５０

■ 表示の最大スバンと最小スバンの値はMODElに おける値です。
スター ト周波数は90脱 以上でなければなりません。

●      位 相連続掃引はスペシャル・ファンクションH2をアクテイプにすることによって動作します。

:   。金覇γ],1難il鐸  観 鉤 ;l瑠臨
・ 位相連続掃引をログ掃引モードで行うことはできません。もし,こ の矛盾を生じる操作を

行うと,Log sweep not a1lowedというエラー ・メッセージが表示されます。

本器は,デイジタル ・ステップ掃引においてスタート周波数,ス トップ周波数が

3GH2の 反対側に設定されたときに無効となるような機械的設計となっています。
この場合には,Frequency span t∞largeというエラー ・メッセージが表示され

ます。

●
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・●
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●
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リニア/ロ グ掃引と掃引時間

本器ではリニア掃引とログ掃引の2種類の掃引を選択することができます。リエア/ロ グ掃引と

も掃引時間を設定しただけではそのモードになりません。また,使用している掃引方式によって

掃引時間を様々な値にすることができます。リエア/ロ グ掃引と掃引時間の設定には図3‐9の網
かけされたキーを使用します。

リニア掃引/ロ グ掃引

この選択はフロント・パネルのLIN/LOGキ ーで行います。このキーの上にある黄色のLEDは ログ

掃引のときには点灯 します。

許容掃引時間

図3‐10に掃引方式別の掃引時間の許容範囲を示 します。

■ME SWEEP

10 Mi::iseconds

20 Mi!liseconds

50 Mil:iseconds

100 M‖ :iseconds

200 Mil:iseconds

500 Mi::iseconds

l  Second

2 Seconds

5 Seconds

10 Seconds

20 Seconds

50 Seconds

100 Seconds

200 Seconds

500 Seconds

1000 Seconds

D:CITALLY―
STEPPED

PHASE―
CONT:NUOUS

К

潤

圏

鵬

回̈

団
ｏ国

□̈
図 3-9.掃 引スペース 。キーと掃引時間キー

掃引方式と許容掃引時間の関係
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掃引時間の設定は下記の3つの方法で行うことができます。

・ ノ プを回す。

・  ↑  キ ー,回 キーを押す。

・ デ ータ入カキーで,図3‐10の範囲内の掃引時間を設定する(選択した掃引時間が不適当な

場合,掃引時間の選択が許容範囲外エラー ・メッセージが表示され,許 容範囲内であれば,
選択した時間に最も近い許容値で設定されます)。

掃引 トリガ

自動掃引 トリガと単一掃引 トリガは,デ イジタル・ステップ掃引,位相連続掃引の両方で使用す
ることができます。手動掃引はディジタル・ステップ掃引でしか使用できません。掃引 トリガの

設定は図3‐■の中の網かけされたキーで行います。

自動掃引

スター ト周波数からス トップ周波数まで,掃引は連続的に繰り返されます。Al「FOキーを押すと自
動掃引がスタートします。自動掃引中はAl「FOキーの上の黄色のLEDが 点灯 します。もう一度

AUrOキ ーを押すと自動掃引が停止 します。

単一掃引

SINGLEキ ーを押 したときに掃引が 1回 だけ行われます。掃引が終了すると出力信号はスタート周
波数に戻 ります。掃引が行われている間だけSINGLEキ ーの上の黄色のLEDが 点灯 します。

図3-H.掃 引 トリガ設定用キー
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擁1葛覇覇甦曇嗅稽鍾務衝1,
した後にMANUALキ ーを押すと,下記が表示されます。

Manual 100,000。00 Hz
鉦 EP

手勇みワ葛ガ要吾甲農::女撃写写甲菱花tず学F掃
引を行うと,本器のRF出力信号の周波数は

・ 掃 引時間 :掃引ステップ数は選択 した掃引時間で異なります。

・ モ ー ド選択 :掃引ステップ数はシンセシス 。モー ドにより異なります。

・ リエア/ロ グ掃引 :出力信号の周波数はリエア掃引かログ掃引かで異なります。

掃引の停止

本器は下記の操作により掃引を停止 し,cw信 号源 となります。

・ FREQキ ーを押す。または

。 SHIFrキ ーを押 してからEXrキ ーを押す。

本器が掃引中であるときにフロント・パネルのキーを押 したり,掃 引パラ
メータを変更すると本器は瞬時的に非同期動作となり,掃引出力が妨害されま
す。この場合は,掃 引シーケンスが中断し,新 たな掃引シーケンスがスタート
します。



●

●

:       掃
引トリガの特徴

●       本 器で自動または単一位相連続掃引を行なうと,同期設定時間が発生します。測定の種類によっては,
●       こ れが問題となる場合があります。

3          ・
 SINGLEキ Tを押すと, いつも同期設定時間が発生します。

:  ・ 裏嚢ふ棚 11識 糟騨 強電電早鶴 拓為 亀9亀 翻 現∬ 営夕賛うとぷ
●          パ ネルの設定によって,各掃引での同期設定時間が変わります)。

:       同
期設定時間中または実際の掃引開始の直前に,次 の3つのトリガの特徴が現われます。

8         1・
 掃 引が トリガされた後,ラ ンダムにRF出力がOFFに なった り,周 波数が (数倍)シ フ トする。

●        2.そ の後,RF出力がスタート周波数に設定され,掃引開始まで,約 10ミリ秒かかります。

8        3. 倉
7彎啓琴F間

に渡って,Z軸 プランキング信号がアクテイプで,実際の掃引では,ア ンプランク

:       同
期設定の後,掃引は,ス タート周波数で開始し,ス トツプ周波数で終了します。

●

●       デ ジタル・ステップ掃引の計算

:       『 γfル

・ステップ掃引のステップ数は,以下のようにして,掃ヲ1時間とステップ数の値から言十算でき

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

モー ド (最小)ス テップ

時間 (ms)

1 125

2 225

●
′ 300

●
　
・●

う
０

■
，



掃引ステップ数の計算 :

本器の最大ステツプ数は,1023です
以下は,切 下げとなります (例えば,

0、ら

(ステップ時間 ×  司

ステップ時間

(計算式が1舵3を超えた場合は,1023に なります)
9.7ステップは,9ス テップになります)。

ステップ数 =
掃引時間 ―

。また,小 数点
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掃 引の演習

この演習は約15分で終わります。この演習ではデイジタル ・ステップ掃引,および位相連続掃引
の3つの方式でバンドバス ・フィルタの特性を測定します。

必要な機器

この演習では以下の機器が必要です。

機 器 推奨モデル番号

スペクトラム ・アナライザ HP 8562A/B,HP 8566B,HP 8568B

パンドノ`ス 。フィクレタ HP l1697A*

どのようなバンドバス 。フィルタ,ハ イパス
ィルタを使用されても結構ですが,その場合,
説明とは異なったものになります。

・フィルタ,ローパス ・フ

手順 と表示は以下の手順

手順

この演習の主な手順は以下の5ス テップとなっています。

・ ス ペクトラム ・アナライザをセットアップし,調 整し,バ ンドバス ・フィルタHP l1697A
と本器に接続する。

・ 掃引のスタート周波数とス トップ周波数を設定する。

・ 掃 引時間を設定する。

・ 掃引をトリガする。

・ 結果を観測し,調 整する。

スペク トラム ・ァナライザ

バンドパス ・フィルタ

図3‐12.掃引演習のための機器セットアップ

哨
札
,陶



スペクトル ・アナライザのセットアップと調整

1。 図 3‐12のように本器をバンドバス・フイルタとスペクトラム・アナライザに接続します。

機器に電源を投入し,ス ペクトラム・アナライザを以下のように設定します。

中心周波数.…………………………" 5∞ M比

周波数スバン.……………………… 1000ML
リフアレンス・レベル…....・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10dBm

スタート周波数とストップ周波数の設定

2.緑 色のINST PRESE「キーを押してください。これにより,本 器は以下のステツプを行うた

めの既知の設定状態になります。

3 . A M P r Dキ ーを押 して出カ レベルをOd B mに します。

4. S T A R T l限 鴫 キーを押 してス ター ト周波数 を30 0 k H Zにします。 これ によ りFR E Q n C Y / S T A T U S

表示部に以下が表示されます。

Start 300。000,00 kHz
WEEP

STOPFREQキ ーを押 し,ス トップ周波数をlGHzに します。これによりFREQIIENCY/STA■パ表

示部に以下が表示されます。

Stop l。000,000,000,00 GHz
SWEEP

しlK興 キーを押します。本器は中心周波数を自動的に計算し,500,150,000.00Hzとしま

す。

駅ЦをSPANキ
ーを押します。本器は周波数スバンを自動的に計算して999,700,000.00Hzと

します。

６

　

　

　

　

７
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:      掃
ヨ|口寺間の設定

●        8。 SWEEP TIMEキーを押し,掃引時間を10秒にします。掃引時間の設定法には本章で前に説明
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したように 4つ の方法 があ ります。 これによ りFREQUENCY/STATUS表 示部 に以下が表示 され

ます。

Sweep ttime 10.00s
S WにE P

●

:     掃
ヨ|のトリガ

●        9。 AUrOキ ーを押します。このキーの上の黄色のLEDが 点灯し,ス タート周波数からストップ
●         周 波数までの掃引が繰り返し行われていることを示します。

●

:       結
果の観測と調整

●       10,ス ペクトラム・アナライザの表示は以下のようになります。ディジタル・ステップ掃引を

:        Ho AWOキ
ーを押 して自動掃引を停止 させます。 このキーの上の黄色のLEDが 消えます。

●        12.UTILITY部 のSPECIALキ ーを押 し,H2を 入力 しENIRキ ーを押 します。 これにより

行い,スペクトラム ・アナライザのマックス ・ホール ド機能を使い,帯 域通過フィルタの

応答を観測してください。

興 UENCY/STATUS表 示部に以下が表示されます。

3‐17
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112:Phase Cont Sweep OFF
DWEEP

13.

14.

ONキ ーを押 してスペシャル ・ファンクションH2を オンします。これにより位相連続掃引
が可能になります。SPECIALキ ーの上の黄色のLEDが 点灯 し,ス ペシャル ・ファンクショ
ンがオンになったことを示します。

位相連続掃引方式を使用すると,帯域通過フイルタの応答の中で必要な部分を見ることが
できます。

スペクトラム・アナライザを以下のように設定し,帯 域通過フィルタの3dBロ ールオフ特
性をみます。

中心周波数 .…………………  ̈460MIIz
周波数スバン.………………… 10ML
リフアレンス ・レベル…....・・・・・・・ 10dBm

SPAN REQキ ーを押 して周波数スバンを5MHzに します。

αN田 眼 FREQキ ーを押 して中心周波数を460MHzに します。本器はスタート周波数とストッ
プ周波数を計算 し,そ れぞれ455MHz,465MHzと します。

AlrrOキーを押 して位相連続掃引をオンにします。スペクトラム・アナライザのマックス ・

ホール ド機能をオンにすると以下が表示されます。

18。 単掃引か手動掃引モー ドで以上のステップを繰 り返します。

19.掃 引時間を変えて以上のステップを繰 り返します。

20。 リエア掃引をログ掃引に変えて以上のステップを繰 り返します。ただし位相連続掃引では
ログ掃引は行えません。

５

　

６

17.
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第 4章  プ ログラム

本章の内容

本章の主要な目的は3つ あります。まず第 1はJP‐Bを 介して本器をリモート・コントロールす
るための新 しいプログラム言語IP‐SL(Hewle■‐Packard System Lnguagenの概要の説明です。

第2は HP‐SLの プログラマのための教習書としての役割です。第3は HP‐SLで 本器をプログラム

する上でのリフアレンス ・ガイドとしての内容です。

HP‐SLで プログラムを作成 したことがない方は,プログラムのためのリファレンス情報の項まで

すべて読んでください。そしてHP‐SLに よるプログラムについての概念を把握 した後は必要に応

じてリファレンス情報を参照してください。

本章の説明を理解 したら付録Eの
てください。

リフアレンス」を参照 し

項 目内容のガイ ド

下記のガイドで必要な項目を見つけてください。HP―SLに慣れていない方は,最 初の3つの項目
が重要です。

注 記

「HP‐SLクイック

ダP北雉アー

Hャ
ン
の構チゎ

HP‐SLE参:る鴛
ム
_

《_ダズFttЪ
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HP‐SLに ついて

HP‐SLは 当社が採用した機器制御のための新しいプログラム言語です。この言語はHP‐IBを用い
た標準の機器(コネクタ,ヶ ―プル)を必要としており,当 社が今後発売する製品において使用
されます。

HP‐SLは HP‐IBコマンドに類似 したものというだけはありません。これは当社の製品に広範囲に
渡って共通して使用することができるため,装置別にコマンドを習得する必要がなくなります。

HP‐SLは 憶えやすくまた説明を必要とないコマンドを使用しており,初 心者でもベテランのプロ
グラマでも使用できる言語です。HP‐SLの 構成に慣れるだけで,使用するプログラム言語に関係
なく,機器を制御するプログラムを書く手間を大幅に減らすことができます。

H P‐SLは lHEEn格 488。2(EEE  7 2 8 - 1 9 2 8に代る)に 準拠 してつ くられています。IEEE 4 8 8 . 2の
優れた点はlLLE 4 8 8。1では利用できなかったコー ド,フォーマット,プロトコルおよび共通コマ
ンドを使用できる,という点にあります。詳 しくはIEEE 4 8 8 . 2規格資料を参照 してください。

HP‐SLの もうひとつの利点は,コマンドをその組み合せ順に関係なく1つの出力文にまとめるこ
とができる,という点にあります。これにより,機 器が異常な状態にならないようにプログラム
の行を特定の順序で書かねばならない, という制約がなくなりました。

HP ‐  =B



●

●

:      HP‐
SLの 概要

●       こ こではHP_sLの構成について説明します。HP‐SLの基本事項を理解したら,次 の 「HP_SLによ
●       る プログラム」の項のコマンド・メッセージの説明を読んでください。

:        HP… SLの構成

:   町 }こ勇ζ)=謀惑報あ厭ギぶl毀駐 じ乃鶴i繁炒_ツニT)
:       1賓亨1年三?ラ督肇寅TttIじ意通み霊1筆浜雪塁争タ

キ~ワ~ドを使ってコマンド・ステー
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図4‐1.HP‐SLの コマンド・ツリー
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HP‐SLコ ロン

HP‐SLで はコロン 「」を使用して根元から枝に続くキーワードを分けています。例えば,ツリ
ーAに 示されるようにlG]貶の側 波を設定するコマンド・ステートメントは下記のようになります。

噸 UENCY:CW lGHz

ここではコマ ン ド・ステー トメン トにコマ ンド・パ ラメータlGH乙が付加えられています。

以下のツリーB～ Dの コマ ン ド・ステー トメン トは異なったコマ ン ド・パ ラメータの例 を示 して

います。 コマ ン ド・パ ラメータの前 には必ずスペースを入れます。

ツ リーB

AMPLrrUDE:LEVEL 10DBM

AMPLrrUDE:STATE ON

ツ リーC

FM:DEⅥ ATLON 10KHZ

FM:FREQUENCY lKHZ

FM:STA‐ ON

ツ リー D

AM:Dm 50%

AM:SOURCE EⅨ 訂ERNAL

A M : C O U P L I N G  A C

AM:STATE ON
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HP‐SLに よるプログラム

ここではHP‐SLを使用したコマンド・メッセージの作成法について説明します。

ここに説明した考え方を理解すると,本器のプログラムをはじめることができます。HP_SLによ
るプログラムの詳細については 「プログラムのためのリファレンス情報」の項を参照してくださ
い。

HP―SLコ マンド・ステートメント

ここでHP_sLのツリーについてさらに詳しく見てみましょう。実際のツリー構造は前記のものよ
り複雑になっています。HPoSLのコマンド・ステートメントは多くの枝から成る階層構造となっ
ています。図4‐1のツリーAを 詳しく示すと(完全ではありません力つ図4‐2になります。

「?」で終るコマンドは本器へ送られるクウェリ(照会)コマンドです。

・
1予ぎ

瑞》患:織汽7/たび:‖CREMENT″ ″弓■口買「ぎ

ゝヾヽ骸 灯 ぎメミ1翌`響『
口「

N¶
ul
:』・1

図4‐2.ツ リーAの 詳細

FREQUENCY

ヽ   ル
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コロンについての捕捉説明

コマンド・ステートメントの補足説明の中でコロンにはもう1つ の働きがあります。これは同じ
枝のセグメントを結合するときにも使用されます。例えば,周 波数増減値を5MHzに 設定するとき
は,コ マンド・ステートメントは下記のようになります。

FREQ― CY:SIPINCREMur5MIIz

このステートメントの中でコロンがセグメントをどのように接続 しているかを見てください。こ
れにはキーワードcw"が 入っていません。HP_SLの 枝には,プ ログラムの必要性に応 じて任意に
入れたり外 したりできるキーワードがいくつかあります。

HP‐SLを 理解するうえで大事なことは, 1つ のコマンド・ステートメントの中には,イ ンプット
・コマンドまたはアウトブット・コマンドを1つ しか入れることができない,と いうことです。
同じコマンド・ステー トメントの中でRF出 力を変えて,周 波数増減値を設定することはできませ
ん。同じ行の中に2つ 以上のインプット・コマンドまたはアウトブット・コマンドを入れるとき
は,コ マンド・メッセージをつくる必要があります。

HP‐SLセ ミコロン

セミコロン 「;」はコマンド・メッセージを作るときに使用され, 2つ の働きをします。セミコ
ロンは同一の行の中でコマンド・ステートメント分け,後 続のコマンドはHP―SLの 階層の中で前
のコロンのキーワードまで戻されます。

図4‐2の ツリーの2本 の枝を使っているセミコロンにより,そ の働きが理解できるでしよう。例
えば,本器をモード2周 波数合成を設定し,RF出 力を175MHzに 設定するためには下記のように書
きます。

RQUENCY 175M践 ;FREQUENCY:SYMHESIS 2

この場合,セミコロンはコマンド・ステートメントを分けるためにだけに使用されています。

HP‐SLコ マンド・ステートメントについての補足説明

HP‐SLに よるプログラムは1通 りだけではありません。個人々々のプログラムのしかたにより様
々な書き方をすることができます。例えば前記のプログラムは次のようにも書くことができます。

FREQUENCY:CW 175ML:S… SIS 2

この場合,セミコロンはコマンド・ステートメントを分けるだけでなく, SYNⅢ ESIS"コマンド
をHP‐SL階 層における前のコロンヘ戻すためにも使用されています。

今までに示したコマンド・ステートメントはやや長いものでした,「リファレンス情報」の項を
読むと,すべてのコマンド・ステートメントを短縮表記する方法がわかります。例えば前記のコ
マンド・ステートメントは下記のように書 くことができます。

F田旺引a:cw 175ML;Sl■ Tヾ2
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HP‐SLで はコマンドをその組合せ順 と関係なく1つ の出力文にまとめることが
できます。コー ドの行は,コ マンド・メッセージの中で矛盾が生 じない限 り,
コマンド・ステー トメントを任意の順序にして書 くことができます。

1つ のコマンド・メッセージの中にあいまいなコマンド・ステー トメントが 2
つ以上あると矛盾が生じます。その例 としては,FMを オンしてからオフしたり,
RF出 力周波数をある値 に設定 してから別の値に設定することがあげられます。

各コマンド・ステー トメントのパスは根元からはじまって別々の枝に分れてい

きます。前記のコマンド・ステー トメントは次のように書 くことができます。

Hこ Q:SⅥⅥ12:CW 175MHZ

オプションのキーワー ドは無視 されることがありますので,コロンとセミコロ

ンを適切な位置につけ,コマンド・パラメータの前にはスペースを入れてくだ

さい。

HP‐SLセ ミコロンとコロンの組み合せ

特別な場合として,コ マンド・ステー トメント同士の間にセミコロンとコロン 「:」をつなげて

入れる場合があ ります。この場合はツリーの根のところで他のキーワー ドでスター トすることが
できます。コマンド・ステー トメントの中でセミコロンとコロンの組み合せを使用する他のツリ
ーからの動作をつなげることもできます。

例えば,他 のツリーからの動作 (例えば出カレベルを10dBmに 設定する動作)を前のコマンド・

ステートメントにつなげるときは,次 のようにすることができます(短縮した形)。

ΠこQ:CW 175M厖 ;SN2ン 蝸層L10DBM

コロンの後にスペースを入れると下記のメッセージが表示されますので注意し
てください。

Lor‐ Space aftcr colon
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補足事項

共通コマンドネRST(機 器のプリセットと同じ)はコードの行を別にして使用 してください。他の
コマンド・ステートメントの入つたコードの行に*RSTをつけておくと,そ の他のコマンド文は機
器のプリセットのときに無視されてしまいます。

まず後述のプログラムのリフアレンス情報を読んでHP‐SLに よるプログラムに完全に慣れてくだ
さい。すぐにHPoSLに 使用されているシンタックスとニーモニクスをあらかじめ知ることができ
るようになり,この説明をあまり見なくてもよくなります。

実際のプログラムを書 く前にプログラムの例をいくつか実行 して,HP‐SLに 慣れておくとよいで
しよう。その場合は次のベージのフローチャートを見て,プ ログラムの例が載っているベージを
さがしてください。プログラムの例はすべてBASICで 書いてありますが,HP‐SLを その他のプロ

グラム言語で使うこともできます。

付録Dに は,HP‐sLを使用 してプログラムを作っているときに表示されるエラ
ー ・メッセージを示 してあります。

4‐8
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プログラムの ため リファ レンス情報

ここでは,HPOSLを 使用して本器をプログラムするための詳しいリファレンス情報があります。
またリモート操作で必要となるHP‐IBア ドレスの説明,HP‐IBフ アンクションの説明,およびデ
ータの入/出 力の説明もあります。

データの入/出 力操作については,HP‐IBの コントロール ・ラングージ ・ディクショナリ,と
HP‐Bの デバイス ・ステータス ・デイクシヨナリの項にすべて説明してあります。これらの項の

終わりにはプログラムの例が示してあります。

下記のガイドを見て必要な項をさがし,そのページを開くと,そ れぞれの目次があります。

「HP‐IBコントロール・ラングージ・デイクシヨナリ」の内容に慣れたら,付
録Fの 「HP‐SLクイック。リフアレンス」を参照してください。

またHP‐IBの詳細については,HP部 品番号5952‐0156 T u t o d a l  D e s c r i p d o n

o f t h e  H c w l e t卜Packa r d  l n t e r f a c c  B u s "を参照 してください。

T豚」ダ
｀
ゎ

41:黄ryゎ

4‐13ベ ージ ー

1lζ購≠
11ど

⊃

HP_IBコ ントロール ・ラングージ ・デイクショナリ

HPIBプ ログラムの例
4‐70ベ ージ わ
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HP‐!Bア ドレス

本器のHP‐IBア ドレスは出荷時には19に設定してあります。このHP‐IBア ドレスはフロント・パ

ネルからの操作により表示させたり変えることができます。HP‐IBア ドレスは∞から30の間で指
定することができます。

HP‐Bア ドレスは不揮発性メモリにストアしてあり,電 源をスタンバイからオンに切り換えたり,
AC電 源コー ドをコンセントから引き抜いても消えることはありません。RAMワ イプ(スペシヤル
・ファンクション17幼を行ってもHP‐IBア ドレスは変わりません。

HP‐lBア ドレスの表示と変更

HP‐lBア ドレスの表示

1.黄 色のランー   (リモー ト)が点灯 しているときは,LOCALキ ーを押 して本器をローカル動
作モー ドにします。リモー ト動作モー ドでは,電 源スイッチとLOCALキ ー以外のフロント・

パネル ・キーはすべて働かなくなります。

2。 SHIFrキ ーを押 してからADRSキ ーを押 します。FREQIIENCY/STATUS表 示部に以下が表示され

ます。

HP‐IB Address=19

H P‐lBア ドレスの変更

3.∞ と30の間の新 しいHP‐IBア ドレスを選択 し,ENπ Rキ ーを押 します。新 しいHP‐IBア ドレ

スが表示されます。

4.FR∞ キーを押 してフロント・パネルの表示部からHP‐IBア ドレスをクリアします。このHP‐IB
アドレスをもう一度表示させて確認します。
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HP‐:B機 能

本器は,知 ‐1に示した14個のパス ・メッセージを使用してコントローラにより操作できます。
このメッセージはEEEn4488お よびこれと同様のANSI規 格MCl.1に より定義されているインタ

フェース機能です。

本器がリモー ト・モー ドにあるとき(フロント・パネルのランフkEMが 点灯)は ,フ ロント・パ

ネル上のコントロール類はPOWERス イッチとLOCALキ ー以外はすべて使用できなくなります (本
器をHP‐IBでローカル ・ロックアウトにすると,LOC A Lキ

ーも働かなくなります)。

表4‐1.HP‐IB機能の参照表 (lr2)

H P‐IB

機 能

信号発生器

での適用

答応

関連するコマ

ンドとコント
ロ ー ル 拿

インタ

フェース

機 能*

リスナ/
トーカ

可 本器の機能は,ノ プによる操作以外はすべ

てHP‐IBを通してプログラムできます。本
器はクウェリ (照会)に 対する応答とステ
ータス情報を送ることができます。フロン

ト・パネルのランプ (TALK,REM,LSW,
SRQ)で本器の現在のHP‐IBステートを示 し
ます。

ｍ
ｍ
剛
レ

AHl

SHl

T 6

トリガ 不  可 本器にはトリガ機能がありません。 GET DTO

クリア 可 本器はDCLと SDCバ ス ・コマンドに同様に

応答 します。クリア機能により装置パラメ
ータがリセットされることはありません。

阻
江

DCl

リモー ト 可 本器のリモート・モードはRENバ ス ・ライ
ンが真のときにオンになります。ただし,
最初にリスナに指定されるまではローカル
・モードのままとなります(すなわち,キ
ー入力が有効)。 リモート・モードになっ
ても本器の出力信号は変わりません。リモ
ート・モードのときはフロント・パネルの

RMTが 点灯 します。

REN

MLA

RLl

ローカル 可 本器はローカル ・モー ドになるとフロント
・パネルによる操作に戻 ります。出力信号
は変 りません。本器はGlLバ ス ・コマンド

にもフロント・パネルのLOCALキ ーの操作
にも応答 します。ローカル ・ロックアウト

状態ではLOCALキ ーは働 きません。

GTL RLl

コマンド,コントロール ・ライン,およびインタフェース機能はlEEE標準488(お よび
これと同様のANSI Std MCl.1)に定義してあります。御使用のコントローラのマニュア
ルのプログラム法の説明で,こ の表の左の欄に示した14個のHP_Bメ ッセージを使用し
ている場合は,こ のコマンド,コントロール ・ラインおよびインタフェース機能につい
ての知識は必要ありません。
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表4‐1.HP‐IB機 能の参照表 (2")

H P‐B

機 能

信号発生器

での適用
応 答

関連するコマ

ンドとコント
ロ ー ル ●

インタ

フェース

機 能*

ローカル
・ロック

アウ ト

可 ローカル ・ロックアウトのときはLOCALキ
ーが使用できなくなり,ロ

ーカル ・モー ド
ヘの切 り換えはコントローラかⅨ】町Rス イ
ッチのみで可能となります。

LLO RLl

クリア ・

ロックア

ウト/セ
ット・ロ
ーカル

可 RINパ ス ・ラインが偽になると,本器はロ
ーカル ・モー ドに戻 り,ローカル ・ロック
アウトが真でなくなります。

REN RLl

パス ・コ

ン トロー

ル/テ イ

ク ・コン

トロール

不  可 本器がHP‐IBをコントロールできなくなり
ます。

ATN

IFC

CO

サービス
・リクエ

ス ト

可 本器は,ス テータス ・バイトの中にアンマ
スク・ビットがあるとSRQバ ス ・ラインを
真に設定します。

SRQ SRl

アボー ト 可 本器が トークまたはリスンを停上 します。 IFC ％
Ｍ

ステータ

ス ・ノ`イ

ト

可 本器は,トーカに指定されると8ビ ットの
パイ トを送って,シ リアル ・ポール ・イネ
ープル(SPE)バ ス ・コマンドに応答 します。
本器がサービス ・リクエス ト・メッセージ

を送ったときはビット66QSビ ツト)は真
になっています。クリアのための条件はビ

ットにより異なります。

駆
ＳＰＤ
山

T 6

ステータ

ス ・ビッ

ト

不  可 本器はパラレル ・ポールに応答しません。 ATN

EOI

PPO

拡張 トー

カ/リ ス
ナ

不  可 本器にはトークまたはリスンについての2

次アドレス機能がありません。

MSA ｍ
ｍ

ドライパ
・エ レク

トロニク

ス

可 本器はトライ ・ステート・ドライパを使用
しています。

な し E 2

コマンド,コントロール ・ライン,およびインタフェース機能はIEEE標準 488(お よび
これと同様のANSISd MCl.1)に 定義 してあります。御使用のコントローラのマニュア
ルのプログラム法の説明で,こ の表の左の欄に示 した14個のHP‐IBメ ッセージを使用 し
ている場合は,こ のコマンド,コントロール ・ラインおよびインタフェース機能につい
ての知識は必要ありません。
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HP‐IBコントロール ・ランゲージ・デイクシヨナリ

このデイクシヨナリにはIEEE 488.2の共通コマンドのすべて,と HP‐SLコ マンドが入つています

。IEF4882規 格に準拠する装置はすべて共通コマンドを1式備える必要があります。共通コマ

ンドをもたせることで,すべての装置に共通のコー ドでプログラムを書 くことができます。

このデイクシヨナリを使用する前に,次 のベージから始まるHP‐SLに ついての注記事項を読んで

ください。この注記事項には,こ のディクシヨナリを使用する場合に必要な基本事項が説明され

ています。

このデイクシヨナリにはサプシステムがアルファベット順に並べてあります。

日 次

AM Subsystem(AMサ プシステム)。………………………………………………・…………………………

Amplinde Subsystem(振 幅サプシステム).… …………………………………………………………・

mibratiOn subsystem(校 正サプシステム)。……………………………………………………………

DiOostic Subsystem(診 断サプシステム)。……………………………………………………………“

Display Subsystem(表 示サプシステム).… ………………………………………………………………

FM Subsystem(FMサ プシステム)。…………….………・………・̈…・…・…・…………・…………………・…・・・…

Frequcncy Subsystem(周 波数サプシステム).… …………………………………………………………

HP‐SL System Commands(HP‐ SLシ ステム ・コマンド)……......・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・…・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

IEEE 488。2 Cornmon Commands(EEE 488.2共 通コマンド)。…………………………………………・
Initialize Subsystem(初期化サプシステム).… …………………………………………………………・

LF So― Subsystem(低 周波信号源サプシステム).… ………………………………………………“

Marker Subsystem(変 調サプシステム)。…………………………………………………………………

Moduhtton Subsystem(マ ーカ ・サプシステム).… ……………………………………………………・
Phase Modulation Subsysじm(位 相変調サプシステム).… ………………………………………………
Phase Subsys“m(位 相サプシステム).… ………………………………………………………………・

Power Meter Subsystem(パ ワー ・メータ ・サプシステム).… …………………………:・………………・………
Pulse Subsystem(パ ルス ・サプシステム)… ….……….………・…………………・…………………・……………
Reference OscinatOr subsystem(基準発振器サプシステム).… ………………………………………¨
Sequence Subsystem(シ ーケンス ・サプシステム).… …………………………………………………
Status Subsystem(ステータス ・サプシステム).… …………Ⅲ………・……Ⅲ…・………・…………………………
Sweep Subsystem(掃 引サプシステム).… …….……………………………・…………・…………………
Take Sweep Subsystem(テ イク ・スイープ ・サプシステム).… …….….……………………………“
Volmeter subsystem(電 圧計サプシステム).… ………………………………………………………¨
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HP‐SL注 記事項

このディクショナリの内容はすべてュEEE 488。現 格に準拠しています。

このデイクショナリのHP‐SLは 大文字でも小文字でもエントリできます。HP‐SLエ ントリはすべ

て太丈字またはイタリック体で示してあります。

このデイクショナリの中のイタリック体のHP‐SLエ ントリのコマンドは,許 容値を1つ しかもた
ないパラメータを設定または出力要求するコマンド,本 器の動作に影響のないイベントを発生す
るコマンド,ま たは他のコマンドの別名のコマンドを表しています。いずれの場合にも,こ のコ
マンドはHPOsLに適合するために受入れられるようになっています。

このディクショナリのHP‐SLエ ントリは大文字のコマンドの短縮形を示しています。コマンドを
フルスベルで示す場合は大文字と小文字の両方を使用 しています。例えば,キ ーワードの
■equency"はFREQuency"と示されます。このことは,こ のコマンドを実行するために必要な
のはFttQ"だ けであることを示 しています。大文字,小文字の区別は無視されるため,こ のコマ
ンドをFrEq"とすることもできます。

本器へ送るコマンド・メッセージは、最後の文字を改行文字(ASCII文字10)またはEOIと しな
ければなりません (ただしBCListまたはBSListストリングの中にEOlが 埋めこまれている場合を
除きます)。

コマンド文同士はセミコロンで分けます。コマンド文の中のキーワード同志はコロンで分けます。
HP‐SLの コロンとセミコロンの詳細については本章の最初の部分を参照してください。

[ ]で 囲ってあるHP‐SLエ ントリはオプションのキーワードです。この任意のキーワー ドはデ
フォルトで仮定されているので,省 略することができます。

コマンド・パラメータ同士は垂直の線 「一」で分けられます。このデイクショナリの中のコマン
ドで使用するパラメータには,周 波数レンジ,振 幅レンジ,オ ン・ステート,オ フ・ステート,
AC結 合,DC結合,などがあります。
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HP‐SL注 記事項 (つづき)

コマンド・パラメータがスイッチの働 きをする場合は, ON",OFt,1"ま たは0"が 送られま

す (0■ 1,0】田鋤)。クウエリ (照会)コマンドに応答する場合は, 1"ま たは0"が送られます。

コマンド・パラメータとしてMINimumと MAXirrlumが 示されている場合は,そ のファンクションは,

指定された最小値に設定されます。例えば,コマンド・ステー トメントFttQ MAX"に より,標 準

仕様の本器においては1030Mル に設定されます。また,MINimumと MAXimumは サプ ・システム状

態に結合することもできます。例えば,FMが オフのときは,FM?MAXは RFE波 数に限定されず
1ぬ晨Zに なりますが,FMが オンのときは合成モー ドによって減少 し,FM?MAXは 10M厖 未満となる
ことがあります。

ⅢヽLエ ントリはツリー構造の配列に合わせてあります。根元のキーワードは一番左に置かれ,
それから派生する枝は字下げにより示してあります。例えば,FMサプシステム・コマンド・ツリ
ーの一部は下記のようになります。

FM

[:DEViatlon]

:STEP

[:INCRement]

:STATe

:COUP■ ing

このツリーからは以下のコマンド文とメッセージをつ くるこ
―ワー ドを結合 したために別名となっているコマンド文がい

FM

FM:DEViation

FM:DEViation:sTEP

FM:DEViation:sTEP:工 NCRement

FM:STEP

FM:STEP:工 NCRement

FM:COUP■ ing

とができます。この中には任意のキ
くつかあります。
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HP‐SL ttEE事項 (つづき)

アスタリスク (*)で 始まるコマンド・メッセージ (例えば*CLS)で はそのアスタリスクがコロ
ンの働きをします。例えば,FM:SOURce rremal:・CLS"は FM:SOITRce EXTemal"および摯CLS"
と解釈されます。

GROundま たはINremlの ように,ユ ーモニック形式であるクウェリ・コマンドを送ると,応答は

ほ馨で書E属 長井 三班ポ ば
'鰤 C°lJPIhずをGRC,GЮ llND■またはGNプ ‖こ設定するこ

P‐IBを通して本器の設定値を読み取るときは,こ のデイクシヨナリで 「?」で指定 した正 しい
シンタックスのコマンド・ステー トメントで照会 (クウェリ)を 行い,本 器をトーカに指定しま
す。

位相変調 (ΦM)は ディクショナリではPMと 表記されています。

くAM¨ ディクショナリの中にくAM terFn>がある場合は,コマン

ド・ステートメントを%ま たはPCrで 終了する必要があ
ります。この指定がないときは,%と なります。

くalnメStep te― ディクショナリの中にくagnpl step telll:>があるときは,
コマンド・ステー トメントをdB,V,mVま たはuVで終了

する必要があります。この指定がないときは,dBと なり
ます。

campl step uniレ ディクショナリの中にくalnpl step uniレがあるときは,
コマンド・ステー トメントをdBまたはVで 終了する必要
があります。

― pl t― > ディクシ ョナ リの中にくarnpl term>があるときはコマン

ド・ステー トメントをdBm,dBmW“ Bmの 別名),dBuV,
V,mV,uVま たは単位 な しで終了する必要があ ります。
この指定がない ときはAMPLitude:UNITとな ります。ただ

し,SIPの 場合 は,AMPLitudcttEP:lINITとな ります。

伽 pl unit tem> ディクショナリの中にくalnpl unit tellll>があるときは,
コマンド・ステー トメントをdBm,dBmW,Vま たはdBuVで

終了する必要があります。

くangle tem> ディクショナリの中にくangle term>があるときは, コマ

ンド・ステー トメントをDEG,RADま たは単位なしで終了

する必要があります。単位が指定されていないときはRA

D(ラ ジアン)となります。

く∞uメing type> ディクショナ リの中にくcou p l i n g  t y p e >があるときは,
AC , D C , G R O u n d ,ま たはGN Dの ソースを指定できます。

4‐16



●

●

:       HP‐
SL注記事項{つづき)

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

4‐17

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

　

●

・●

く“ te― ディクショナリの中にくfreq tem>があるときは, コマ
ンド・ステートメントをHZ,KHZ,MHZ,MAHZ,GHZま た
は単位なしで終了することが指定されます。単位なしが

指定されているときは,HZが 仮定されます。

c l i n  a m p l  t e― ディクショナリの中にくlin arnpl tem>があるときは,
コマンド・ステートメントをV,mv,uVま たは単位なし
で終了することが指定されています。単位なしが指定さ
れているときはVが 仮定されます。

くmod孵 ディクショナリの中にくmod type>があるときは,コ マ

ンド・ステートメントにAM,FM,PMま たはPIJLSeを入れ
ることが要求されています。

crlon‐dcimal numenc pro卿

datap

ディクショナリの中にくnon‐畿Ehalnumeric pЮttm
Hり,●、があるときは,記 号#の 後にBで 2進 数,Qで 8
進数,Hで 16進数を指定します。例えば,数値943はBl
l1010H H,Q1657またはH3AFで 表されます。

くnばゝ ディクショナリの中にくnr卜があるときは, コマンド
ステー トメントの中の数字をASCII文 字で表 します。
この数字は整数でも浮動少数点でもよく,10進 の

指数を入れることもできます。(nrfはnexible numeric

representationの略です。詳細については,IEEE 488.2

規格を参照 してください。)

くohmstem> ディクショナ リの中に<ohms term>が あるときは,コ マ

ン ド・ステー トメン トをOHM,KOHM,MOHMま たは単位 な

しで終了 させます。単位 な しが指定 されているときは,

oHMが 仮定 されています。

くsource Lsi> ディクショナリの中に<source lis)があるときはコマ

ンド・ステー トメントの中にIミ、rnalまたはEXTernal

または2つ 以上のソースをコンマで分離 したものを入れ

ます。
例 :INLrnal,EXTernal"ま たはEXTcrnal,I卜rernal"

くdme terln> ディクショナリの中にくdme term>があるときは, コマ

ンド・ステー トメントをS,ms,uS,nSま たは単位なし
で終了させます。単位なしが指定されているときは, S
(秒)が 仮定されます。



AMサ ブシステム

AM

I:DEPTh]?  B□ Nimum l MAXimum]

〔:DEPTh] く nrfp〔くAM term)]I UPI DOWN I MiNimum l MAXimim

AM変 調度 を%で 設定 します。 中RSTrLは 0%で す。

:SttP

[:INCRelllent]?  [MINimum l MAXimum]

[:INCRemntl く nrfp〔くAM terlnpll MINimum l MAXimum

AM変 調度のステップ ・サイズを%で 設定 します。MINimum/MAXimumは ,許 容
変化量の最小値/最 大値でなく,プ ログラム可能なステップ ・サイズの最小
値/最 大値を表 します。*RST値 は1%で す。

:STATe?

:STATe ON 1 0FF1110

AM変 調をオンまたはオフします。AM:DEPthを設定するだけではAM変 調はオンしません。
ホRSTFLはオフです。

3SOURce?

:SOURce く source list>

AM変 調信号源, EXTem」
"ま

たはIP∬ern」
"を

選択 します。本器は内部の低周波信号源
と外部の低周波信号源を同時に使用できないので, D∬ ernd,D(Temポ は受け入れら
れますが,実 行エラーとなります。*RST値 はINTem」です。

:COUPling?

COUPling  く coupling list>

AM変 調用のソース ・カップリングを設定 します。GROundカ ップリングはフロント・パネ
ル上でNONEが 表示 されるのと同じことで,AM変 調をオフにしませんが,す べての信号源
は切 りはなされます。*RST値 はDCで す。

=F題 o“θ"Cy′  fMINim“ “ I M4xJ鷹 “″′

ぎm2“ θπry  く “Iか 障 ec″ 月曖ガ l υPI DOⅥ 四VI MINm“ ″ 1雄 力"“″

LFSolEcFREQuencyの 別名部です。

=srEP

rrNcRθ "θ“rJ′ fMINh“ ″ |″ИχJ″“″ノ

「脚 CR`″ ′"rJ  oφ  [ぐ eg″ 属鷹>lMINim″ ″ 1劇「4χ′″“″

LF S o l r c c F R E Q u e n c y : S T E Pの別名 です。
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●
●

:                  出
カレベル ・サブシステム

●        POWaを AMPLitudeの 別名 として使用す ることがで きます。AMPLitudcOU「 をAMPLitudcの 代 わ

●        り に使用 してフロン ト ・パ ネルの出力 を指定す ることがで きます。AMPLitudcSOllRceを AMLitude

●       の 代 りに使用 す ると ドライプ用信号源の電圧 cMDを 表す ことがで きます。

:           AMPLitude or POWer

:  [Olrrぃ
EsouR∝

●           [:LEVell?  I MINimumMAXimum〕

:      LLEVell く
nr卜kamメ term河llIPIDOWN I MIMmum l MA測 mum

:     灘 蝸鍵響電畠島まl二=鮫
でEⅧが省略されていて転それが

8                 :sTEP

:    圏
Ckm剣 ?[Ⅲ NmumlMA測 mum]

8          【
:INCRement]く nr卜 [くam口 Step term>]I MINimum l MAXimum

●                 AMPLitudeス テップ・サイズを設定/出力要求 (クウェリ)します。

:    緋

躙 卿 鐵 隷 緞 剛 E魚梶 鳥
ラ

●            :UNIT?
●

:llNIT    く ampl step unit>

・
                   1鴨 1を 子?llNITを

設定/出 力要求 (クウェリ)し ます。llNITはVと

●                    sttP:uNITが ボル トで指定 されると,AMPLitudeの インクリメン トによ

●                  り 振幅は,AMPLludclINITの設定と関係なくボルト単位でステップ変化
●              し ます。

:    翼 椰 慾 l囃氏鉾場 !プ
●                     と 力'できます。
●

:       轟 ξ=孟全跳V背装lT夏篤発器寒撃fW:WT哨

:             :STATe?

:            :STATe    ON 1 0FF1110

8              ツク慮frデ姜tたFホ嵐嘉藉iま?弓辱手′出力が停止します。LEVelを設定して

:
:
:                        4‐ 1 9

●



:UNIT?

:UNIT    campl unitterm>

本器のAMPLitudeの 単位 を指定 します。このコマンドでは,パ ワーまたは振幅の単位 を

もつパラメータのUNrrが 設定されます(ただしAMPLitudcSTEP:UNITコ マンドが送られ

たときを除きます)。このコマンドはこのパラメータのクウェリに対する応答にも使用
されます。

AMPLh“ を,AMPLmudcUNITと 異 なる単位 で設定 して も,そのUNITは コマ ン ドで使用

で きますが,AMPLitude:UNITは 変 わ りませ ん。*RSTは dBmで す。

:ULIMit?  I MINimum l MAXimum]

:lJLIMit く nrFp【くampl terln)]I MINimum l MAXimum

AMPLitudeの 上限値であるMAXimumを 設定 します。 このコマ ン ドはフロン ト・パネルで

スペシャル ・ファンクション103を起動する場合 に相 当 します。

ULIMitはAMPLitudeと 同 じようにPOWer:GAINに よって変 ります。AMPLitude:lyLIMitを

AMPLitude以 下に設定すると,AMPLitudeは AMPLitudαLILIMitに設定 され,エ ラーが表

示 されます。

設定可能なMINimum値 は最小許容振幅設定値 よりldB高 い値 にな ります。*RST値 は19。9

dBmで す。

:ATTenuation?   I MINimum l MAXimum〕

:ATTenuation  く nr卜 [dB〕 I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

アッテネータの値を設定。または読み取ります。このコマンドはフロント・パネルでス
ペシャル ・ファンクション101を起動する場合に相当します。

単位はdBです。減衰量をdBを単位として設定するとPOW:A富 :AU「Oが オフに設定されます。
減衰量をdBを 単位として変えると出カレベルが変ります。*RSTは オプションの構成によ

り決りPOWer:LEVdに 結合されます。

:STEP

[:INCRement]?

インデント・アッテネータのステップ・サイズを読み取 ります。

:AUTO?

:AUT0  0N 1 0FF1110

0Nに なると,フ ァームウェアがアッテネータを制御 します。

OITに すると,ア ッテネータのレンジが現在の設定値に保持されます。このコマ
ンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション1∞ を起動する場合に相
当します。*RST値 はONで す。
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:GAIN? 【 MINimum l MAXimum]

:GAIN  く nrfp〔dB〕 I MINimum l MAXimum

表示または入力されているパワー ・レベルを調整 します。GAINを 変えても実際の出力
レベルは変りませんが,フ ロント・パネルの表示値は変ります。中RST値 はOdBで す。

:ALC

:BANDttidth

:AUTO?

:AUT0  0N 1 0FF1110

ALC帯 域幅を周波数と変調方式に合わせて自動的に選択する機能をオン
またはオフします。オフのときはALC BANDwidthは 最大になります。こ
のコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション104を起
動する場合に相当します (オフのとき狭帯域,オンのとき広帯域)。

*RST値 はオンです。

3M■tt「ing?

:Ml「ring   ON 1 0FF1110

ミュート・コマンドはフロント・パネルでスペシャル 。ファンクション105を起動す
る場合に相当します。



校正サ ブシステム

CALibration

i切 ′

本器の自己校正を行ない。エラー ・コードを返します(エラー ・コード 「0」 は故障な
し,を 意味します)。 ●cAL?の 別名です。

:AMPLitude

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

AMPLitude修正データの使用を,可 または不可にします。このコマンドは,フ ロン
ト・パネルでスペシャル ・ファンクション102を起動する場合に相当します。*RST

値はONで す。

診断サ ブシステム

このコマンドの詳細については0■_sic Servicc ManuJ(HP部品番号:08645‐9∞24)を参照して
ください。

表示 サ ブシステム

フロント・パネルの表示と表示灯が完全にまたは選択されたファンクションについてプランクに
します。

DISPlay

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

:ANNotation

frJuLこ′′

frA劇り   OⅣ  1 0FF IIlθ

フロント・パネルの表示部をイネープルまたはディスエープルにします。このコマ
ンドは,フ ロント・パネルでスペシャル ・ファンクション191を起動する場合に相
当します。・RST値 はONで す。

:FREQuency?

:FREQuency  ON 1 0FF1110

RF出 力の周波数のフロント・パネル表示をイネープルまたはディスエープ
ルにします。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクシ
ョン192を起動する場合に相当 します。*RST値 はONで す。

3MC)Dulation?

:MODulation  oN 1 0FF1110

変調度のフロント・パネルヘの表示をイネープルまたはディスエープルに
します。このコマンドはフコント・パネルでスペシャル ・ファンクション
193を起動する場合に相当します。*RST値はONで す。
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:AMPLitude?

:AMPLitude  ON 1 0FF1110

振幅のフロント・パネルヘの表示 をイネープルまたはディスエープルにしま

す。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション195を

起動する場合に相当 します。中RST値 はONで す。

:LFSource?

:LFSource  ON 1 0FF1110

低周波信号のフロント・パネルヘの表示 をイネープルまたはディスエープル

にします。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション

194を 起動する場合に相当します。●RST値 はONで す。

:RAD破 ?

:RAD破       US I EURopean

US Onited s鯰"s)が 有効の場合は,フ ロント・パネルに表示される数字は小数点で

1の 桁の位置を示 し,コ ンマで1000,100万などの桁を示 します。

EURopcanが 有効の場合は,フ ロント・パネルでのコンマと小数点の使い方が逆になりま

す。例えば,123456789Hzは ,USモ ー ドでは123456,789,.OHz,EllRopeanモ ー ドでは

123.456。789.00Hzと 表示されます。

このコマンドはフロント・パネルの表示部においてのみ有効です。W‐ IBを 通 して送ら

れる数字はすべてUS方 式で送 らねばなりません。

このコマンドは,フロント・パネルでスペシャル ・ファンクション196を 起動する場合
に相当 します。*RST値 はUSで す。

〔:DEViation〕?  I MINimum l MAXimum]

[:DEViation】  く nrb lくfreq term>〕I UP IDOWN I MINimum l MAXimum

FMh移 を設定またはquery(出力要求)し ます。摯RST値 はlkHzです。

:STEP

[:INCRementl?  [MINimum l MAXimum〕

IINCRement〕  く nr卜 〔くfreq term>]I MINimum l MAXimum

FMの ステップ・サイズを設定またはクウェリ (出力要求)し ます。MINimum
またはMAXimumは ,許 容変化量の最小値または最大値でなく,プ ログラム可能
なステップ・サイズの最小値または最大値です。*RST値 はlkHzです。

FMサ ブシステム

●      本 器は周波数変調仰Qと 位相変調cM)を 同時に行うことはできません。PMがオンのときにFM

8       享
∫

ンにすると,FMが オフになり,PMは オンになって,フ ロント・パネルにエラーが表示されま

●      FM
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

F Mを 照会,ま たはON,O F Fし ます。●RST値はOFFで す。

:SOURce?

:SOURce   csource list>

FM用 信号源を, Drm皿
",MremJ"ま

たはN■ mJ,EXTemrか ら選択 します。
●RSTFLは INTemlで す。

:COUPling?

:COUPling  く coupling type>

FMの 結合モー ドを設定または照会 します。GROun群 吉合はフロント・パネル上にNONEを 表

示させることに相当します。このコマンドでFMが オフになることはありませんが,す べ

ての信号源は切 りはなされます。*RST値 はDCで す。

:MODE?

:MODE LINear l DIG■ Led

真 cINearDま たは合成 (DIGitized)FMを 設定または照会 します。このコマンドはフ
ロント・パネルでスペシャル ・ファンクシヨン120を 起動する場合に相当 します。*RST

値はDIGid“ dで す。

:FREc″ “cy′  √ MINi燿 “″ I MAxJ″ “″′

ぎE2“ ′“Cy  ‐ φ [ぐ ec″ 閉 ガ I1/PIDOWⅣ I MINm“ ″ IM″ 麟“

LFSottEFREQuencyの 別名です。

rSTEP

rrycRθ “θ“rJ′   fMINi醜 “″ |″′CrJIPI“鷹J

ル●yCR′ “θ“″   ぐ :り♭fKfre9“ rHガ |″■Vi用“″ I MAXi″ ““

LFSourccFREQuenry:釦 阻Pの 別名です。

:DELay?

:DELay  ON 1 0FF1110

F M遅 延イコライザ をイネープル/デ ィスエープルに します。 この コマ ン ドはフロン ト・

パネルでスペシャル ・ファンクション124をオンにする操作 と同等です。*RS¬直はONで

す。

:IMPedance?

クウェリ (照会)に対する応答,600Ωを返 します。
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周波数サブシステム

FREQuency

【:CW]?  I MINimum l MAXimum〕

1:CW] く nrfD【くfreq term>〕llIP I DOWN I MINimum l MAXimum

掃引なし周波数を設定または照会します。S― pをディスエープルにしません。*RST値

は15∞MLで す。

:STEP

[:INCRement]?  [MINimum l MAXimum〕

I:INCRement] く nr卜 【くfreq term>〕I MINimum l MAXimum

RF出 力周波数関係 の コマ ン ド (FREQuency,FREQuencrSTARL FREQuencメ

STOP,CDЛ ,,SPAN,MARKer,MARKer2,MARKer3)の STEPサ イズを設定 し

ます。

MINimumま たはMAXimumは ,許 容変化量の最小値または最大値でなく,プ
ログラム可能なステップ ・サイズの最小値または最大値です。*RST値 は

10MHzで す。

:STARt? [MINimum l MAXimum]

:STARt  く nrb[く freq term>]I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

掃引のSTARt周 波数を設定 します。SWEepは イネープルになりません。このコマンドに

より,他のSWLpパ ラメータが,後 述の 「組合せの規則」に説明 してあるように変 ります。
中RSTrLは 100,ooOLです (シリアル接頭部が3015Aで,RST値 が10kHzまでの機種の場合)。

=srEP

rrNcR′ ″θ"rJ′   fMINi燿 “″ |″ ′ω【J″“籠 ノ

rrNcRθ ″θ"J  く ″こか [ぐ e9″ r″)ザ |″ 力V麟 “rPa lルル七ri″““

FREQuency:STEPの 別 名 です。

:STOP? [MINimum l MAXimum]

:STOP  く nrb[く freq term>]I UP I DOW I NMINimum l MAXimum

掃引のSTOP周 波数を設定します。SWLpは イネープルになりません。このコマンドによ

り,他のS― pパ ラメータが,後 述の 「組合せの規則」に説明してあるように変ります。
●RST値 は2,99,99,999。99MHzで す。

=STEP

ルrrcRθ″θπrJ′   rMrⅣ J″“″ I MAXJ″″″J

rrNcRθ ″θ“J  ぐ :″ゝ ぐ tg″ J物ゴ |″rⅣr″υ″ I Mκrr″υ″

F R E Q u e n c y : S '肥Pの別名 です。
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:CENTer?

:CENTer

I MINimum l MAXimum〕

くnrb〔くfreq term)]llIP I DOWN I MINimum l MAXimum

掃引の岬 ∝周波数を設定します。SWEepは イネープルになりません。このコマンドに
より,他 の騨嘔¨ パラメータが後述の 「組合せの規則」に説明してあるように変ります。
■RSコ値は (STARtISTOD2で す。

=srEP

r〃K闘ヒ"θ″rJ′   fMINim“ “ 11んりr′″“″ノ

「眼銀 θ"θ"J  ● :J 詩ゝ 9ヽ″J物ガ I MIN加“"IMぶ im“″

FREQucncy:STERの 別名です。

:SPAN?  I MINimum l MAXimum]

:SPAN  く nr卜 [くfreq term)]I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

掃引の周波数SPANを 設定 します。sWLpは イネープルになりません。このコマンドによ

り,他 のSW嘔̈ バラメータが後述の 「組合せの規則」に説明してあるように変ります。
●RST値 はSTOP‐STARtで す。

=srEP

rrNcRθ″θ“rJ′   fル 「′ⅣJ″““ l yAx′″“″′

rrNcRθ "θ "J  く “φ [ぐ e9″ ″″ガ I MIN燎 “用 |″ ″ 加 “燿

FREQuency:割 阻Rの 別 名 です。

組 み合 せ の規 則 :  FREQuency:STARtttREQuency:STOP,

FREQuency:CE頌 、r,およびFREQuency:SPAN

コマ ン ド・メ ッセージでSTARt周 波数だけ設定 した場合。

STOP周 波数は変 りません。

CD∬ er周波数は (STARttSTOP32に 設定 されます。

周波数SPANは (STOP‐STAROに 設定 されます。

コマ ン ド・メッセージでSTOP周 波数だけを設定 した場合。

STARt周 波数は変 りません。

CENTer周 波数は (STARttSTOPn/2に 設定 されます。

周波数SPANは (STOP‐STARoに 設定 されます。

コマ ン ド・メ ッセージにCDご ∝周波数だけ設定 した場合。

周波数SPANは 変 りません。

STARt周 波数は (CENL← (SPAN/2))に設定 されます。

STOP周 波数は (CENL件 (SPAN/2))に設定 されます。
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コマンド・メッセージに周波数SPANだ けを設定 した場合。

CDΠ u周 波数は変 りません。

STARt周 波数はcCENTer‐(SPAN/2))に 設定されます。
STOP周 波数は(CENTer■(SPAN2))に 設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにSTARTと STOPを 設定 した場合。

CNttR波 数は(STARttSTOD/2に 設定されます。

周波数SPANは (STOP‐STARoに 設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにSTARt周 波数とCD汀 ∝周波数を設定 し

た場合。
STOP周 波数は(STARt■2(α〕mer_sTARo)に 設定されます。

周波数SPANは 2(CDЛ u_sTARoに 設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにSTARt周 波数と周波数SPANを 設定 した

場合。
STOP周 波数は(STARtISP赳 う に設定されます。

CENTerは (STAR卜 SPAN/2)に 設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにSTOP周 波数 とCDrer周 波数を設定 した

場合。
STARt周 波数は(STOP‐2(STOP‐CENTer))に 設定されます。

周波数SPANは 2(STOP‐CDЛ ひ))に設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにSTOP周 波数 とSPAN周 波数を設定 した場

合。
STARt周 波数は(STOP‐SPAN)に 設定されます。
CDtter周 波数は(STOP‐(SPAN/2))に 設定されます。

1つ のコマンド・メッセージにCDぼ ∝周波数と周波数SPANを 設定 した

場合。
STARt周 波数は(CENLr‐ (SPAN2))に 設定されます。
STOP周 波数は(CENL計 (SPAN/2))に 設定されます。

上言己で説明 したように,STARt,STOP,CENTer,お よびスパンのコマンドのうちの 3つ

以上を 1つ の文に入れて送るときは,変 更された最後の2つ の掃引パラメータが使用さ

れます。その他のパラメータヘの変更は無視 されます。

:MANual?  [MINimum l MAXimum〕

:MANual   く nr卜 Iくfreq term>〕 I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

手動掃引のときの周波数を決めます。周波数の範囲はFREQuencySTARtか らFREQuencメ

S T O Pま でです。*R S T値 はFR E Q u e n c y : S T A R tの場合 と同 じです。

30FFSet?  [MINimum l MAXimum〕

:OFFSet く nr卜 【くfreq term>]I MINimum l MAXimum

設定される絶対周波数 (CW,STARtと STOP周 波数で,FMま たは周波数SPANは 含みませ

ん)の基準値を設定 します。

このコマンドでは入力値または表示値は変 りますが,RF出 力周波数は変 りません。*RST

値はOIIzです。結合方程式は以下のようになります。

入力周波数または表示周波数=(ハ ー ドウエア周波数×乗数)+オ フセツト
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:MIILTiplier? 【 MINimum l MAXimum]

8MllLTiplier  く nrЬ I MINimum l MAXimum

本器 に設定 される周波数パ ラメー タ (CW,STARL STOP,FMお よびSPAN周 波数)の 基準

乗数を設定します。このコマンドは,フ ロント・パネルでスペシャル ・ファンクション
lHを 起動する場合に相当します。

このコマンドでは入力値または表示値に変りますが,RF出 力周波数は変りません。

このコマンドの分解能は整数,または12,173,1/4."です。ホRST値 は1です。

結合方程式は次のとおりです。

入力値または表示値=(ハ ードウエア周波数×乗数)+オ フセツト

オフセットを使用 しないときは,こ の式でオフセット=0と なります。

:SYNThesis?

:SYNThesis   く nrib

本器を合成モードに設定します。このコマンドはフロント・パネルでMODE SELECrキ ー

を押す場合に相当します。

この値を設定すると,FREQuency:SYNhesisAII「 Oが OFFに なります。・RSTELは ハ~ド ウ
ェア構成で決まります。

:AUTO?

:AUT0  0N 1 0FF1110

AU「OをONに すると, ファームウェアが合成モードを選択できるようになり
ます。このコマンドはフロント・パネルでMODE SELECrキ ーのAl「FOキーを
押す場合に相当します。AU「0をOFFに すると,本 器は現在の合成モー ドの
ままとなります。ホRST値 はONで す。

:MODE?

:MODE  CW ISWEep

これは,周 波数サプシステムをコントロールするコマンドを決定します。SWEepを 選択
すると,FRE Q : S T A R L S T O P , C E N T e r , S P A N ,およびMANu a lコマンドがこの周波数サプシステ
ムをコントロール します。ホRST値はCWで す。

:INSTantaneous?

DICidzed FMのときにRF出力周波数の瞬時値を返 します。このコマンドは,フ ロント・

パネルでスペシャル ・ファンクション121を起動する場合に相当します。
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:SECurity?

:SECurity ON 1 0FF1110

本器の機密保護モー ドをコントロールします。このコマンドはフロント・パネルでスペ

シャル ・ファンクション173を起動する場合に相当します。機密保護モードのときは,

ディスエープル状態にある表示部とランプを再びイネープルにすることはできません。

この状態は・RSTで も=RCLで も変わりません。また,電 源を切り,メモリが失われた場合

を除いて,この状態は電源をオン/オ フしても変わりません。この状態をONか らOFFに

スイッチすると,ス ペシャル ・ファンクション172●AMワ イプ)と同等のものが実行さ

れたときに本器のメモリはすべて消却されます。

lEEE 488.2共通 コマン ド

・CAL? 自 己校正照会

本器が内部で自己校正を行い,整数のエラー・コードを返します。エラー ・コードがゼロの

ときは故障 な しを示し,その他の場合はエラーが発生していることを示しています。エラ
ー ・コー ドはOn‐Site Servicc Manual(part number 08645‐90024)に定義 しております。

このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション171を起動する場合に相当

します。

・
CLS ク リア ・ステータス ・コマン ド

イベント・ステータス ・レジスタ,などのステータス ・レジスタと,ステータス ・バイ トに

まとめられている関連 したステータス ・データ構造をクリアします。また出力待ち行列とエ

ラー待ち行列をクリアします。さらに,す べてのイベント・レジスタをクリアします。

・ESE く n百>く10進数以外の数値プログラム ・データ)イ ベント・ステータス ・イネーブル ・コ

マンド

スタンダード・イベント・ステータス ・イネープル ・レジスタを設定します。ステータス ・

レポートについては 「HP‐IB Device Status Dictionary」を参照してください。

・ESE? イ ベント・ステータス 。イネーブルの照会

スタンダー ド・イベント・ステータス ・イネープル ・レジスタを照会します。ステータス ・

レポートについては 「HP‐IBデバイス ・ステータス ・デイクショナリ」を参照してください。

・ESR? イ ベント・ステータス ・レジスタの照会

スタンダー ド・イベント・ステータス
いては 「HP・IBデバイス ・ステータス

・lDN? 識 別記号の照会

レジスタを照会します。ステータス ・レポートにつ

デイクショナリ」を参照してください。

4つ のフィール ドをコンマで分けて,識 別記号のス トリングを返 します。

フィール ド1 :HEWLETr‐ PACKARD
フィール ド2:例 えば8665Aとセヽう機器モデル番号
フィール ド3:製 品のシリアル ・ナンバ。例えば2833A00873の形式。シリアル ・ナン

パが不明の場合 (スペシヤル ・フアンクション190を起動 した場合に

相当)
フィール ド4:フ ァームウェアのパージヨン ・ナンバです。

応答例 :HEWLETT‐ PACKARD,8665A,2833A00873,REV l.0.0
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・
OPC動 作完了コマン ド

掃引またはラーン動作が完了すると,OPCビ ットをスタンダー ド・イベント・ステータス ・

レジスタに設定 します。掃引またはラーン動作が完了する前にバスが開放されるため,こ の

動作が完了 したら再び同期させることができます。

・
OPC? 動 作完了のクウェリ (照会)

掃引またはラーン動作が完了 したときにASCIHが 返されます。掃引またはラーンが完了され

る前にバスが開放 されるため,こ の動作が完了したら再び同期 させることができます。

・
OPT? オ プションのクウェリ (照会)

本器の現在の構成の中でオプシヨンをニーモニック ・コー ドで示 します。各オプションは複

数のオプシヨンはコンマで分けられます。 レポータブル ・オプションがないときは,ゼ ロが

戻されます。例えば,"COMM_DISCR"は ,オ プション004,低 ノイズ 。モー ドを示 し,
"GAAS PULSE"は

,オ プション∞8,パ ルス変調を示 します。

・
RSTリ セッ ト・コマン ド

本器のプリセットを行います。すべての動作パラメータをディクショナリにある既知のステ
ー トに設定 します。このコマンドによリステータス ・レポー ト情報が生 じることはなく,ま
たエラー ・メッセージ待ち行列がクリアされることもなく,504固のス トレージ ・レジスタ,
またはチャンネル ・テープル ・レジスタとシーケンス ・テープル ・レジスタの内容が変るこ

ともありません。

中RSTコ マンドは別のコー ドの行に入れてください。

・
SAV〈 nr〉 機器の状態の記憶

機器のステートを指定したレジスタに記憶 します。本器には504mのストレージ ・レジスタが
あります。レジスタ0～ 9は フロント・パネルの設定状態をすべて記憶します(スペシヤル
・ファンクションの中のあるものは除く)。またレジスタlo～49は周波数と振幅の設定値だ
けを記憶 します。

'SRE〈 nr)〈 lo進数以外の数値プログラム ・データ)サ ービス ・リクエス ト・イネーブル ・

コマンド

サービス ・リクエスト・イネープル ・レジスタをセットします。ステータス ・レポートにつ
いては 「HP‐IBサ ービス要求イネープルのクウェリ (照会)」 を参照してください。

・SRE?サ ービス要求イネーブル ・クウェリ (照会)

サービス要求イネープル ・レジスタにクウェリ (照会)を 行います。ステータス 。レポート
の詳細は,
H P‐B D e v i c e  S t a t u s  D i c t t o n a r y "を参照 して ください。

・
Sl陽  読 み取 るステータス ・バイ トの クウェリ (照会)

HP‐IBス テータス ・バイ トのセッ トまたはクウェリ (照会)を 行います。ステータス ・レポ
ートについては 「HP‐IBデバイス ・ステータス ・レポート」を参照してください。

・RCL(nr)装 置の状態のリコール

指定されたレジスタにストアしてある装置の状態を呼び出します。本器には50個のストレー

ジ 。レジスタがあります。レジスタ0～9は フロント・パネルの設定状態をすべて記憶しま
す (スペシャル ・ファンクションの中のあるものは除く)。またレジスタlo～49は周波数と
振幅の設定値だけを記憶 します。
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・TST? 自 己テストの照会

装置内部の診断を行います。整数のエラー ・コードが返されます。エラー ・コードがゼロの

場合はエラーのないことを示 し,ゼロ以外はエラーがあることを示します。エラー ・コード
はOn‐st servi∝Manual cP部品番号 :08645‐90024)に定義 してあります。このコマン
ドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクシヨン170を起動する場合に相当します。

・WA:継 続待ちコマンド

●WAIの 入ったメッセージの終わりから,そのメッセージを処理するすべてのコマンドの処理
が完了するまで,本 器がそれ以上のインプットまたはアウトプットを受け入れないようにし
ます。

初期化サ ブシステム

IN1lIALIZE

:STATe?

:STATe  PAUSel RUN

PAUSeま たはRUNを 返し,本器が掃引しているか,ア イドル状態にあるかを知らせます。
このパラメータは,FREQuency:MODEが S― pで ,SWLp:MODEが Al「FOのときのみ有効で
す。中RS■値はPAU S eで す。

:MODE?

8MODE  CONTinuous l SING:e

本器がシングル掃引 を行 うか,連 続掃引を行 うかを決めます。シングルSWttpが 終 り,
INITialize:STATcを送 ると,PAUSeに な り,SWEepを 再開するにはINITializeコマン ド

が必要です。*RSTは COIWinuousで す。

:ABORt

現在の掃引 を中断 し,INITiJLcSTATeを PAUSeに 設定 します。

[:IMMediate〕

Nrialize:sTATeをRUNに 設定 し,シ ングルSWEepあ るいは連続SWLpを スター トしま

す。SW嘔¨ がすでにスター トしている場合は,中 断 してか ら再スター トします。
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低周波信号源サブシステム

【:FREQuency]?   I MINimum l MAXimum〕

[:FREQuency]く nr卜 【くfreq term>〕I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

変調信号源の周波数を設定 します。このコマンドは 〈mod type〉:FREQの コマンドに相
当 します。●RST F Lはlk H Zです。

:SttP

〔:INCRement〕 ?  [MINimum l MAXimum]

[:INCRement〕  く nr卜 〔くfreq term)]I MINimum l MAXimum

変調信号源のステップを設定します。MINimumま たはMAXimumは ,許 容変
化量の最小値または最大値ではなく,プ ログラム可能なステップ ・サイズ
の最小値または最大値です。*RSTは 100Hzで す。

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

低周波信号源をオンまたはオフにします。周波数またはレベルを低周波用に設定しても
それだけではこの信号源はオンになりません。

〈mod type〉 の STATcが オンのときにLFSource:STATeをオフにしようとすると, その
SOURceにNTem」 が含まれている場合はエラーが生じます。すなわち,本 器が変調を行
っているときは,LFSourceはオフになりません。*RST値はオフです。

:WAVeform?

:WAVeform   SINe l SQUare l TRIangle l SAWTooth l WGNoise

低周波信号源の波形を選択 します。SINe(正 弦波),SQUare(方形波),SAWr∞ th(ランプ
波),またはWGNoise(ホ ワイト・ガウシアン・ノイズ)が 可能です。このコマンドはフロ
ント・パネルでスペシャル ・ファンクション130を起動する場合に相当します。*RST値

はSINで す。

:LEVel?  I MINimum l MAXimum〕

:LEVel  く nr卜 [くlin amplterm>〕 I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

変調信号源のレベルをボルトを単位として設定します。*RST値 はlVです。

:STEP

I:INCRement]?  【 MINimum l MAXimum〕

[:INCRement〕  く nrb[く lin amplterm>〕 I MINimum l MAXimum

LFSourccLEVelのステップを設定 します。MINimumま たはMAXimumは 許容
変化量の最小値または最大値ではなく,プ ログラム可能なステップ ・サイ
ズの最小値または最大値です。・RST値 は0.lVです。
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:TRIGger

[81MMediate]

SOllRceがDσ に設定されると,LFSoureのワンショットを発生させます。このコマ

ンドは,ス ペシャル ・ファンクション131がオンの状態で,フ ロント・パネルでス
ペシャル ・ファンクション132を起動する場合に相当します。

:SOURce?

:SOURce   EXTernall CONTimuous

LFSolreを 連続的に動作させるか,外 部の信号で トリガさせるかを決めます。この
コマンドはフロント・パネルでスペシャル ・フアンクション131を オンにする操作
と同等です。この場合,ONは EXTemal,OFFは COMinuousと なります。*RST値 は

CONInuousで す。

3FREQuency2?  [MINimum l MAXimum〕

:FREQuency2 く nrЬ 〔くfreq term>]I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル2の 変調信号の周波数を設定 します。このコマンドはフロント・パネルでス
ペシャル ・ファンクション133を オンにする操作 と同等です。このコマンドの短縮形は

RⅨ 22です。中RST値 は4CX I H zです。

:STEP

〔:INCRement]?  [MINimum l MAXimum]

[:INCRement] く nr卜 [くfreq term>]I MINimum l MAXimum

チャンネル2変 調信号のLFSourccFREQuency2で のステップ ・サイズを設

定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステツプ ・サ

イズです。許容される最小/最 大変化ではありません。*RST値 は1∞Hzで

す。

:WAVeform2?

:WAVeform2  SIN I SQUare l TRIangle l SAWTooth l WGNoise

チャンネル2の 変調信号の波形 (SINe,SQUare,RIangle,SAW「∞山またはWGNoise

(ホワイ ト・ガウシアン 。ノイズ)を 選択 します。このコマンドはフロント・パネルで
スペシャル ・ファンクション135をアクテイプにする操作 と同等です。このコマ トの短
縮形はWAV2で す。準RST値 はSINeです。
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:STATe2?

:STATe2   0N 1 0FF1110

チャンネル2の 変調信号をON/OFFし ます。チヤンネル2の周波数やレベルの設定自体は

変調信号出力をON/OFFし ません。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファ
ンクション133をアクティプにする操作と同等です。コマンドの短縮形はSTAT2で す。
中RST値 はOFFで す。

:LEVe12?   I MINimum l MAXimum]

:LEVe12  く nrfD〔くlin amplterm>]IIIPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル2の 変調信号レベル設定します。このコマンドはフロント・パネルでスペシ
ャル ・ファンクシヨン134を アクテイプにする操作と同等です。このコマンドの短縮形
はLEV2で す。 中RST値 は100 mVで す。

:STEP

〔:INCRement]?  [MINimum l MAXimum〕

[:INCRement] く nrb[く lin amplterm>〕 I MINimum l MAXimum

チャンネル2の 変調信号のLFSourccLEVe12で のステップ・サイズを設定
します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ・サイ
ズです。許容される最小/最 大変化ではありません。*RST値 は1∞mvで す。

:PHASe2

[:ADJust]? [MINimum l MAXimum]

【:ADJust]  く nrb[く angle term>〕I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル2の 変調信号の位相を度単位またはラジアン単位で調整 します。このコ
マンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション136を アクティプにする
操作と同等です。このコマンドの短縮形はPHAS2で す。*RST値 は0°です。

:STEP

〔:INCRementl?   I MINimum l MAXimum]

[:INCRement] く mr卜 【くangle term>〕I MINimum l MAXimum

チャンネル2変調信号のLFSourccPHASe2の ステップ。サイズを設定しま
す。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ・サイズで
す。許容される最小/最 大変化ではありません。摯RST値 は1°①.017ラジ
アン)です。
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:AM

I:DEPTh]?  い 旺Nimum l MAXimum]

[:DEPTh] く nr卜 【くam terlnpll IIP 1 00WN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の 変調信号に与えるAM深 度(%)を 設定 します。このコマンドはフロン

ト・パネルでスペシャル ・ファンクション137を オンにしてサブキャリアのAM深 度
を設定する操作 と同等です。・RS■値 は0%で す。

:STEP

[:INCRenDent]?   I MINimum l MAXimum〕

[:INCReIBlent] く nrЬ [くam term>〕 I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の変調信号のLFSource:AM:DIP■ のステップ・サイズを設定
します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ・サイ
ズです。許容される最小/最 大変化ではありません。●RST値 は1%で す。

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

チャンネル 1のAM信 号をON/OFFし ます。チャンネル 1の周波数や変調深度の設定自
体はAM信 号出力をON/OFFし ません。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル
・ファンクション137をアクティプにする操作と同等です。*RST値はOFFで す。

:FREQuency?  I MINimum l MAXimum〕

:FREQuency  くnrb【くfreq term>]I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル1のAM信 号の周波数を設定します。このコマンドはフロント・パネルで
スペシャル ・ファンクション138をアクテイプにする操作と同等です。中RST値は
100Hzです。

:STEP

〔:INCRement]?  [MINimum l MAXimum〕

[:INCRementl  く nr卜 【くfreq term>〕I MINimum l MAXimum

チャンネル 1のAM信 号のLFSourccAM:FREQuencyのステップ・サイズを設
定します。MINimum/MAXimumは ,プログラム可能な最小/最 大ステップ。

サイズです。許容される最小/最 大変化ではありません。*RST値は100陀
です。

:WAVeform?

:WAVen・ om SIN I SQUare l TRIangle l SAWTooth l WGNoise

チャンネル 1の AM信 号の波形 (SINe,SQUare,RIangle,SAWT∞dlまたはwGNoisc

(ホワイ ト・ガウシアン ・ノイズ)を選択 します。このコマンドはフロント・パネ
ルでスペシャル ・ファンクション139をアクテイプにする操作 と同等です。*RSTrL

はSINeです。

4‐36



●

●

●

●

●

●

●

　

●

　

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

:PHASe

[:ADJustl? [MINimum l MAXimum〕

[:ADJust] く nr卜 [くangle term>]I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1のAM信 号の位相を度単位またはラジアン単位で調整します。この
コマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション140をアクティプ
にする操作と同等です。*RSTrLは0°です。

:STEP

〔:INCRement〕 ?  I MINimum l MAXimum〕

〔:INCRement] く nrfp[くangle term)]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の 変調信号のLFSourccAM:PHASeの ステップ ・サイズを

設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステッ

プ ・サイズです。許容される最小/最 大変化ではありません。*RST値

は 1°(0.017ラジアン)です。

:FM

[:DEViation】? [MINimum l MAXimum]

[:DEViation] く nrb〔 くfreq term>]I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の 変調信号に与えるFM偏 移を設定します。このコマンドはフロント・

パネルでスペシャル ・ファンクシヨン141を オンにする操作と同等です。*RST値 は

OIIzです。

:STEP

〔:INCRement〕 ?   I MINimum l MAXimum]

[:INCRement] く nrb[く freq term二]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の変調信号のLFSourc∝FM:DEVia」onのステップ 。サイズを

設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ 。

サイズです。許容される最刀ヽ/最 大変化ではあ りません。摯RST値 は10Hzで

す。

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

チヤンネル 1のFM信 号をON/OFFします。チャンネル 1のFM周 波数や偏移の設定自体
はFM信 号出力をON/OFFし ません。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・

フ ァンク シ ヨン14 1を ア ク テ ィプ にす る操作 と同等 です。中RS T値 はO F Fで す。
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: F R E Q u e n c y ?  い 肛 Ni m u m  l  M A X i m u m ]

3FREQuency  く nrfp【くfreq term》〕I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル1のFM信 号の周波数を設定します。このコマンドはフロント・パネルで
スペシャル・ファンクション142をアクテイプにする操作と同等です。中RST値 は
100Hzです。

:STEP

I:INCReIElent]?  【 MINimum l MAXimum]

[:INCRementl  く nr卜 〔くfreq terrn>]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の FM信 号のLFSourccFM:FREQuencyの ステップ ・サイズを

設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ
・サイズです。許容される最小/最 大変化ではあ りません。*RSTFLは 10

α七 です。

:WAVeForm?

:WAVeform   SIN I SQUare l TRIangle l SAWTooth l WGNoise

チャンネル 1のFM信 号の波形 (SINc, S Q U a r e , R I a n g l e , S A W T o o u lまたはWGNois e

(ホワイ ト・ガウシアン ・ノイズ)を選択 します。このコマンドはフロント・パネ
ルでスペシャル ・ファンクション143をアクテイプにする操作 と同等です。中RST値
はSINeです。

:PHASe

〔:ADJust]?  I MINimum l MAXimum]

[:ADJust〕  く nrb[く angle term>〕I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル1のFM信 号の位相を度単位またはラジアン単位で調整 します。この
コマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション144を アクティプ
にする操作と同等です。*RST値 は0°です。

:STEP

[:INCRement]?  [MINimum l MAXimum〕

[:コMCRement] く nr卜 [くangle term)]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の変調信号のLFSourccFM:PHASeの ステップ・サイズ

を設定します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ス
テップ・サイズです。許容される最小/最 大変化ではありません。
*RSTFLは 1°(0.017ラジアン)です。
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:PM

【:DEViation】?  I MINimum l MAXimum】

〔:DEViation] く nr卜 〔くangle term>]I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル1の 変調信号に与えるΦM(%)を 設定します。このコマンドはフロン

ト・パネルでスペシャル ・ファンクション145を オンにして,サブキャリアのΦM
を設定する操作と同等です。*RST値 は0°です。

:STEP

I:INCRelllent]?   I MINimum l MAXimum]

【:INCRementl  く nrb〔 くangle term>】I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の変調信号のLFSourccPM:DEViationのステップ ・サイズ

を設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステッ

プ ・サイズです。許容される最刀ヽ/最 大変化ではありません。■RST値 は

1°(0.017ラジアン)です。

:STATe

:STATe  ON 1 0FF1110

チャンネル 1の ΦM信 号をON/OFFし ます。チャンネル 1の ΦM周 波数や偏移の設定
自体はΦM信 号出力をON/OFFし ません。このコマンドはフロント・パネルでスペシ

ャル ・ファンクション145を アクテイプにする操作 と同等です。*RST値 はOFFで す。

:FREQuency? [MINimum l MAXimum〕

:FREQuency  く nr卜 [くfreq term>〕 I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の ΦM信 号の周波数を設定 します。このコマンドはフロント・パネル

でスペシャル ・ファンクション146を アクティプにする操作 と同等です。*RST値 は

100Hzで す。

:STEP

[:INCRement〕 ?  [MINimum l MAXimum]

[:INCRement〕 く nr卜〔くfreq term>]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の ΦM信 号のLFSourccPM:FREQuencyのステップ ・サイズ

を設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステッ

プ ・サイズです。許容される最ガヽ/最 大変化ではありません。*RST値は

100Hzです。

:WAVeform?

:WAVeForm   SIN I SQUAre l TRIangle l SAWTooth l WGNoise

チャンネル 1の ΦM信 号の波形 (SINc,SQUare,RIangle,SAWT∞ dlまたは

WGNoisc(ホ ワイ ト・ガウシアン ・ノイズ)を 選択 します。 この コマ ン ドはフロン ト
・パネルでスペ シャル ・ファンクシ ヨン147を アクティプにする操作 と同等です。
*RSTELは SINeです。
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:PHASe

[:ADJust]?  I MINimum l MAXimum]

【:ADJust]  く nr卜 [くangle term>]llIP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の ΦM信 号の位相を度単位またはラジアン単位で調整します。こ
のコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクシヨン148をアクテイ
プにする操作と同等です。・RSTrLは0°です。

:STEP

I:INCRelllent]?  [MINimum l MAXimum]

〔:INCRement〕  く nrb[く angle tem)]I MINimum l MAXimum

チ ャ ンネル 1の ΦM信 号 のL F S oШ E P M : P H A S eの ス テ ップ ・サ イズ を

設定します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステッ
プ ・サイズです。許容される最小/最 大変化ではありません。*RSI植

は1°(0.017ラジアン)です。

:PIILSe

:STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

チャンネル 1の パルス信号をON/OFFし ます。パルス周波数の設定自体はパルス信号
をON/OFFし ません。このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクショ
ン149を アクテイプにする操作と同等です。*RST値 はOFFで す。

:FREQuency? 【 MINimum l MAXimum]

:FREQuency  く nrb〔 くfreq term>]I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の パルス信号の周波数を設定します。このコマンドはフロント・パネ
ルでスペシャル ・ファンクション150を アクテイプにする操作と同等です。*RST値

はlooHzで す。

:STEP

I:INCRement]?  I MINimum l MAXimum〕

[:INCRement] く nrЬ〔くfreq term>]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1のパルス信号のLFSourccPULSaFREQucncyのステップ ・サイ
ズを設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステッ

プ ・サイズです。許容される最小/最 大変化ではありません。摯RST値 は

1∞Hzで す。
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:PHASe

[:ADJustl? 〔 MINimum l MAXimum〕

〔:ADJust]  く nr卜 [くangle term)]lllP I DOWN I MINimum l MAXimum

チャンネル1のパルス信号の位相 を度単位 またはラジアン単位で調整 します。
このコマンドはフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション151を アクテ

イプにする操作 と同等です。*RST値 は0°です。

3STEP

[:INCRement]?  [MINimum l MAXimum]

[:INCRement] く nr卜 [くangle term)]I MINimum l MAXimum

チャンネル 1の パルス信号のLFSourccPULScPHASeの ステップ ・

サイズを設定 します。MINimum/MAXimumは プログラム可能な最
月ヽ/最 大ステップ・サイズです。許容される最小/最 大変化では
ありません。*RST値は1°(0.017ラジアン)です。
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:AVIonncs

:SETup

:VOR

本器 をVORレ シーバ 。テス ト用に構成 します。このコマンドは, フロント・パネルから
スペシャル ・ファンクション220を起動する場合に相当します。

:LOCalizer

本器をローカライザ ・レシーパ ・テス ト用に構成 します。このコマンドは,フ ロント・

パネルからスペシャル ・ファンクション221を起動する場合に相当 します。

:GSLope

本器をガイ ドスロープ ・レシーバ 。テス ト用に構成 します。このコマンドは,フ ロント
パネルからスペシャル ・ファンクション222を起動する場合に相当 します。

:OMBeacon

本器を外部マーカ(OM)ビ
ーコン・テス ト用に構成 します。このコマンドは,フ ロント・

パネルからスペシャル ・ファンクション223を起動する場合に相当 します。

:MMBea∞ n

本器をミドル(MM)ビ
ーコン・テス ト用に構成 します。このコマンドは, フロント・パネ

ルからスペシャル ・ファンクション224を起動する場合に相当 します。

:IMBeacon

本器を内部マーカ(IM)ビ
ーコン・テス ト用に構成 します。このコマンドは,フ ロント・

パネルからスペシヤル ・ファンクション225を起動する場合に相当 します。
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●
●
●
●                    マ

ーカ ・サブシステム

8  11  賜 ∵獅胤!膀繁『殺,漁こん観記鷺『朧e2
●

●       MARKeror MARKerl o「 MARKer2 or MARKer3

:  [職 器
?ぶ

£踏1譜酬1lbw劇ⅢMmmlMA測mm

・           濡幡皐斯I11?辱誉瞥計看あ島畠λあ象慕進暮,7冴じ竺T'菫輩暫″ず響『外

●

:     曹 所 写 「脇 厳 言豊寒与F喚
°FSaと R∞ :MULTで 決められる同雌

:                =STEP

:                マ

ーカのステップ・サイズはFREQ:CW:S‐ Pに等しくなります。

●                「 INCR′″′″rJP   f″ rⅣJ““″ 1劇「ハχJ″““′

:    「
rNCRθ″″J O少 炒 σ“閉ガ |″IM″ “″ 1雄 加“″

●             FREQuencISWの 別名 です。

●

●         :STATe?

:      STATe ON 1 0FF1110

●           指 定されたマーカをオンまたはオフにします。マーカの周波数が設定されてもマーカは
●           オ ンにはなりません。摯RST状態はオフです。

●

●         :AOFF

:           著翁碁寧子蔽 :晨鑑導嬰=ぶ∬「男:撃;ま与F2スItt」
|:ぼ
8基署:彗tん。

●

●                    変 調サブシステム

●        MODulation

:      fttI:?。N10FF1110

:  凄 堪 鱗 ょ[響戴尋顎 章、機 籠碗聰
｀

●          用 しません。
●

:     ξ 3路ま撃TttTP毀
コマンドによりすべての畑斌がオフにな先「s∞Кα

:    ¥畷 窯l察『了κど彗慮l'Mミ ∬tttβi;↑典た鯖 鯖
:               式

」のリストカSFMになります。
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位相変調サブシステム

本器はFMと PMを 同時に行 うことはできません。FMが オンのときにPMを オンにすると,FMが オフに

なり,フ ロント・パネルにエラーが表示 されます。

PM

:STATe?

STATe  ON 1 0FF1110

PMを オンまたはオフにします。*RSTFLはオフですo

:SOURce?

:SOURce   く source list>

PM用 信号 源 と して N■ mF,EXTcm江
"ま

たは N■ mJ,EXTernど を選択 します 。

中RSTrLは INTemalで す 。

:COUPling?

:CC)lIPling   くcoupling type>

FMの 信号源の結合方式を設定 します。GROund結 合はフロント・パネルにNONEを 表示させ

る場合に相当します。これでFMが オフになることはありませんが,す べての信号源は切

りはなされます。●RST値 はDCで す。

=FREc“ θ“cy′  fル rrNJ″“胴 I MAxJ″ “″J

=FREc“ ′“cy  O少 [寸 eg″ r"ゴ l υPIDOWⅣ  I MINm“ ″ l yAx加 “″

LFSottcFREQuencyの 別名です。

:S「EP

rrNcRθ″θ"rJ′ f″ rⅣJ“““ I MAχJ″“″′

rrNcR′″′"rJ  く“ψ ぐ tg″r"ガ I MIriPPa“″ l yAxJrPa“′“

L F S o u r c e : F R E Q u e n c y : S T E Pの別名 です。
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●

●                    位 相サブシステム

●

●       こ のサプシステムにより,現 在の周波数リフアレンスを基準にしたステップでRF出力信号の位相

●       を 増減させることができます。

:       Ⅲ
ASe

●          【 :ADJu“]? [Ⅶ Nimum l MAXimum〕
●

●           [:ADJust]  く nr卜〔くangle term)]llIP I DOWN I MINimuh l MAXimum

:           共スルII条多帯ラ
l:ケ丁サリ3ζ多監∫ξ道讃よご暮た籍ξJl¥。1賞轟`よ:

●

●                  :STEP

:        [INCReIIlen4? 〔
MINmum l MA測 mum〕

:        [INCRemen■
 く nrトヒan」e term珂I MINmum l MA測 mum

●                ステップ・サイズ鰤萱汚獣楷ξたここ英層悪ま岩:「シ普ブザT写超7女
t小値または最大値を表 します。*RST値 は 1度 です (注記
:本単位はラジアンです。照会に対する応答はすべてラジ

●             :REFerence

●

:           illll営
塁1辱ζttllli7:I′

費なleご層雙 3雫羅 検た出111毒 魚写
ち'

●
●                  パ ワー ・メータ ・サブシステム
●
●       PMETer

8   Powerl?
:           奪季9ずζフ↓」ラ亀夢ξ磐了ヂ才彗きた信』Jl¥∫貰rrr三ダil■チArヤ
:             本

器の上部カバーの内側にあります。

:
:
:
8
8
8
8                                     4‐
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パルス ・サブシステム

以下のパルス・サプシステムのコマンドは,オ プション008を付けている場合に有効です。

PULSe

18STATel?

[:STATe] ON 1 0FF1110

PULSeを オンまたはオフします。*RST値 はオフです。

:SOURce?

:SOURce   csource list>

PULSc信 号源 としてNTema,ま たはEXTemal(DC結 合のみ)を選択 します。・RSTrLは
EXTcmalで す。

:IMPedance?  [MINimum l MAXimum]

:IMPedance   く nr卜 [くOhmsterm>]I MINimum l MAXimum

PllLSEコ ネクタの入カインピーダンスを設定/ク ウエリ(照会)し ます。PuLSE入 カイ
ンピーダンスを50Ωに設定することができます。50Ω設定はフロント・パネルでスペシ
ャル ・ファンクション210を アクティプにする操作と同等です。摯RST値 は100kΩです。

:CONDitioning?

:CONDitioning   ON 1 0FF1110

パルス変調に使うパルス制御のタイプを設定/ク ウエリ (照会)し ます。これはスペシ
ャル ・ファンクション2Hを Direet"にする操作と同等です。CONDidoningを ONに する
と内部パルス ・ジェネレータをアクティプにすることができます。この設定はフロント
・パネルでスペシャル ・ファンクション211を Pulse Gen"にする操作と同等です。*R

STFLはOFFKダ イレクト・パルス ・コントロール)です。

:DELay?   I MINimum l MAXimum l

:DELay  く nrb ltime term>〕 I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

パルス遅延の量を設定/ク ウェリ(照会)し ます。この設定はフロント・パネルでスペ

シャル ・ファンクション212を アクティプにする操作と同等です。摯RSTイ直は1=で す。

:STEP

I:INCRement〕 ?  [MINimum l MAXimum〕

〔:INCRement] く nrb〔 くtime term>]I MINimum l MAXimum

パルス変調遅延のステップ。サイズを設定/ク ウエリ (照会)し ます。
MINimum/MAXimumは プログラム可能な最月ヽ/最 大ステップ ・サイズです。
許容される最小/最 大変化ではありません。*RST値は1=で す。
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:WIDTh?  I MINimum l MAXimum〕

:WIDTh く nrfp[くtime term>〕I UP I DOWN I MINimum l MAXimum

パルス幅を設定/ク ウエリ (照会)し ます。この設定はフロント・パネルでスペシャル
・ファンクシヨン213を アクテイプにする操作と同等です。*RSTTLは 1=で す。

:STEP

[:INCRementl?  [MINimum l MAXimum〕

[:INCRementl く nr卜 【く饉me term)]I MINimum l MAXimum

パルス変調幅のステップ・サイズを設定/ク ウェリ (照会)し ます。
MINimum/MAXimumは プログラム可能な最小/最 大ステップ 。サイズです。
許容される最ガヽ/最 大変化ではありません。*RST値 は1=で す。

:SLOPe?

:SLOPc  POSitive l NECative l BOTH

パルス ・トリガ 。エッジを設定/ク ウエリ (照会)し ます。この設定はフロント・パネ
ルでスペシャル ・ファンクション214をアクテイプにする操作と同等です。*RST値は

POSitiveで す。

:FREc“θ"り′  ftt■ ″““IM/tXレ“燿′

=FREc“ “り   0少 ゛ tg″ 閉 ガ l υPIDθ WⅣ I″ rⅣ加 “″ |″ ″ 加 “″

LFSourccFREQucncyの別名です。

rSTEP

rrNcRθ″θ“rJ7   fMINim“ “ |四 カη“″ノ

「WCRθ ″θ“rJ  o少 fK/rθg″r″ガ |″rⅣ加″″ |″Aχ滋“″

L F S o u r c e : F R E Q u e n c y : S I I Pの別名 です。
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基準発信器 サ ブシステム

ROSCillator

:CALibration? I MINimum l MAXimum]

8CALibration  く nr卜 I UPI DOWN I MINimum l MAXimum

内蔵の基準発信器の周波数を調整します。基準周波数を調整する値は0か ら255の範囲
となります。この値 「1」 は基準周波数の変化量約4Hzに 相当します。基準周波数を正

確に10MLに 設定するために必要な値は装置により異なります。この値は'RSTに より,
校正された値に戻 ります。このコマンドは,フ ロント・パネルでスペシャル ・ファンク
ション160を起動する場合に相当します。

=S「EP

rrNcR′ "θ“rJ′

基準発信器を校正する増減値は常に1です。このコマンドにより,ス テツ

プ・サイズを,ス テップ可能な任意の値で照会できるようになり,HP‐SL
の条件が満たされます。

:SOURce?

:SOURce

SOllRCe?コマンドにより,現 在の基準信号源のステータス(IMま たはEXつ が戻されま

す。この照会コマンドは,フ ロント・パネルでスペシャル ・ファンクション161を起動
する場合に相当します。

=Aυ70′

メ 1/r a  ο Ⅳ l οFF I I lθ

外部タイムベースの使用が可能か不能であるかを設定/ク ウェリ (照会)し ます。
この設定はフロント・パネルでスペシャル ・ファンクション162を アクテイプに

する操作 と同等です。ON(1)の場合は,内 部基準発振器または外部タイムベース

が使えます。OFF(0)の 場合は,内部基準発振器のみを使うことができます。
●RST値 はON(1)で す。
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シーケ ンス ・サ ブシステム

SEQuence

:RECister?

:RECister  く register list>

シーケンス制御を実行するセープ/リ コール ・レジスタのリストをセットアップします。
このコマンドはフロント・パネルのSET SI理キーで自動シーケンス 。レジスタをセット
アップする操作と同じです。メル ・リストSEQuence:REGisterを送るとすべてのレジス

タのメモリがクリアされます。REGisterコマンドではレジスタ0か ら9だけがセットア
ップします。シーケンスの長さは10レジスタ以内です。HP‐IBを通して任意のコマンド
・ステートメントまたはメッセージを送るとオート・シーケンスを中断します。

‐電ISter Ls●は下記のシンタックスで作成されます。

<register iist> ==  |         ′

  、
_に )_  |~→

t__.くregiSter number>‐―i

‐egぶter numbeD=セープ/リ コール ・レジスタの番号

[:IMMediatel

シーケンスがレジスタ ・リス トの次のレジスタヘ移 ります。

3STATe?

:STATe  ON 1 0FF1110

0Nの ときはオー ト・シーケンスが実行されます。このコマンドは本器が レジスタ ・リス

トを自動的にシーケンシングするようにフロント・パネルのAUTO SEQキ ーを押す操作と
同等です。各レジスタでのステップ時間は1秒ですが,掃 引シーケンスの場合のステッ
プ時間は掃引時間となります。*RST値はOFF(0)で す。
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ステータス ・サブシステム
STATus

I:DEVice]

[:EVENt]?

デバイス ・ディベンデント・イベント・ステータス ・レジスタ (機器に固有なイベ

ントのステータス ・レジスタ)を 照会 します。

:CONDition?

デバイス ・ディベンデント・コンディシヨン ・ステータス ・レジスタを照会 します。

:ENABle cnrfp lく non_decilllal numeric program data)

:ENABle?

デバイス ・ディベンデント・イベント・イネープル ・レジスタを設定/照 会 します。

=Pttα“sJ`わ″′

デバイス ・ディベンデント・ポジティプ ・トランジション・フィルタを照会 します。
常に65535を戻 します。

NTRα πsJ力“′

デバイス ・ディベンデント・ネガティプ 。トランジション・フィルタを照会 します。
常に0を 戻 します。

:DQUestiOnable

[:EVENt]?

H P‐SLシ グナル ・インテグリテイ 。イベント・ステータス 。レジスタを照
会 します。

:CONDition?

H P‐SLシ グナル ・インテグリテイ ・コンディション・ステータス ・レジス

タを照会 します。

:ENAI〕le  くnrf>くnon‐decilnal numeric progranl data>

:ENABle?

HP‐SLシ グナル ・インテグリテイ 。イベント・イネープル ・レジスタを設
定/照 会 します。

=PrRα ″si働"′

HP‐SLシ グナル ・

夕を照会 します。

=NTRα ■sJ力認7

HP‐SLシ グナル ・

夕を照会 します。

インテグリテイ 。ポジティプ ・トランジション ・フィル

常に65535を戻 します。

インテグリテイ・ネガティプ 。トランジション・フィル
常に0を戻します。
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:SINTel「 ity

[:EVENt]?

シグナル ・インテグリテイ ・イベント・ステータス ・レジスタを

照会 します。

3CONDition?

シグナル ・インテグリテイ ・コンディション ・ステータス ・レジ

スタを照会 します。

:ENABle く nr卜 |くnon d̈ecimal numeric progran data>

:ENABle

シグナル ・インテグリテイ 。イベント・イネープル ・レジスタを

設定/照 会 します。

=PRra″sJ`ゎ"′

シグナル ・インテグリテイ 。ポジティプ 。トランジション ・フィ

ルタを照会 します。必ず65535を戻 します。

ゴvrRα "sitb"′

シグナル ・インテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィ
ルタを照会 します。必ず 0を 戻 します。

:HARDware

[:EVENt〕?

HARDwareイ ンテグリテイ ・イベント・ステータス ・レジスタを

照会 します。

:CONDition?

HARDwareイ ンテグリテイ 。コンディション ・ステータス ・レジ
スタを照会 します。

:ENABle く nrib lくnon_decilnal numeric prograln data>

:ENABle?

HARDwareイ ンテグリテイ ・イベント・イネープル ・レジスタを

設定ノ照会 します。

:PrRα“sJ′ゎ"′

HARDwareイ ンテグリテイ 。ポジティプ 。トランジション 。フィ
ルタを照会 します。常に65535を戻 します。

:ⅣrRα″sitゎ″′

HARDwareイ ンテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィ
ルタを照会 します。常に0を戻 します。
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:AMPLitude

18EVENtl?

AMPLitudeイ ンテグリテイ ・イベント・ステータス ・レジスタを照会 しま

す。

:CONDition?

AMPLitudeイ ンテグリティ ・コンディション ・ステータス ・レジスタを照
会 します。

:ENABle く nri卜|くnon_deciIIlai numeric Program data)

:ENABle?

AMPL■udeインテグリテイ ・イベント・イネープル ・レジスタを設定/照
会 します。

=Pttα″si`o″′

AMPLitudeインテグリテイ 。ポジティプ ・トランジシヨン ・フィルタを照
会 します。常に65535を戻 します。

ゴVrRα“sJ力“2

AMPLitudeインテグリテイ ・ネガティプ 。トランジション ・フィルタを照

会 します。常に0を 戻 します。

:FREQuency

〔:EVENt]?

FREQuencyイ ンテグリテイ・イベント・ステータス ・レジスタを照会しま
す。

:CONDition?

FREQuencyイ ンテグリテイ・コンディション・ステータス ・レジスタを照
会します。

:ENABle く nrl卜|くnon_decimal nurleric program data>

:ENABle?

FREQuencyインテグリティ・イベント・イネープル ・レジスタを照会 しま
す。

IPrRα"sib“′

FREQuencyインテグリテイ・ポジティプ 。トランジシヨン・フィルタを照
会します。常に65535を戻します。

=JVTRα“st動“′

FREQuencyインテグリテイ。ネガティプ 。トランジション

会します。常に0を戻 します。
フィルタを照
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:REFerence

[:EVENt]?

R E F e r e n∝インテグリテイ ・イベント・ステータス ・レジスタを照会 しま

す。

:CONDition?

REFerenceインテグリテイ・コンデイシヨン・ステータス ・レジスタを照
会します。

:ENABle  く nrf>くnon‐decilllal numeric progranl data>

:ENABle?

REFerenceインテグリテイ 。イベント・イネープル ・レジスタを設定/照

会 します。

:PrRα″sJ′ゎ″′

REFe r e n c eインテグリテイ 。ポジティプ 。トランジション ・フィルタを照

会 します。常に6553 5を戻 します。

ゴVTRα“sitね″′

REFerenceインテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィルタを照

会 します。常に0を 戻 します。

3MODulation

I:EVENt〕?

MODulationインテグリテイ ・イベント・ステータス ・レジスタを照会 しま

す。

:CONDition?

MODulationインテグリテイ ・コンディション ,ス テータス ・レジスタを照

会 します。

:ENABle く nr卜 |くnon_decimal numeric program data>

:ENABle?

MODuladonインテグリテイ ・イベント・イネープル ・レジスタを設定/照
会 します。

:PrRα"sJ′ゎ″′

MODulationインテグリティ ・ポジティプ 。トランジション ・フィルタを照
会 します。常に65535を戻 します。

=ⅣrRα″sJ′ゎ″′

MODu l a t i o nインテグリテイ 。ネガティプ 。トランジション ・フィルタを照
会 します。常に0を戻 します。



掃引サブシステム

掃引機能で使用されるコマンドで下記のもの以外はイニシアライズ ・サプシステムで説明してい
ます。

S― p

〔:FREQuency]

:TIME?  I MINimum l MAXimum]

:TIME  く nrFD[く饉nte tem)]l uPI DOWN I MINimum l MAXimum

掃引時間を設定 します。掃引時間の設定は1,2,5,10,20,50。・・ステップで設定
されます。uP,DOWNコ マンドで,次 の,ま たは前の有効な掃引時間値にステップし
ます。

この コマ ン ドではSw5叩 はォ ンにな りませ ん。 コマ ン ド文,FREQ:MODEttMLpま た
はIwi」 ize:STATe RLINに よ りSWEepが オ ンにな ります。*RST値 はlsです。

:STEP

rrNcRθ “`"rJ2

常に3を戻 します。これは,掃 引時間のステップが 1デケード当たり
3ス テップであることを示 しています。

=″ODE′

常にLOGを 戻 します。これは掃引時間がログでステップすることを示
しています。

:MODE?

:MODE AUTO I MANual

掃引方式を選択 します。AL「FOに よリシングルまたは連続掃引が可能になり,MANual
により周波数をFREQuency:MANuJで 変えることが可能になります。中RST値 はAlrrOで
す。

:SPACing?

:SPACing   LINear l LOCarithmic

LINearまたはLOGarialmic掃引を選択 します。*RST値 はLINearです。

:GENeration?

:GENeration   STEPped l ANAlog

SWpedま たは位相が連続 した(ANALooSWEepを 選択 します。このコマンドは,フ
ロント・パネルでスペシャル ・ファンクシヨンH2を 起動する場合に相当します。
●RST値 はSOpedで す。
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テイク・スイープ・サブシステム

●      TSWeep
●                   以 下のコマンドと同じ機能です。

●
INIT:ABORt

8        1測 麟鷺》P
●                     INIT:IMMedhte

●          こ のコマンドにより,す べての掃引動作が停止し,シ ングル掃引が行われます。

●

・
                    電 圧計サブシステム

VMETer

●            〔 :VOLTagel?

.             t言
寧計

の電圧計により, リア・パネルのVM IN (電 圧計入力)コネクタの電圧を波1定

_             :MODE?

●
:MODE AC IDC

8           〒干鷲東習ツ弓ざすヽ鳥′
｀
19tFジヽ_l夕£雀免ittl卜慧運動手9環暮だ置しご」r
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HP‐!Bデ バイス ・ステータス ・デ ィクショナ リ

本器には,HP‐IBバスを介して得ることのできるステータス情報が大量にあります。しかし,
IEEE 488規格に定義されている8ビ ット・ステータス・バイト・レジスタでは,本 器の複雑な情

報を記憶させることはできません。そのため,本 器にはこのレジスタに様々なレベルを与えてこ

の問題を解決しています。

ただし,新 しいIEEE 488.槻格ではステータス ・バイトの定義を拡大してあり,ス テータス情報
の処理が大変柔軟にできるようになっています。またHP‐SLで は488.2のデバイス・ステータス
・モデルの一部を定義してあり,当 社のさまざまな製品にできる限り共通して使用できるように

なっています。HP‐IBデ バイス ・ステータス ・デイクシヨナリには,本 器にEEE 488.2規格を導

入する方法と,HP‐SLデ バイス ・ステータス ・モデルについて詳 しく説明 してあります。

HP‐IBデ バイス ・ステータス ・デイクショナリを使用する場合は,下 記の目次を参照 してくださ

い。この目次の項目は関連する順序に並んでいます。

図4‐3に は各 レジスタ群がどのように関連 しているかを示 してあります。例えば,HP‐IBス テー

タス ・パイ ト・レジスタの中のDEV"ビ ットの状態は,HP‐IBスタンダー ド・イベント・ステー

タス ・レジスタの中のビットのステータスによって決る,と いうようなことがわかります。

日 次

IEEE 488.2定義 .……………………………………………………………………………………………・ 4‐57

lEEE 488.2 HP‐IBステータス ・バイト・レジスタ…......・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4‐60

lHEE 488。2 HP‐IBスタンダード・イベント・ステータス ・レジスタ…......・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 4‐61

HP‐SLデ バイス ・ディベンデント・コンディションノイベント・ステータス ・

レジスタ……...….・……………・・・…………・・・・………………・・……・・・・…・・・・・ 4-63

信号発生器シグナル ・インテグリティ ・コンディシヨンノイベント・ステータス ・

レジスタ.….……………・・・・・・・・………………・・・…・・・・・・………・・……・・・・ 4‐65

1 E E E  4 8 8。2およびHP‐SLス テータス ・レジスタ 。シンタックス .………………………………………………… 4‐68
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IEEE 488.2難]ヨ読

躍単1:鰹顎撃了】続1雪
~タス・レポーHこっいて,ここではEEE侶&2婦の中

コンディション ・レジスタ

コンディションとはデバイスのステータスのこと
コンディション・レジスタはそのコンディション
ョン ・レジスタの長さは 1ビ ットから16ビットま

あム暮甚F芽彙5雫争33女"票稗電界尻あ桑苺
イベント・レジスタ

!::1,Iイ:うi学::3[l[[:i:}「Fζrnζ9,fぅょり
,。リテ貰夕暴ぶFl

甲手喜,Tだf禽蓬こえ晨隆ぶ:`だ憂花9冤省をすると,イ
ベントはRuEになります。ィベン

しても,ユ ーザ ・アプリケーションカ'イベント・レジスタを読み取るまではクリアされません。

1::li::li;曇::i:掌ilこ`1:1.:if勇ままFff「11,f′∫∫}濯
トランジション ・フィルタ

i::羊::::;1:li夕:Ilifズ
`|:じみ女;たち』1彙う『T多子;fκ夕?釜

トランジション ・フィルタの中のあるビットがセットされると,関 連するコンディション ・ビッ

丈I:鏃晨期躍I「温手ζ力じ
′
r`しt午躙 :3f:lf:吾λ舞ちζじる1じ

夕)
。フィルタであるビットがセットされると,ス テータス ・ビットが遷移した後でイベント・ビッ
トがセットされます。

トランジション・フィルタはプログラムできる場合とできない場合があります。 トランジショ
ン・レジスタの長さは1ビ ットから16ビットまであり,未 使用のビットも含みます。未使用のビ

卜はゼロとして読み取られます。*RSTコマンドにより,プ ログラマブル ・トランジション・フ
ルタがそのデバイス ・ディベンデント (デバィスに固有な)。 デフォルト値にリセットされま

ツ

イ

す
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イベント・イネープル ・レジスタ

対応するイベント・レジスタの中のイベント・ビットで,ど れがセットされるとサマリ。メッセ
ージを富UEに するかを選択します。このイベント・イネープル ・レジスタには各イベント・ビッ

トに対応するイネープル ・ビットがあります。各イベント・イネープル ・レジスタの長さはそれ
に対応するイベント・ステータス ・レジスタの長さと同じです。

未使用のビットはすべてゼロとして読み取られ,関 連するイベント・イネープル ・コマンドで書
き込むことはできません。イベント・ステータス ・レジスタ,ま たはイベント・イネープル ・レ

ジスタの中のあるビットが変化すると,こ れらのレジスタのすべてのビットで論理積が行われま

す。その結果がゼロ以外の場合は,関 連するサマリ・メッセージがTRUEに セットされます。

待ち行列

データの順次リストが入つたデータ構造のことです。データは任意の順序で待ち行列の中に置く
ことができ,待 ち行列を読み取るたびにデータが 1項 目づつ除去されます。待ち行列の中にデー

タがあるとサマリ。メッセージはRUEに なり,デ ータがないとFALSEに なります。

待ち行列の中のデータのフオーマットは自由ですが,す べてのデータ。アイテムは同じフォーマ

ットにしなければなりません。IEEE 488.2出力待ち行列以外の待ち行列は*CLSコマンドでクリア
できます。

サマリ・ビット

関連するサマリ。メッセージの現在のステータスを表わすステータス ・ビットのことです。この

サマリ・メッセージの内容は,イ ベント・ステータス ・レジスタとイベント・イネープル ・レジ
スタの現在の値,ま たは待ち行列の内容になります。

ステータス ・レジスタ ・モデル

図4‐4は ステータス ・レジスタの構成要素の関係を示 しています。
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デ′くイス ステータス

ステータス ・レジスタ

ポジティプ 。トランジション・

フィルタ

ネガティプ 。トランツション・

フィルタ

X Y トランツシヨン

０

０

１

１
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１

０

１

なし

Tか らF

Fか らT

両方

N  N-1 2 1 0

イベント・レジスタ

ー サ
ロなあ:ζ『

イベント・イネープル ・レジスタ

図4-4.ス テータス ・レジスタ 。マップ



●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

:EE 488.2 HP‐:Bステータス ・パイ ト・レジスタ

I E E  4 8 8 .渕見格 とHP‐S Lで は 8ビ ッ トHP _ I Bス テー タス 。バ イ ト ・レジス タを下記の ように定義

しております。

表4‐2.ス テータス 。バイト・レジスタ

デバイス ・ディベンデン ト・サマリ ・ビット

ビット0か ら3は IEEE 4 8 8 . 2およびHP―SLで は定義されておりませんが,IEEE 4 8 8 . 2のサマリ 。

ビットの規定に反 しなければdevice  d e s i g n e r  s∝s itとして使用することができます。 ビット
0か ら3は使用されず,常 にゼロとして読み取 られます。

ステータス ・パイト・レジスタにアクセスするには十sB共 通コマンドと*SB?共 通照会を行うか
HP‐IBシ リアル ・ポールによって行います。

MAVサ マリ・ビット

ビット4の MAV(mesSage avalhЫe)サマリ・ビットは,本 器の出力待ち行列の中に文字が入っ
ていることを示 します。この出力待ち行列を読むには,本 器をトーカに指定 し,改 行文字が送ら
れ,コントロール ・ラインEOIが 真になるまで,デ ータ。バイトを読み取ることによって行なわ
れます。

この出力待ち行列について完全に説明することは,HP‐IBデバイス ・ステータス ・ディクショナ
リの目的の範囲を超えます。必要に応じてIEEE 488.2を参照してください。

RQSお よびMSSサ マリ・ビット

HP‐Bス テータス ・レジスタのビット6に は,こ のステータス ・レジスタにアクセスする方法の
違いによって2つ の定義があります。

このレジスタをHP_ I Bシ リアル ・ポール ・メカニズムでアクセスする場合 は,こ の ビットはRQS

(サ
ー ビス ・リクエス ト)ビ ットと呼ばれ,コ ン トローラに対 して,本 器がサー ビス ・リクエス

ト・コントロール ・ライン(SRQ)を 真にしていることを知 らせます。RQSビ ットは, コントロー

ラがシリアル ・ポールを終了するとクリアされます。

このレジスタをIEEE 488。2*SB?共 通照会コマンドでアクセスするときは,こ のビットはMSS

(nlaSter status summary)ビットと呼ばれ,そ のデバイスがサービス ・リクエス トを出す理由が

少なくとも1つ あることを示 します。MSSビ ットは,RQSビ ットとちがつて,シ リアル ・ポール
を行なってもクリアされず,常 に本器のすべてのステータス ・レジスタの最新のステータスを表
しています。

ビットNo. ニーモニ ック 義定

７

　

　

　

６

　

５

4

0～ 3

DEV

RQSま たは MSS

ESB

MAV

H P o S Lデバイス ・デイベンデント・イベント・ステータス ・レ

ジスタ ・サマリ ・ビット

IEEE  4 8 8。2マスタ ・ステータス ・サマリ ・ビット

EEE 4 8 8 . 2スタンダー ド・イベント・ステータス 。レジスタ ・

サマリ ・ビット

EEE 4 8 8 . 2アウトブツト・キュー ・サマリ・ビット

デバイス ・デイベンデント・サマリ ・ビット
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:EE 488.2サービス・リクエスト・イネーブル ・レジスタ

これはステータス・パイト・レジスタの対応するサマリ・ビットをイネープルにする8ビ ット・

レジスタです。ステータス ・ビットのあるビットをイネープルにし,そ のビット●TALSEか ら
RUEへ の遷移を行うと,本 器はサービス ・リクエストを発生します。

サービス ・リクエストは,ス テータス・ビットがイネープルになり,す でにセットされていると
きにも発生します。サービス ・リクエスト・イネープル・レジスタは共通コマンド中SREと共通照
会コマンド●SRE?を使用 してアクセスします。このレジスタのビット6は使用されず,常 にゼロ
として読み取られます。このレジスタは本器の電源を投入するとクリアされます。

:EE 488.2スタンダー ド・イベ ン ト・ステータス ・レジスタ

16ビットのイベント・レジスタで,各 ビットは下記のように定義されています。

表4‐3.ス タンダード・イベント・ステータス・レジスタ

このレジスタは共通コマンド*ESRと共通照会コマンド=ESR?で アクセスします。これはイベント
・レジスタであり,読 み取った後でクリアされます。

電源オン・ビット

本器の電源がオフからオンになると冨UEに セットされます。

ユーザ ・リクエスト・ビット

デバイス ・ディベンデント・ローカル ・インスツルメント・コントロール (機能の固有の機器の
いずれか機能)の 中の 1つが起動されるとセットされます。現在のところこの機能は本器のファ
ームウェアには使われておらず,常 にゼロとして読み取られます。

ビツトNo. ニーモニ ック 定 義

8～ 15

7

6

5

4

3

2

1

0

P O N

URQ

CME

EXE

DDE

QYE

RQC

OPC

IEEEによる将来の改訂のために保留

電源オン

ユーザ ・リクエス ト

コマンド・エラー

実行エラー

デバイス ・ディベンデント・エラー

照会エラー

リクエス ト・コントロール

動作完了
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コマンド・エラー ・ビット

パーサがプログラム ・メッセージのフオーマットまたは内容の中にエラーを発見 した場合にセッ

トされます。本器ではヘッダ不良,引 き数無し,デ ータ・タイプ。エラー,な どの特定のエラー

を示すHP‐SLで 定義されたエラーコードがHP‐SLエ ラー待ち行列に置かれます。

実行エラー ・ビット

アウト・オブ ・レンジ ・パラメータ,設 定値矛盾などにより現在のコマンドを実行できないとき
にセットされます。本器においてはHP‐SLで 定義したエラー ・コードカIP‐SLエ ラー待ち行列の

申に置かれます。

デバイス ・ディベンデント・エラー ・ビット

コマンド・エラーでも実行エラーでもないエラーを示すために用いられます。本器ではこのビッ

トを使用してハードウェアの不良を示します。セルフ・テスト・エラー,ROM CRCエ ラーなどの
エラーを示すHP‐SLで 定義したエラー ・コードが,HP‐SLエ ラー待ち行列に置かれます。

クウェリ (照会)エ ラー ・ビット

出力待ち行列に問題があることを示 します。また,こ の行列が空のときや出カデータが失われた
ときに読み取 りが行われようとしたことも示します。照会エラーについてはIEEE 488.2規格を参
照してください。

リクエス ト・コントロール ・ビット

リクエス ト・コントロータレ・ビット1に よりIEEE 488.2バス ・コントロータレ・プロトコルが始動
します。この機能は本器のファームウェアでは無視され,こ のビットは常にゼロとして読み取ら
れます。

動作完了ビット

動作完了ビット0は*OPC共通コマンドに応答 してセットされ,オ ーバーラップしたコマンドがす
べて実行を完了したことを示 します。本器のフアームウェアは,周 波数掃引と高速ホップ・ラー

ン・サイクルの2つ の動作をオーバラップしてサポートしています。 「動作完了フラグ」につい
てはIEEE 488.槻格を参照してください。

スタンダード・イベント・ステータス ・イネーブル ・レジスタ

このレジスタは16ビット・レジスタで,ス タンダー ド・イベント・ステータス ・レジスタの中の

1つ以上のイベント・ビットが,HP‐IBステータス ・バイトの中のESBサ マリ。メッセージの中
に示されるようにします。このレジスタにはイベント・イネープル ・レジスタの規定のすべてに

従った動作を行います。このレジスタは,共 通コマンド*ESEと共通照会コマンド*ESE?に よリア
クセスされます。このレジスタは,本 器の電源を投入するとクリアされます。
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HP‐SLデバイス ・ディ
ステータス ・レジスタ

HP‐SLで はデバイス ・ディ
ます。このレジスタには,
個),お よびイネープル ・

います。

ベンデン ト・コンディション/イ ベン ト・

ベンデント・ステータス情報用のステータス・レジスタを定義してい

状態レジスタ,イ ベント・レジスタ, トランジション。フイルタ (2
レジスタがあります。各レジスタのビットは下記のように定義されて

表 4‐4.デ バイス ・ディベンデント・コンデイシヨン/イ ベント・ステータス ・レジスタ

このレジスタをアクセスするためのコマンドは大変複雑で,HP‐IBデバイス ・ステータス ・デイ
クシヨナリでは説明できません。このステータス ・レジスタのシンタックスについてはEEE
488.2および本章のHP_SLステータス 。レジスタ。シンタックスの項を参照 してください。

デバイス ・ディベンデント・ビットの定義

本器のファームウェアはデバイス ・ディベンデント・コンディション/イ ベント・ステータス ・

レジスタの中のデバイス ・ディベンデント・ビットH～ 15を下記の表で説明してあるように定義
しています。

表4‐5。デバイス ・ディベンデント・ビットH～ 15の定義

プログラムを作るときは,デ バイス ・ディベンデント・ステータス ・ビットを
使用しないHP‐SLニ ーモニックを使用して,自 由に移送できるデバイス ・ステ
ータス 。ルーチンを書くようにしてください。

ビットNo. ニーモニ ック 義定

H～ 15

9～10

8

7

6

4～ 5

3

2

1

0

R N G

CAL

STLD

A R M

TRIG

SWP

DQU

デバイス ・ディベンデント

HP‐SLラ ングージ ・サプセツト用に予約

オー ト・レンジ動作中

校正中

信号が安定 した

HP‐SL用 に予約

本器がアーミング状態になることができる

本器を トリガができる

掃引サイクルが進行中

HP‐SLシ グナル ・インテグリテイ ・サマリ ビ

ビットNo。 ニーモニ ック 定 義

12-15

11 SINr

HP‐SLの 将来の拡張のために保留

本器のシグナル ・インテグリテイ・サマリ・ビット
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シグナル ・インテグリティ・ビット

このビットHに ついては本章の 「シグナル ・インテグリテイ・コンディション/イ ベン

ト・ステータス ・レジスタ」の項に詳しく説明してあります。

オートレンジ・ビット

ビット8は ,機 器が現在の測定を停止し,自 動的に適当なレンジを選択するときにセットされま

す。本器のフアームウェアはオートレンジ動作をサポートしておらず,こ のビットは常にゼロと

して読み取られます。

校正ビット

ビット7は本器が校正動作を行っているときにセットされます。本器の校正コマンドはオーバラ

ップ・コマンドではないので,ス テータス ・レジスタ。ビットは常にゼロとして読み取られます
が,イ ベント・レジスタ・ビットを使用して,そ のイベント・レジスタが最後に読み取られて以

後本器の校正が行われたかどうかを知ることができます。

信号安定ビット

ビット6は ,出 力信号がその最終的な値におさまったときにセットされます。本器のファームウ
ェアは現在のところこの機能をサポートしていないため,こ のビットは常々 1と して読み取られ

ます。

アーミング待ちビット

ビット3は ,ア
ーミング・ステー ト待ちビットは本器ではサポートされていませんので常に

ゼロとして読み取られます。

トリガ待ちビット

ビット2は , トリガ待ちビットは本器ではサポートされていませんので常にゼロとして読み

取られます。

掃引中ビット

ビット1は,本 器が掃引中であるときにセットされます。

データ不審ビット

ビット0は下記のようにHP―SLシ グナル ・インテグリテイ・ステータス ・レジスタを示 します。

HP‐SLシ グナル ・インテグリテイ・ステータス 。レジスタとデバイス ・ディベンデント・シグナ
ル ・インテグリテイ・レジスタのビットの定義には下記の大きなちがいを除けば同じ定義です。

HP‐SLシ グナル ・インテグリテイ・コンデイシヨン・ステータス ・レジスタのビットはカレント
・デバイス ・コンディション・ビットであり,サ マリ。ビットではありません。これらのデバイ
ス条件は,デ バイス ・デイベンデント・シグナル ・インテグリティ。コンディション・ステータ
ス ・レジスタの中の力寸応するサマリ・ビットに関連したコンディション・レジスタとイネープル
・レジスタから引き出されます。

本器のフアームウェアには下記の2つ の冗長レジスタがあり,初 心者のプログラマはHP_SLモデ
ルをそのまま使用してプログラムを作成 し,熟 練 したプログラマはシグナル ・インテグリティ・

コンディション・ビットを本器の最大の分解能を使ってプログラムを作成することができるよう
になっています。
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シグナル・インテグリティ・コンディション/イ ベント・

ステータス・レジスタ

本器のフアームウェアは,出 力信号のインテグリティ (保全性)に 関する情報を記憶させるため
に一群のステータス ・レジスタを定義します。このレジスタには,コ ンデイシヨン・レジスタ,
イベント・レジスタ, トランジション・フィルタ (2個 )お よびイネープル ・レジスタがありま
す。各レジスタのビットは下記のように定義されています。

表4‐6。 信号発生器シグナル ・インテグリテイ。コンディション/
イベント・ステータス ・レジスタ

これらのレジスタの各サマリ。ビットは,デ バイスに固有なフォーマットによ
る他のコンディション/イ ベント・レジスタを表しています。

ハードウェア ・インテグリティ・サマリ・ビット

ビツト15は,サ ポート・ハードウェアが正しく動作 していないと思われる理由があることを示し
ます。本器のファームウェアにおいてはハードウェア ・インテグリティ・コンディション/イ ベ

ント・レジスタのビットを下記のように定義しています。

ビットNo. ニーモニ ック 義定

15

8～ 14

5～ 7

4

3

2

1

0

HDW

MOD

REF

FREQ

A M P L

C A L I

ハー ドウエア ・インテグリテイ・サマリ ・ビッ

デバイス ・ディベンデント・サマリ ・ビット

将来のHP‐SLの 拡張用空きビット

変調インテグリテイ ・サマリ ・ビット

リファレンス ・インテグリティ ・サマリ ・ビッ

周波数インテグリテイ ・サマリ・ビット

振幅インテグリテイ ・サマリ ・ビット

校正インテグリテイ ・コンディション・ビット

表 4‐7.ハ ー ドウェア ・インテグリテイ・サマリ ・ビット

ビットNo. ニーモニ ック 義定

4～ 1 5

3

2

1

0

F P E

10E

PSE

CPE

将来の拡張のために保留

フロント・パネル,ハ ードウェア ・エラー

入/出 カポード,ハ ードウェア ・エラー

電源エラー

CPU,ハ ードウェア ・エラー
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変調インテグリティ・サマリ・ビット

本器の変調機能が正 しく作動していないと思われる理由があることを示します。本器のファーム

ウェアは変調インテグリティ・コンディシヨン/イ ベント・レジスタのビットを下記のように定
義しています。

表4‐8.変 調インテグリテイ・サマリ・ビット

リファレンス・インテグリティ・サマリ・ビット

本器の基準周波数が正しくないと思われる理由があることを示します。本器のフアームウェアは
リフアレンス ・インテグリテイ・コンデイシヨン/イ ベント・レジスタのビットを下記のように
定義しています。

表 4_ 9 .リ ファレンス ・イ ンテグリティ ・サマ リ 。ビッ ト

周波数インテグリティ・サマリ・ビット

本器の出力周波数が正 しくないと思われる理由があることを示 します。本器のファームウェアは
周波数インテグリティ・コンディション/イ ベント・レジスタのビットを下記のように定義して
います。

ビットNo. ニーモニ ック 義定

7～ 15

6

5

4

3

2

1

0

P M C E

P M E

ASCE

ASOL

MCE

MLO

MHI

将来の拡張のための空きビット

パルス変調校正エラー

パルス変調タイム。エラー

変調信号源校正エラー

変調信号源PLL,アウト・オブ ・ロック

変調デイストリピューシヨン校正エラー

外部変調信号レベルが低すぎる

外部変調信号レベルが高すぎる

ビットNo。 ニーモニ ック 定 義

3～ 15

２

　

１

　

０

RCE

ROL

OVEN

将来の拡張のための空きビット

リファレンス校正エラー

リファレンス,アウト・オブ ・ロック

クリスタル基準オープンが冷去pしてぃる
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表4‐10。周波数インテグリテイ・サマリ・ビット

ビットNo。 ニーモニ ック 義定

7～ 15

6

5

4

3

2

1

0

CDCE

CDFL

VCE

V P L

N C E

N P L

予約

14mS∞ ax FLL校正エラー

140nS∞ax FLLアウト・オブ 。ロック

VCO校 正エラー

予約

VCO PLLア ウト・オブ 。ロック

雌 正エラー

NF P L Lアウト・オブ ・ロック

振幅インテグリティ・サマリ・ビット

本器の出力振幅が正 しくないと思われる理由があることを示 します。本器のファームウェアは振
幅インテグリティ・コンデイション/イ ベント・レジスタのビットを下記のように定義 していま
す。

校正インテグリティ ・コンディション ・ビット

校正または診断の途中でエラーが発生 したことを示 します。このビットは,照 会コマンド*CAL?

により本器が再校正され,エ ラーがなくなるまでセットされたままとなります。

表4‐H.振 幅インテグリテイ・サマリ・ビット

ビットNo. ニーモニ ック 義定

13-15

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

DCE

DOL

ATCE

Ⅸ CE

Ⅸ OL

HFCE

HFOL

LFCE

LFPE

ACE

AOL

LCE

REV

予約

周波数ダプラ,校 正エラー

周波数ダブラALC,ア ウト・オブ 。ロック

アッテネータ校正エラー

マイクロウェープ 。エクステンダ校正エラー

マイクロウェープ 。エクステンダ ・アウト・アプ

高周波校正エラー

高周波アウト・オブ ・ロツク

低周波校正エラー

低周波パワー ・エラー

ALC校 正エラー

ALCア ウト・オブ ・ロック

レベル校正エラー

逆電圧検知
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:EEE 488.2とHP‐SLの ステータス ・レジスタのシンタックス

前記で定義したステータス・レジスタはすべて下記のコマンドでアクセスできます。

表4‐12.l14EE 488.2,HP‐SL,ス テータス ・レジスタ 。シンタックス (1/2)

コマ ンド・シンタックス 義定

us

,B?

SREく NRF,

tSR?

1日SEく nrf●|

STAttus

:圧 VICEl

卜EVENl?
釧 D3on?
:PTRand“ n(1)'
:NrRansibOn(1'?
:ENABleくnrf●l?
:DOUesionablo

[EVENtl?
:CONDi」on?
:PTRansi」ont')?
:NTRansiton("?
:ENABlet●くnrf>|?

:S:NTe91ty

『EVENtl?
CONDi」 on?
:PTRansiJon(''?
:NTRansiJon(1)?
:ENABIJ●くnrr)|?
:HARDware

l:EVENtl?
:CONDi」on?
:PTRansiJon("?
:NTRansiJonい)?

:ENABieOく nrf>

イベント・レジスタと待ち行列をクリア

HP‐IBステータス ・′くイト・レジスタ

HP‐Bサ ービス ・リクエス ト・イネープル ・レジスタ

:"卜"488.2スタンダー ド・イベント・ステータス ・レジスタ

IFFF 488.2スタンダー ド・イベント・ステータス ・イネープル ・レジスタ

H P‐S Lデ′'イス ・デイベンデント・イベ ン ト・ステータス ・レジスタ
HP‐S Lデ バイス ・デイベンデン ト・コンデイション ・ステータス ・レジスタ
HP‐S Lデ バイス ・デイベンデン ト・ポジテイプ ・トランジション ・フィルタ
HP‐S Lデ バイス ・デイベンデン トネガティプ 。トランジション ・フイルタ
HP  S Lデバイス ・デイベンデン ト・イベン ト・イネープル ・レジスタ

HP  S Lシグナル ・インテグリテイ ・イベン ト・ステータス ・レジスタ

HP‐S Lシ グナル ・インテグリテイ ・コンディション ・ステータス ・レジスタ
II P‐S Lシ グナル ・インテグリテイ ・ポジテイプ ・トランジション ・フィルタ
II P‐S Lシ グナル ・インテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィルタ
HP‐S Lシ グナル ・インテグリテイ ・イベン ト・イネープル ・レジスタ

シグナル ・インテグリテイ ・イベ ン ト・ステータス ・レジスタ
シグナル ・インテグリテイ ・コンデイション・ステータス ・レジスタ
シグナル ・インテグリテイ ・ポジテイプ ・トランジション ・フィルタ
シグナル ・インテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィルタ
シグナル ・インテグリテイ ・イベン ト・イネープル ・レジスタ

ハー ドウェア ・インテグリテイ ・イベン ト・ステータス ・レジスタ
ハー ドウェア ・インテグリテイ ・コンディション ・ステータス ・レジスタ
ハー ドウェア ・インテグリテイ ・ボジテイプ ・トランジション ・フィルタ
ハー ドウェア ・インテグリテイ ・ネガティプ ・トランジション ・フィルタ
ハー ドウェア ・インテグリテイ ・イベ ント・イネープル ・レジスタ

1 本器のファームウェアはプログラマブル・トランジション・フイルタを使用していません。ポジティプ・トランジション・フィルタは
すべて1に固定され,ネ ガティプ・トラジシヨン・フイルタはすべて0に固定されます。

2 本器のファームゥェアは,上記のイベント・イネープル・レジスタのデフオルト値をすべて1に設定します。
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表 4‐12。lEEE 488.2,HP‐SL, ス テー タス レジスタ 。シンタックス (2/2)

コマ ンド・シンタックス 義定

瀾∝剛alon

i:EVENtl?
釧 Dtion?
:FTRanllion「?
:NrRan3iliOnl●?
fNABlel●くnrf●|?

:REFere南

IEVENl?
釧 Dllion?
:PTRan3ijO虐?
洲「Ransilion●?
:ENABlel●くnrf)|?

FREQ腱 呵
::EVENtl?
鯛 DOon?
:PTRa籠lli“ ?
烈「Ransi凛油●?
:ENABbl●くnrf●!?

AMPLme

ifVENl?
EЮNDilion?
:PTRa雨 lonO?
:NrRansijon(■?
:ENABIJ41くnrl>l?

奎調 インテグリテイ・イベント・ステータス ・レジスタ

壼調 インテグリテイ・コンデイション・ステータス ・レジスタ

変調 インテグリテイ・ポジテイプ・トランジション・フイルタ

壼調 インテグリテイ・ネガティプ・トランジション・フイルタ

変調 インテグリテイ・イベント・イネープル ・レジスタ

リファレンス ・インテグリテイ・イベント・ステータス ・レジスタ

リフアレンス ・インテグリテイ・コンデイション・ステータス ・レジスタ

リフアレンス ・インテグリテイ・ポジテイプ・トランジション・フイルタ

リファレンス ・インテグリテイ・ネガテイプ ・トランジション・フイルタ

リフアレンス ・インテグリテイ・イベント・イネープル ・レジスタ

周波数 インテグリテイ・イベント・ステータス ・レジスタ

周波数 インテグリテイ・コンデイション・ステータス ・レジスタ

周波数 インテグリテイ・ポジテイプ・トランジション・フイルタ

周波数 インテグリテイ・ネガティプ・トランジション・フイルタ

周波数 インテグリテイ・イベント・イネープル ・レジスタ

振幅 インテグリテイ・イベント・ステータス ・レジスタ

振幅 インテグリテイ・コンデイション・ステータス ・レジスタ

授幅 インテグリテイ・ポジテイプ・トランジション・フイルタ

振幅 インテグリテイ・ネガテイプ・トランジション・フィルタ

振幅 インテグリテイ・イベント・イネープル ・レジスタ

3 本 器のファームウェアはプログラマブル ・トラジション・フイルタを使用していません。すべてのポジテイプ・トランジション・

フイルタはすべて1に固定され,す べてのネガティプ・トランジション・フイルタは0に固定されます。

2 本 器のフアームウェアは,上 記のイベント・イネープル・レジスタのデフオル ト値をすべて 1に設定します。
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HP‐SLプ ログラムの例

目 次

HP‐SLプ ログラム作成用ツール“….………………・………………………・…………………・………・……̈ 。 4‐71
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振幅の例 .…………………………………………………………………………………………………… 4‐72
FMの 例 。……………………………………………………………………………………………………  ̈4‐72
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初期化の例 .………………………………………………………………………………………………… 4‐75
変調の例 。…………………………………………………………………………………………………… 4-75
位相の例 。…………………………………………………………………………………………………… 4‐76

HP‐SLプ ログラム作成ツール

HP‐SLを 使用 して書かれるプログラムはどの装置でも共通 して使用できます。すなわち,HP‐SL
ではフロント・パネルでのキー操作 とHP‐IBコ ー ドを一対―に対応 させてありません。以前の装

置では,プ ログラムを作成するときには,ま ずフロント・パネルである機能を試 した後にそのキ
ー操作をHP‐IBコ ー ドに変換 していました。

ここに示 してあるプログラムはBASICで 書いてあり,こ れによリコマンド文とメッセージを本器
に送ってその効果を試験できるようになっています。また,こ のプログラムはエラー状態をとら

え,ア ンダーライン付のフォーマットでコントローラヘエラー ・メッセージを返すようになって
います。

このプログラムは本器のHP_IBアドレスを19としてますが,他 のアドレスに変えることもで

きます。

プログラムはコマンド文またはメッセージをタイプしENTERキ ーを押すだけで実行することがで

きます。例えば,コ マンド文

R∞ 1.2 3 4  M H z

ではRF出力周波数が1.234MH2に設定されます。コマンド文やメッセージに照会記号 「?」が付い

ている場合は,反 転表示の応答 となります。
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HP‐SLプ ログラム作成ツール

100   DIM AS[255]′ LS[2551′ ES[255]

200   PRINT "ENTER MttSSAGE STRING TO SEND T0 8665。  REPLIES ARE SHOWN IN INVERSE'1

300   PRINT ''AND ERROR MESSAGE ARE UNDERLINED''

400   PRINT "`′ rrrrrrrrfrrfrrrrrr′ frrrrrrrffrrFrrrrrfrrFllfrrfFrfffFfFrrf′ frrf==

500   0K KBD GOSUB l100

600   CIEAR 719

700   0UTPUT 719′ 。・★ESE 60F'SRE 48“

800   GOSUB 1600

900   0N INTR 7 GOSUB 1600

1000  GOT0 1000

1100  0UTPUT 2′ KBDS′

1200  1NPUT "ENTER MttSSAGE STRING TO SEND T0 8665:・
=′AS

1300  PRINT AS

1400  0UTPUT 719′ AS

1500  RETURN

1600  Z=SPOLL(719)

1700  1F BIT(Z′ 4)=O THEN GOT0 2000

1800  ENTER 719′ LS

1900  PRINT CHRS(129)′ LSF CHRS(128)

2000  0uTPUT 719′ 'lESR?::

2100  ENTER 719′ Z

2200  0uTPUT 719′ !lSYST:ERR? STR"

2300  ENTER 719′ ES

2400  1F ES[1,1〕 ='=0" THEN GOT0 2700

2500  PRINT CHRS(132)′ ES′CHRS(128)

2600  GOT0 2200

2700  ENABLE INTR 7′ 2

2800  RETURN

2900  END

AMの 例

AM変 調度を57%と 設定し,ExternJ AC,AMを選択します。

100   ! Set the Source to external and the coupling to AC.

200   0UTPUT 719′ ::AM:SOUR EXT′COUP AC"

300   : Set the AM depth to a value of 57t and turn AM on。

400   0UTPUT 719′ "AM:DEPT 57t′ STATE ON"

変調周波犯 .5kMz,内部信号によるAMで ,AM変 調度を73%に 設定します。

100   : Set the Source to internal and no coupling。

200   0uTPUT 719′ "AM:SOUR INT"

300   : Set the AM depth to a value of 73t。

400   0UTPUT 719′ 'lAM 73t"

500   : Set the LFSource Frequency to 2.5 kHz.

600   0UTPUT 719′ "LFS′FREQ 2.5 KHZ"
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出カレベルの例

振幅を100mvに設定し,他 の測定によつて適当な読みが戻されるまで,0。ldBステップで増加させま

す。振幅をボルトを単位として照会します。

100   : Set output level to 100 mV and enable RF output

200   0UTPUT 719′ "AMPL 100mV′ AMPL:STATE ON"

300   ! Set default instrument amplitude units to return volts

400   ! and default instrument amplitude step to dB this allows

500   ! 10garithmic stepping of the amplitude in volts。

600   0UTPUT 719′
"AMPL:UNIT V′ STEP:UNIT DB"

700   : Set increment to O.l dB。

800   0UTPUT 719′
"AMPL:STEP:INCR O.1=・

900   ! Loop testing value and incrementing output level by O。 l dB

1000       ! Make what ever tests are required here′  if prOper level

l100       ! has been reached′  goto line 1700

1200  ! Increase source amplltude by O.l dB.

1300  0UTPUT 719′
"AMPL UPi'

1400  ! 」 ump back to test.

1500  GOT0 1000

1600  ! Read current amplitude back from source.

1700  oUTPUT 719′ ':AMPLE?"

1800  ENTER  719′ LEVEL

1900  PRINT  ''Level required was =:メ LeVel′ " Volts。 "

FMの 例

FM周波数偏移をコントローラのキーボードから入力する値に設定します。FM信号源は外部に設定しま

す。

100   ! Set the Source to external and the coupling to DC.

200   0UTPUT 719′ "FM:SOUR EXT′ COUP DC"

300   ! Input the FM deviation from the console。

400   1NPUT "Enter the FM DeViatin in kHz:  11′ Fm deViation

500   ! Set the FM deviation to the value given as input.

600   0UTPUT 719′
::FM "′Fm deViationF"KHZ:1

700   ! Now turn FM on.

800   0UTPUT 719′ ''FM:STATE ON''
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周波数の例

本器をリセットし,周波数を137MHzに設定し,出カレベルを4.5dBmでオンにします。

100   : Set instrument to known state。

200   0UTPUT 719′ "★RST''

300   ! Set frequency to 137 MHz

400   0UTPUT 719′ '・FREQ 137MHz・ ・

500   : Set output level to 4.5 dBm and enable RF output

600   0UTPuT 719′ '。AHPL 4.5DBMFAMPL:STATE ON==

本器をリセットし,振 幅をオンし,周 波数と出カレベルを,コ ントローラのキーボードから入力する値
に設定します。

100   ! Set instrument to known state。

200   0uTPUT 719メ '=★RST'!

300   ! Input the Frequency and the Amplitude from the console.

400   1NPUT    ''Enter frequency in MHz: ':Freq

500   工 NPUT    ''Enter amplitude in dBm: '!Ampl

600   ! Set the Frequency and Amplitude to the input values.
700   0UTPuT 719′ "FREQ "′ Freq′ 1:MHZ′AMPL ''′AmpleF"DBMFAMPL:STATE ON"

本器をリセットし,出 カレベルをOdBでオンし,周 波数を200MHzから300MHzまでlMHzずつ変えてい
き,各 周波数で何らかの測定を行います。

100   ! Set instrument to known state.

200   0UTPuT 719′ "★RST"

300   ! Set frequency to 200 MHz and set frequency increment to lMHz.

400   0UTPuT 719′ "FREQ 200MHz′ FREQ′ STEP lMHZ:'

500   ! Turn RF on at O dBm

600   0UTPuT 719メ 1'AMPL O′AMPL:STATE ON''

700   FOR X = O To 100

800        :  Add code to make whatever

900        !  measurement is needed here.

1000       !  Increase frequency by lMHz

l100      ouTPuT 719′ '1「REQ UP"

1200  NEXT X

本器の出力にタプラを装着するものとして,タ プラを通ったあとの周波数,つ まり,RF周 波数の2倍の

周波数になるオフセットを設定します。また,こ の信号に10。7MHZ の オフセットを設定します。

すなわち,周 波数=(LO.周 波数)× 2-lo。7MHzと なります。

100   ! Set frequ multiplier to two and frequency offset to -10.7MHz

200   0uTPuT 719′ ''FREQ:MULT 2,OFFSET -10.7MHZ"

300   ! Set signal generator so that frequency of interest will be

400   ! 107.7 (actual Signal generator output frequency is 59.2 MHz)。

500   00TPUT 719メ ==FREQ 107.7MHZ"
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６

７

８

EMFモ ードの例

! SAMPLE PROGRAM TO TURN EMF MODE ON AND OFF IN PSG
:

Adress=719

00TPUT Address′

!

OUTPUT Address′

!

END

'=AMPLITUDE:SOURCE:UNIT V" : SETS EMF MODE

'=AMPLITUDE:OUT:UNIT V" ! SETS NON EMF MODE

HP‐lBデ バイス ・ステータスの例

本器のデバイス・ステータス・ユーモニックの使用例を以下に示します。

例 1

エラー待ち行列にエラーが置かれるとサービス ・リクエストを出すように本器を構成します。

★ESE 60′ ★SRE 32

ス タンダー ド ・イベ ン ト・ステー タス ・レジス タの中のCM E , E X E , Q Y E ,お よびDD Eと , H P‐I B
ステータス ・バイ トの中のESBサ マリ ・メッセージをイネープルにします。

例 2

分数Nの 位相ロック ・ループがアウト・オブ 。ロックになるとサービス ・リクエス トを出すように本器
を構成 してください。

STAT:ENAB 2048′SINT:ENAB 4′FREQ:ENAB l′★SRE 128

H P‐IBステータス ・パイ トの中のシグナル ・インテグリティ ・サマリ。メッセージ,周 波数インテグリ
テイ ・サマリ 。メッセージ,NPLイ ベント・ビット,お よびDEVサ マリ 。メッセージをイネープルに
します。

例 3

サービス ・リクエス トに応答 し,本 器のステータスをデコー ドします。

★STB?

data = 128

STAT?

data = 2048

STAT:DQU?

data = 4

STAT:SINT:FREQ?

data = 1

STAT:SINT:FREQ:COND?

data = 0

HP‐IBステータスバイトを読む
DEVサ マリ・メッセージの受け取 り
デバイス固有イベント・ステータス ・レジスタを読む
HP‐SLシ グナル ・イングリティ・サマリ・ビットの受け取り
信号発生器シグナル ・インテグリティ・イベント・ステータス ・レジスタ
を読む

周波数インテグリティ・サマリ・ビットの受け取り
信号発生器周波数インテグリティ・イベント・ステータス ・レジスタを読
む
NF PLLがアウト・オブ 。ロック
周波数インテグリテイ条件ステータス ・レジスタを読む
NF PLLは現在アウト・オブ。ロックしていない

以上のことから,NF PLLの 中に過渡的なアウト・オブ 。ロック状態があったことがわかります。
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初期化の例

Ю秒のログ掃引をセット・アップしてください。ユーザに対してスタート周波数のプロンプトを出し,

200MHzの スバンで掃引してください。マーカを,ス タート周波数+50MHz,+100MHz,お よび+

150MHzに設定します。その次にシングル掃引を行っています。

100   ! Get start frequency from user。

200   1NPUT "Enter Start Frequency in Hz: :=FStartfreq

300   : Set start frequency and span fro sWeep.

400   0UTPUT 719′ 'OFREQ:START '・
′Startfreq′

''FSPAN 200MHZ"

500   ! Set sweep time to 10 Sec. and select log sweep

600   0UTPUT 719′
''SWEEP:TIME 10,SPACING LOG"

700   ! Set markers

800   0UTPUT 719′ '。MARKER "′ Startfreq+50000000′
“
′MARKER:STATE ON"

900   0UTPUT 719′ "MARK2 ''′ Startfreq+100000000′
'1′MARK2:STATE ON''

1000  0UTPUT 719′ "mRK3 "′ Startfreq+150000000′
"′MARK3:STATE ON"

1100  ! Become sweeper′  enable auto sweeping and select single.

1200  0uTPUT 719′ ''FREQ:MODE SWEEP′ :SWEEP:MODE AUTO==

1300  0UTPUT 719′ ==INITialize:MODE SINGLe''

1400  ! The next line will cause the sweep tO begin.

1500  0UTPUT 719′ "INITialize:IMMediatell

変調の例

ある手順の途中において,本 器を現在のRF出力周波数と出カレベルにしたままで,す べての変調をオフ

にして測定を行わなければならない場合があります。

下記の例では,す べての変調をオフにし,必 要な測定を行い,そ れからオフにする前の変調に戻します

(注記 :プログラムのこの部分は,そ の実行時の変調モードに関係なく機能します)。

7100  : Shut off all modulation.

7200  ouTPUT 719′ "MOD:STATE O「 F:=

7300  ! Make any necessary tests/measurements

7400  !

7500  ! Return modulation to the state it was

7600  oUTPUT 719′ "MOD:STATE ON"

in before line 7200
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●

位相の例

:       位
相を調整して,その直交軸が2つのソースの間に設定されるようにします。

0                        100   ! set the phase step to l degree

o                        200   0uTPUT 719′
・=PHAS:STEP lDEG"

1:                        i!|   !。::l:ilue adjusting the PhaSe by l degree untll the v01tage iS

0                        600        ! Measure mixer voltage using appropriate equiprlent and stOre

●            700   !the value as"Measurement".

°
                        ;::       IFIiM:::::[認 ili :isg::]:eIH:lan O.l V increment phase。

●            ll::   E:XPUT 719だ

PHAS UP"

0                        1200       ! If measurement is less than -0。 l V decrement phase.

●             1300   1F(Measurement)S<S-0。 lV THEN OUTPUT 719F"PHAS DOWN"

o                        1400       ! If measurement is okay then set done to quit looping.

1:                        :ill  uNTIiLii:f[=Lll)

●

●

:       キ
ヤリアの位相を30° シフトさせ測定を行います。次に位オロを0に戻してください。

0                         1 0 0    :  s e t  P h a s e  v a l u e  t o  O .

●            2 0 0  0 U T P U T  7 1 9′ " P H A S : R E F "

0                        300   ! Shift Phase by 30 degrees。

●            4 0 0  0 U T P U T  7 1 9′
"P H A S  3 0 D E G "

1:                        ill   lul:|]Pill:"]li:°
:ii[::Oleasurement.

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
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●

●
付録A 設 置

開 梱

●       本 器の受け入れ検査においては,まず輸送時の梱包に損傷がないかどうかチェックしてください。損傷
・       駆象呈各そち官12争逸肇l説覚省辱堤nt竜換魯宅毎警濯魂竃奪ご切

であったか,また本器の動

:       欠
品,機械的損傷または不良があった場合は当社の最寄りの営業所にお知らせください。

:     電 源の接続

・
      本 器の電源は1∞～120VAC(± 10%),48～44011zっまたは220～240VAC(± 10%),48～440Lを 必要と

8       と
基露L彎1晃ξま:∞

VA以内です。本器の電源に関する条件の詳細については 「Calibration Manual」

●

●
●
●

:       李言醤諮含三子看界1混千tlll農ち亀募播蓑暴誌界11「場魯λじま蔭LЪ譴属Iを1霧?仝夕雲
地の確保が完全でないと思われる場合には,本 器を動作させないでください。

●

:     電
源の投入

:       T霧 :横資
な環境で使用するときは,そ の使用条件について

“
Calibradon Manual"のSecdon 2を参照して

・
       POWERキ ーをオンの位置にします。フロント・パネルのランプ類が瞬間的に点灯し,電源が入つ

●      た ことを示します。

FREQUENCY/STATUS表示部の右下のMSSGラ ンプが点灯した場合は,本器にエラーが発生しているこ

●       ;亀雹与涯:二専:」こ叢♂Y套露V習:ξま∫
してエラー・メッセージを調べます。エラー・メ

●
●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

　

●
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付録B 別 売オプシヨンと付属アクセサリ

信号発生器用別売オプションと付属アクセサリ

本器の別売品とアクセサリには下記のものがあります。ご注文およびオプションの最新情報につ
いては当社の最寄りの営業所にお問い合わせください。

オブション

∞1: 高 安定度 タイムベース

∞■ リ ア ・パネルの入/出 力端子 (フロント・パネルの入/出 力端子の削除)
004 :低 ノイズ 。モー ド

oo& パ ルス変調
010: 低 劇Цフロント・ハンドル ・キットが含まれます)
907: フ ロント・ハンドル ・キット(5061‐9690)

908: ラ ック ・フランジ 。キット(5061‐9678)

909: フ ロント・ハンドル/ラ ック ・フランジ 。キット(5061‐9684)

910 マ ニュアル ・セットの追加 (サービス ・マニュアル付)
915: サ ービス ・マニュアルの付加
W03:90日 オンサイ ト保証 (標準の 1年保証の差 しかえ)
W30保 証期 間の3年 延長

アクセサリ

サービス 。キット(08665-6H16)
トランジット・ケース (9211-2662)
トランジット・ケース用キャスター

(1490-0913)
ノン ・チル ト・ラック ・スライ ド・キツト(1494-0059)
チル ト・ラック ・スライド・キット(1494‐0063)
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付録C ス ペシヤル ・フアンクション

スペ シャル ・ファンクションヘのア クセス

本器のスペシヤル ・ファンクションにアクセスする方法には以下の2つ があります。

1.SPC:ALキ ーを押 してから,ノ プを回すか, ↓または↑キーを押 してコ駆QttNCY/STATUS表
示部にスペシヤル ・ファンクションを表示させる方法。ENTERキ ーを押 して希望するスペ

シャル ・ファンクションにアクセスします。

または

2.SPECIALキ ーを押 してから希望するスペシャル ・ファンクションの番号を入力する方法。
ENTERキ ーを押すとそのスペシャル ・ファンクシヨンにアクセスします。

SPEC:ALキ ーの上の黄色のランプが点灯 し,ス ペシャル ・ファンクションが呼び出されたことを

示 します。D:SPLAYキ ーを押 してからSPEC:ALキ ーを押すと,現在設定されているすべてのスペ

シャル ・ファンクシヨンが表示されます。

スペシャル ・ファンクションには以下があります。

100:Au t O  A t t e n u a t t t o n

アッテネータを現在の設定値でロックしたリロック解除することができます。ON(ア ンロック)の とき
は,出 カ レベルは任意の値に自動設定 しますが,OFF(ロ ック)の ときは,ロ ックされ

ているアッテネータをロックし,バーニア ・レンジ内出カレベルを瞬断なしで連続可変できます。

101:Attenuattton

本器を動作させるにつき,ど のアッテネータを使うかを選択 します。この機能をオンするとスペシャ
ル ・ファンクション100のオート・アッテネーション機能はオフになります。

1 0 2 : A m p t d  c o r r e c t t t o n

ONの ときは出カレベルは内蔵の校正データが適用され,OFFの ときはそのデータは使用されません。

103:Amptd Lttmttt

本器の出カレベルの上限を指定します。
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1048Wideband ALC

ALCの 帯域幅を決めます。OFFの ときはALCの 帯域幅が最小になり,ONの ときは選択されたRF出力
レベルに対する最大の帯域幅が選択されます。

1058amplitude Muting

周波数を変えたとき数MLの トランジェントが生じ,出 カレベルを変えたとき約±6dBの トランジェン
トが生します。0田 のときは, このような特性になり,ON(デ フオルト)の ときは, このトランジェ
ント期間だけ出カレベルを20～40dB強制的に減衰させます。

´デン1103Rel Φ  AdjuSt

RF出 力信号の位相を,現 在の周波数を基準にして1・のステップで変化させることができます。

1118Freq Multiplier

RF出 力周波数を外部の分周器または逓倍器に接続 し,本 器の表示 をその最終周波数にすることができま

す。正の整数,例えば+2に より,表示させる周波数が 2倍 になり,負 の整数,例えば‐2に より表示周波数
が12に なります。周波数の乗数が+1以外のときにフロント・パネルのOFFSETラ ンプが点灯 します。

1128PhaSe cont sweep

本器の掃引を位相連続掃引モー ドにします。このモー ドでは,本 器は2つ の選択されたエンド・ポイン

ト間でリエアな位相連続掃引を行います。この掃引モー ドは周波数 トランジェントのないスイーバと同
様であり,非 常に直線性の高い精密な掃引が行われます。

1203FM Synthestts

この機能によってディジタイズ ドFM,ま たはリエアFMを 選択することができます。ディジタイズ ドFM

方式はシングル ・トーン変調に最も適 しており,正 確な中心周波数が得 られます。リエアFM方 式はマル
チ ・トーン変調方式に最も適 しており,デ イジタイズ ドFM方 式より安定 した群遅延が得 られます。
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1308AudiO Wave

この機能により変調信号の波形が選択できます。正弦波,方形波,三角波,ランプ波,またはホワイ ト・ガ

ウシアン ・ノイズを選択できます。

131:AudiO Triggered

ONに するとスペシヤル ・ファンクシヨン132が可能となります。

1323Trttg Audio

この機能は,ス ペシャル ・ファンクション131によリイネープルとなり,変 調信号源を トリガすること

によつて,1回 の3“
・

サイクルの信号を発生させます。この変調信号源がホワイ ト・ガウシアン ・ノイ

ズのときは,「 1/変 調周波数」の期間の雑音パース トが得られます。出力できる変調信号の波形は5

種類です。 ト リガはフロント・パネルのONキ ーで行います。

133:Aud2 Freq

この機能は,チ ヤンネル2の 変調信号をオン/オ フします。また,チ ャンネル2の 変調信号周波数を設

定することができます。変調信号の周波数は,0.lHzか ら4∞kHzまでの範囲で任意に設定できます。

1348Aud2 Level

この機能はチヤンネル2の 変調信号のレベルを設定 します。チャンネル2の 変調信号のレベル

OVか らlVまでの範囲で任意に設定できます。

135:Aud2 Wave

この機能は,チ ヤンネル2の 変調信号の波形を設定 します。正弦波,方 形波,三 角波,ラ ンプ波および

ホワイ ト・ガウシアン ・ノイズが選択できます。

136:Aud2 Φ

この機能は,チ ャンネル2の 変調信号の位相を調整 します。位相は度単位,またはラジアン単位で表現

されます。フロント・パネルのdeg,radキーを押すと,単位が切り替わります。入力は自動的に,例えば,

560°の入力は‐160°に変換 されます。
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●

●

:       137:Aud AM Depth

●       こ の機能は,チ ヤンネル1へのAM変 調をオン/オ フします。また,チ ャンネル1へのAM信 号の変調度
●       を 設定することができます。0%か ら1∞%の範囲の任意の深度が設定できます。

●

●       138:Aud AM Freq

:       肝£魔盾£iα孟乱ご奪ガ島奮?理ζた義亀コ
の周波数を設定します。AM信号の周波数は,

●       1398Aud AM Wave
●

●       こ の機能は,チ ヤンネル1へのサブキャリアAM変 調の波形を設定します。正弦波,方 形波,三 角波,

●       ラ ンプ波およびホワイト・ガウシアン・ノイズが選択できます。

●

●       1408Aud AMΦ

: li曇彗Ltti鰐暦″揮[霧需i鮮1群∬
鱗と

●       に 変換されます。
●
●        1 4 1 : A u d  F M  D e V

:       λ露篠斃聴望電∵省ピtlffξ翼∴ЪL琢腎雛 λ髪“λこ暮凛彩桑製lζま手rア
FM変調

8       142:Aud FM Freq

●       こ の機能は,チ ャンネル1へのFM変調の周波数を設定します。FM変調の周波数は,0.lHzから

8       4∞

睡Lまでの範囲で任意に設定できます。

●

:
●

:
●

:
●

:
●

:
●

:
●

:
●

:                                   C‐
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143:Aud FM Wave

この機能は,チャンネル 1へ のサブキャリアFM変 調の波形を設定 します。正弦波,方形波,三角波,
ランプ波およびホワイ ト・ガゥシアン 。ノイズが選択できます。

1448Aud FMΦ

この機能は,チ ャンネル 1へ のサブキャリアFM変 調の位相をチャンネル 1の変調信号の位相を基準とし
て調整 します。位相は度単位,またはラジアン単位で表現されます。フロント・パネルの

deg,劇 キーを押すと,単位が切 り替わります。入力は自動的に,例えば,560°の入力は‐160°
に変換されます。

1458Aud Φ M Dev

この機能は,チ ャンネル 1へ のサブキャリアΦM変 調をオン/オ フします。また,サ プキャリア
ΦM変 調の偏移を設定することができます。o°から179.9°の範囲の任意の偏移が設定できます。
偏移は度単位,またはラジアン単位で表現されます。フロント・パネルのdeg,radキーを押すと,
単位が切 り替わります。

146:Aud Φ M Freq

この機能は,チ ャンネル 1へ のサプキャリアΦM変 調の周波数を設定 します。サプキャリアΦM変 調の

周波数は0。lLか ら400kHzま での範囲で任意に設定できます。

1473Aud Φ M Wave

この機能は,チ ャンネル 1へ のサブキャリアΦM変 調の波形を設定 します。正弦波,方 形波,三 角波,
ランプ波およびホワイ ト・ガゥシアン・ノイズが選択できます。

148:Aud Φ M Φ

この機能は,チ ャンネル 1へ のサプキャリアΦM変 調の位相を調整 します。位相は度単位,また
はラジアン単位で表現されます。フロント・パネルのdeg,radキーを押すと,単位が切 り替わり
ます。入力は自動的に,例えば,560°の入力は‐160°に変換 されます。
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1498Aud Pu■ se

この機能は,チ ャンネル 1へ のサプキャリア・パルス変調をオン/オ フします。

150:Aud Pulse Freq

この機能は,チ ャンネル1へ のサプキャリア・パルス変調のくり返し周波数を設定します。パルス周波
数は0。1ヨしから50kHzま での範囲で任意に設定できます。

151:Aud Pu■ se Φ

この機能は,チ ャンネル1へ のサプキャリア・パルス変調の位相を調整します。位相は度単位,
またはラジアン単位で表現されます。フロント・パネルのdeg,radキーを押すと,単位が切り替
わります。入力は自動的に,例えば,560°の入力は‐160°に変換されます。

160:Ref Calibration

この機能により内部基準発振器の周波数を調整することができます。基準周波数の調整に使用される値
は0か ら255の範囲です。 1ス テップ変化するたびに基準周波数は4Hzだ け可変します。基準周波数を
10MLに 設定するための値は機器によって異なっています。装置をプリセットすると,基 準周波数はそ
の校正値に戻 ります。

1618Ref Source

本器が内部基準発振器を使用しているか,外 部のタイム ・ベース信号源を接続 しているかを表示します
(オプション001,高安定タイムベースを外部タイムベースとして使う場合は,リ ア ・パネルのREFINコ ネ
クタに接続します)。表示は連続的に更新されます。

162:Al■ ow EXT Ref

この機能は,オ プション001高安定タイムベースの動作に影響 しないように,外 部タイムベース信号源
を使用できないようにします。プリセット状態のONで は,内部基準発振器または外部タイムベースを使
用 します。OFFの 場合は内部基準発振器のみを使用 します。
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1703TeSt

本器とモジュール ・ハードウェアに故障がないかどうか試験します。ノプを回して希望する試験

を選択し,次 に… キーを押 します。メッセージ
“
Resdt Code A O"は 本器が正常に動作 し

ていることを示しています。フロント・パネルの表示部に 「0」 以外が表示されるときは,故 障

があることを示 しています。リザルト・コードの定義についてはService Diagnostics Manu」

(パ
ーツ番号08“59∞ 24)を参照してください。

1713ReCal

本器全体を再校正することができます。1回の再校正には3分 ～5分 かかります。校正にパス

すると,メ ッセージ 「Result Code=0」 が表示されます。エラー ・コードの定義については

Servic Diagnostics Manual(パーツ番号08“5‐90024)を参照してください。

1728RAM Wipe

本器を 「ハード」リセットし,RAMの 内容 (校正データを含む)をクリアします。ユーザがフロント・

パネルまたはHP‐IBを 通じて入力した設定値がすべて消去され,再 校正が自動的に行われます。

1738SeCurttty

スペシャル ・ファンクシヨン191～ 195を 機密保護することができます。ONの ときは,ス ペシャル ・

ファンクシヨン172で説明したように自動RAMワ イプを行わないとスペシヤル ・フアンクション191～

195をオフにすることができません。この機能がONの ときは,OFFに したときにRAMワ イプが行われ

ます。また,本 器の電源スイッチをSTBYに してからONに 戻してもRAMワ イプが行われます。

180:DC Vo■ tmeter

この機能によって本器をDC電 圧計 として使用することができます。DC電 圧はリア ・パネルのコネ

クタVOLTMETER INか ら入力 します。フロント・パネルの表示電圧は連続的に更新 されます。以下

の動作特性 (代表値)を 適用 します。

レンジ        ± 50Vdc
感度         0.5Vdc
最大入力電圧     ± 180Vdc
入カインピーダンス  130k Ω

確度
分解能

270mV± 2.7%

100mV
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181:AC Voltmeter

この機能によって,本 器をAC電 圧計として使用することができます。AC電 圧はリア ・パネルのコネク
タVOLTMElLKINか ら入力 します。フロント・パネルの表示電圧(Vms)は連続的に更新されます。以下
の動作特性 (代表値)を 適用 します。

レンジ        ± 50Vpk
帯域幅        10Ⅲ z
感度         0.5Vpk
最大入力電圧     ± 180Vpk
入カインピーダンス  130kΩ

1828POWer Meter

この機能によって,本 器をパワーメータとして使用することができます。測定する電力は本器の上部カ
バーの下にあるコネクタから入力します。フロント・パネルの表示電力 (dBm)は 連続的に更新されま
す。以下の動作特性 (代表値)を 適用します。

‐10～+20dBm

250kHz～ 2GHz

±5dBm(‐ 10～ OdBm)

±3dBm(0～ +10dBm)

±ldBm(+10～ +20dBm)

最大入カパワー    25dBm
入カインピーダンス  50Ω  AC結合

1903Serial #

本器のシリアル ・ナンバを表示します。

191:Blank Display

この機能によって,フ ロント・パネルcEDア ナンシエータ灯を含む)の 機器設定値をすべてプランク
に
'す

ることができます。 したがって,フ ロント・パネルのキーストロークが有効であっても,ユ ー

ザーと本器との対話がフロント・パネルに表示されることはありません。
スペシャル ・ファンクション173をSPCL191とともに利用して,表 示全体の安全を保護します。

この機能をオフにする場合はSPEC:AL191 ENTER OFFを 押 してから,電 源を再投入します。信号発生
器に電源が投入され,完 全な状態で表示が行なわれるようになります。

確度
分解能

パヮー ・レンジ

周波数レンジ

確度

290mV± 3.2%

100mV
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スペシャル ・ファンクション173とスペシヤル ・フアンクシヨン191を併用し,本 器

をリストアして完全な状態で表示が行なわれるようにする場合に電源を再投入して

すると,RAM WIPEが 起動 して,信 号発生器による再構成が行なわれます (スペ

シャル ・ファンクション172と173の記述を参照してください)。

1928Blank Frequency

周波数のフロント・パネル表示をプランクにします。この機能がONの ときは,FREQLIENCY/STATUS

表示部の各セグメントにはダッシュが表示され,モ ード・セレクトのLEDが 消え,周 波数に関係するス

ペシャル ・ファンクションがすべてプランクになります。

スペシャル ・ファンクション192に入る前にまずスペシヤル ・フアンクシヨン173をオンにして,周 波数

表示のセキュリテイがかけられます。

1938Blank Modulation

変調レベルのフロント・パネル表示をプランクにします。この機能がONの ときは,変 調レベル表示部の

各セグメントにはダッシュが表示され,変 調のLEDが 消え,変調に関係するスペシャル ・フアンクシヨ

ンがすべてプランクになります。

スペシャル ・ファンクション193に入る前にまずスペシヤル ・フアンクシヨン173をオンにして,変 調表

示のセキュリテイがかけられます。

1948B■ ank Audio

変調周波数のフロント・パネル表示をプランクにします。この機能がONの ときは,変 調周波数の表示部

の各セグメントにはダッシュが表示され,音 声周波数に関係するスペシャル ・ファンクシヨンがすべて

プランクになります。

スペシャル ・ファンクション194に入る前にまずスペシヤル ・フアンクシヨン173をオンにして,音 声表

示のセキュリテイがかけられます。

195:Blank Amptd

RF出力のフロント・パネル表示をプランクにします。ONの ときは,振幅表示部の各セグメントがダッ

シュを表示し,RF振 幅に関係するスペシャル ・ファンクシヨンがすべてプランクになります。

スペシャル ・ファンクション195に入る前にまずスペシヤル ・フアンクシヨン173をオンにして,振 幅表

示のセキュリティがかけられます。

1968European RadttX

数字に使用する 「基数記号」と 「セパレータ記号」を決めることができます。 「基数記号」とは整数部

と少数部の間の分割記号のことで,「 セパレータ記号」とは桁数の多い数値を数桁ごとに分離する記号
のことです。

この機能がOTの ときは,フ ロント・パネルに表示される基数記号はピリオドとなリセパレータ記号は
コンマとなります。ONの ときは前者がコンマ, 後者がピリオドとなります。例えば, OFFの ときは

123456789Hzは123,456,789.∞Hzとなり,ONの ときは123.456.789,CXlとなります。
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210850 0hm Pu■ se

この機能は,オ プション008に よって可能となります。ONの 場合,PuLSE変 調入カコネクタの
入カインピーダンスは50Ωです。OFFの 場合,PULSE変 調入カコネクタの入カインピーダンスは
100kΩです。

2118PulSe Ctrl

この機能は,オ ブション008によって可能となります。プリセット状態のDir∝1に設定すると,ダイレク
ト・パルス ・コントロールによるパルス変調が可能となります。Pulsc Genに設定すると,内部パルス ・
ジェネレータによるパルス変調が可能となります。スペシャル ・ファンクション212～ 214を使ってパ
ルス遅延,パルス幅,トリガ ・エッジの設定が行えます。

2128PulSe Delay

この機能は,オ ブション008に よって可能となります。RFパ ルス出力のパルス遅延ed)の 量を
設定することができます。パルス遅延はノプを回して入力することも,DATAキ ーを押 して入力す
ることもできます。プリセットの遅延幅は1.00sです。

2138PulSe Wttdth

この機能は,オ プション∞8に よって可能となります。RFパルス出力のパルス幅ew)の 量を設
定することができます。パルス幅はノプを回して入力することも,DATAキ ーを押 して入力するこ
ともできます。プリセットの遅延幅は1.00ぃです。

214:Pulse Trig Edge

この機能は,オ プション008によって可能となります。RFパルス出力のトリガ 。エッジを,ポジティプ。
エッジとするかネガティプ 。エッジとするか,または両方のエッジとすることができます。ノプを回し
て選択 します。プリセットの トリガ 。エッジはポジティプです。

220:VOR Setup

この機能によって, コンポジットVORテ スト信号を生成することができます。本器が0°のベアリング
用に108.OM比の搬送波ステーションに設定されます。

221:Localttzer Setup

この機能によって,コ ンポジットローカライザ ・テス ト信号を生成することができます。本器が
108。lM陀 の搬送波のODDM用 に設定されます。

222:Glideslope setup

この機能によって,コ ンポジットガイドスロープ 。テス ト信号を生成することができます。本器が
334.7MLの 搬送波のODDM用 に設定されます。

22380M Beacon setup

この機能によって,OMビ ーコン・テスト信号を生成することができます。本器が2Hzのパルス ・トー

ン・ビーコン用に設定されます。

224:MM Beacon setup

この機能によって,MMビ ーコン・テスト信号を生成することができます。本器が2Hzのパルス ・トー

ン・ビーコン用に設定されます。

●
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22581M Beacon Setup

この機能によつて,IMビ
ーコン・テスト信号を生成することができます。本器が2Hzのパルス ・トー

ン・ビーコン用に設定されます。

300:Service Mode

この機能は,本 器のサービス診断ルーチンを起動します。このサービス診断ルーチンのいずれかにアク

セスし,起 動させるためにはサービス診断スイッチ (ServiCe Diagnosdcs ManuJ,HP部品番号 :08645‐

醐 参照)が 正しく設定されていなければなりません。
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:     エ
ラー ・メッセージ

:       葎重禦省重ヱ手″雛皇稲墨群差̀祟こ菫享F雪あ賃すl重子I+肇あぢ=χ男経奪重皇掌解
●        さ れます。

1用しようとすると,直 ちにFREQ― CY/ S T A T U S表示部にエ

}合のエラー ・メッセージについては表)1を 参照してくださ

●       本 器が,電 源投入のとき,ま たはサービス診断校正を行ったときに異常状態を検知した場合は,メ ッ
●       セ

ージ待ち行列にエラー ・メッセージが置かれます。このとき,FREQUENCY/STATUS表 示部にある

●       MSSGラ
ンプが点灯します。

・       こ3常臭慇章ヱ石換̀准tttr:景ミ暑房ヱ;r)iび奪生3サ野五せ2y霧:理子:押
します。

●       も う一度エラー・メッセージを見たいときは,青色のSHIFTキーを押し,次にMSSGキーを押しま

:       :L言子「こ梶暮房̀;ヱで1'電ヒ5た3二子I婁338基畠ιそ負終17、。 メ
ッセージも消去
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付録D エ ラー 0メ ッセージ

アウト・オブ 。ロック(OoL)の エラー ・メッセージが発生してもハードウェア
上の問題があるとは限りません。他の問題により00Lエ ラーが生じる場合もあ
ります。

例えば,本 器動作中にタイムベース基準信号源を内部から外部に切り換えても,
∞ Lエ ラーが発生することがあります。

また,本 器を指定の動作範囲外で動作させようとした場合も00Lエ ラーが発生
することがあります。例えば,現在の出カレベルとAM変 調度で出力信号が約
+16dBmを 越えると,00Lエ ラーが生じることがあります。
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表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ(lρ)

エラー ・メッセージ 容内

蝉 depth t00 1arge

AM depth too slndl

AM ttxr too large

A M  i n c r t o o  s m a u

Amptd incr too large

Amptd incrtoo small

Amptd limit too high

Amptd limittoo low

Amptd offset too large

Amptd offset too smali

A m p t d  s e t t i n g  t o o  l o w

Amptd setting too high

Argument Out ofrange

A“ nuadon too hge

Attenuation too sFnall

Audio2 freq too high

Audio2 freq oo bw

AM変 調度を1∞%を 超える値に設定した。スペシヤル ・フ

ァンクシヨン103(Amptd Limloにより,AM変 調度が現

在の振幅の設定値で制限されている。例えば,現在振幅

の設定値力g_「19.9dBmの場合は,AM変 調度の最大値は0%と

なります。

入力したAM変 調度が最小許容値 o。1%)未満である。

入力したAM変 調度のインクリメント値が最大許容値

(10o%)を超えている。

入力したAM変 調度のインクリメント値が最小許容値

⑬。1%)未満である。

入力した振幅のインクリメント値が最大許容値 (100dB
またはlV)を超えている。

入力した振幅のインクリメント値が最小許容値 (0.ldB
または0.001μ V)未満である。

入力した振幅のリミット値が最大許容値 (スペシヤル ・

ファンクシヨン103で指定される+19.9dBm)を超過。

入力した振幅のリミット値が最小許容値 (スペシヤル ・

ファンクシヨン103で指定される‐137dBm)未満。

入力した振幅オフセツト値が最大許容値 (50dB)を超え

ている。

入力した振幅オフセツト値が最小許容値 (‐50dB)未満。

入力されたキャリア振幅が最月ヽ許容値 (‐140dBm)未満。

入力されたキャリアの振幅が最大許容値 (+19.9dBm)を
超えている。

HP‐IBで,不 当な数値の入ったコマンド・パラメータを

送ろうとした。例えば 「FM:STA¶り」(STATE 2はない)
または,「FREQ:SⅥぽ6」 (モ=ド 6は ない)を送るとこ

のエラーが発生します。

入力した減衰量が最大許容値 (145dB)を超えている。

入力した減衰量が最小許容値 (OdB)未満である

スペシャル ・フアンクシヨン133で入力したチヤンネル

2の 変調信号周波数が許容最大値 (400kHz)を超過

スペシャル ・ファンクシヨン133で入力したチヤンネル

2の変調信号周波数が許容最小値 (0.lHZ)以下。
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表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ(2/9)

エラー ・メッセージ 容内

Audo2 1eveltoo high

Audio2 1evel too low

A u d i o  Φ i n g  8 0 0  1 a r g e

Audio Φ in∝too small

A u d i o  ΦM  d e v  t o o  h i g h

Audio Φ M devtoolow

Audio Φ M freqt∞ high

Audio ΦM freq too low

Audio Φ M incr too large

Audio Φ M incrtoo small

A u d i o  A M  d e p t h  t o o  l a r g e

Audio AM depth too sm」 1

Audb AM freqtoo high

Audb AM freqtoo bw

スペシャル ・ファンクション134で入力 したチャンネル
2の 変調信号 レベルが許容最大値 (lV)を超えている。

スペシャル ・ファンクション134で入力 したチャンネル
2の 変調信号 レベルが許容最小値 (0り以下である。

変調信号の位相設定ステップ値が許容最大値(359.9°)
を超えている。

変調信号の位相設定ステップ値が許容最小値 (0.1°)
以下である。

スペシャル ・ファンクション145で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM偏 移が許容最大値 (179.9°)を超
えている。

スペシャル ・ファンクション145で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM偏 移が許容最小値 (0°)以下。

スペシャル ・ファンクション146で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM周 波数が許容最大値 “00kHZ)を超
えている。

スペシャル ・ファンクション146で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM周 波数が許容最小値 (0.lHz)以下。

スペシャル ・ファンクション145で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM偏 移の入カステップ値が許容最大値
(179.9°)を超えている。

スペシャル ・ファンクション145で入力 したチャンネル
1の変調信号のΦM偏 移の入カステップ値が許容最小値
(o.1°)以下である。

スペシャル ・ファンクション137で入力 したチャンネル
1の サブキャリアAM信 号源の変調度が許容最大値(100%)
を超えている。

スペシャル ・ファンクション137で入力 したチャンネル
1のサブキャリアAM信 号源の変調度が許容最小値 o%)
以下である。

スペシャル ・ファンクション138で入力 したチャンネル
1サ ブキャリアAM信 号源の周波数が許容最大値“000)
を超えている。

スペシャル ・ファンクション138で入力 したチャンネル
1サ ブキャリアAM信 号源の周波数が許容最小値 (0.lHz)
以下である。



表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ(3ρ)

エラー ・メッセージ 内 容

Audio AM icrtoo hge

Audio AM Icrtoo slnall

Audb FM dev toolarge

Audio FM devtoo smu

Audio FM m■ toO high

Audio FM鈍 m low

Audk)FM incr too large

Audio FM incrtoo small

Audio teq incr too low

Audio teq incrt《x)high

Audio teq too low

Audio teq too high

Audio leveVAM connict

Audio level connict

スペシャル ・フアンクシヨン137で入力 したチヤンネル

1のサブキヤリアAM信 号源の変調度の入カステツプ値が

許容最大値(100%)を超えている。

スペシャル ・フアンクシヨン137で入力したチヤンネル

1のサブキヤリアAM信 号源の変調度の入カステツプ値が

許容最小値 (0.1%)以下である。

スペシャル ・フアンクシヨン141で入力したチヤンネル

1のサブキヤリアFM信 号源の偏移が許容最大値“00kHZ)

を超えている。

スペシャル ・フアンクシヨン141で入力 したチヤンネル

1のサブキヤリアFM信 号源の偏移が許容最小値 (OkHz)
以下である。

スペシャル ・フアンクシヨン142で入力 したチヤンネル

1のサブキヤリアFM信 号源周波数が許容最大値“00kHZ)

を超えている。

スペシャル ・フアンクシヨン142で入力したチヤンネル

1のサブキヤリアFM信 号源周波数が許容最小値 ⑬.lHz)

以下である。

スペシャル ・フアンクシヨン141で入力 したチヤンネル

1のサブキヤリアFM信 号源の偏移の入カステツプ値が許

容最大値 (400kHz)を超えている

スペシャル ・フアンクシヨン141で入力 したチヤンネル

1のサプキヤリアFM信 号源の偏移の入カステツプ値が許

容最小値 (0.lHZ)以下である。

入力した変調周波数のインクリメント値が最小許容値

(0.lHZ)未満である。

入力した変調周波数のインクリメント値が最大許容値

“00kHZ)を超過。

入力した変調周波数が最小認容値 (0.lHZ)未満である。

入力した変調周波数が最大認容値“∞kHz)を超過。

チャンネル1のサブキヤリアAM信 号源をオンにして,
チャンネル1とチヤンネル2の変調レベルの合計値がlV

cpk)を超えることはできない。

チャンネル1とチヤンネル2の変調レベルの合計値がlV

(pk)を超えることはできない。

D-4



D‐5

・●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ“め

エラー ・メッセージ 容内

Aud i o  l e v d  i n g  t o o  h i g h

A u d i o  l e v e l i t t  t o o  l o W

Audio levrsOtt conaict

Aud pulse teq too high

Aud pulse■eq too low

Bad char durlng numenc

Bad/missing exponent

Bad register number

Bad se4uence enり

Cannot conunue

Center freq too high

Center freq too low

Empty sequence list

EOC during numeric

EOM du面 ng numenc

入力した変調信号のレベルのインクリメント値が最大許
容値 (1りを超えている。

入力した変調信号のレベルのインクリメント値が最小許
容値 (1.OmV)未満である。

チャンネル1とチャンネル2の 変調レベルの合計値がlV

ok)を 超えることはできない。また,オンになってい

る変調信号源が多すぎる。

スペシャル ・フアンクション150で入力した変調パルス

信号の周波数が許容最大値 (50kHのを超えている。

スペシャル ・ファンクション150で入力した変調パルス

信号の周波数が許容最小値 ⑬。lHz)以下である。

本器が引き数を読み取つているときに,引 き数が終わっ
ていない桁に0～ 9以外の文字があった。

有効な仮数部とE(指数)を得た後に, 0～ 9の 数字,ま
たは土の符号以外の文字がある,ま たは 「酔」または

「E‐」の後が0～ 9以外の文字である。

呼び出されたセープ 。レジスタの中にSAVEの 設定がな
い。または,呼 び出そうとしたレジスタが0未 満または
49以上であった。

0未満または9を超えるレジスタ番号をセープ/リ コー

ル ・シーケンス ・リス トに載せようとした。

修正モード以外で内蔵のケープルまたはモジュールを変
えた後に,診 断試験を再開しようとした。または,そ れ

以上試験をできない状態に至っているか,ま たはそのテ
スト・シーケンスが終了している。

入力した掃引の中心周波数が最大許容値を超えている。

入力した掃引の中心周波数が最小許容値未満である。

空のセープ/リ コール ・シーケンス ・リス トをシーケン
シングする無効な命令を受け取った。

本器が引き数を読み取っているときに,そ の数値の最後
の桁以外のところでエンド・オブ ・コマンドc∝ )状
態が発生した(例えば,士の符号の後,先行する桁のな
い小数点の後,または指数を示す 「Ejの 後のBOo。

本器が引き数を読み取っている最中に,その数値の最後
の桁以外のところでエンド・オブ 。メッセージ∞ M)状
態が発生した (例えば,土の符号の後、先行する桁のな
い小数点の後,または指数を示す 「E」の後のEOM)。



表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ(5/9)

エラー ・メッセージ 内 容

EO M  i n # B / Q H W r O  d a t a

E O M  h面 n r y  b l o c k

Lor.E∝ after colon

恥 E∝ abr∞ mma

Eror.EOM aftercdon

Eror.EOM after cornma

bor.Space after colo■

Exponenttoo big

FM devhlon too large

FM deviation too sman

FM incrtoo large

FM incrtoo sman

FM out ofrange forrnode

Freq divider too large

本器が10進数以外の引き数を読み取るときに,デ ータを

欠落して,ま たはB(2匂 ,Q(8〕①,H(16進)を欠

落して,エ ンド・オブ ・メッセージCOM)を 受け取っ

た。

本器が 「任意プロック・プログラム ・データ」を読み込

んでいるときで,デ
ータが終る前にエンド・オブ 。メッ

セージ∞ M)を 受け取つた。

コマンド・ヘツダのコロンの後にエンド・オブ ・コマン

ドc∝ )が存在。コマンド・ヘッダの中のコロンの後

には必ずキーワードのニーモニックがなければならな

い 。

コンマの後にエンド・オブ ・コマンドc∝ )が存在。

データ・ストリングの中のコンマの後には別のデータ。

アイテムがなければならない。

コマンド・ヘツダのコロンの後にエンド・オブ ・メッセ
ージCOM)が あつたoコ マンド・ヘッダのコロンの後に

は必ずキーワードのユーモニックがなければならない。

コンマの後にエンド。オブ 。メッセージ(EOM)が 存在。

データ・ストリングのコンマの後には別のデータ。アイ

テムがなければならない。

コマンド・ヘッダのコロンの後にスペース文字が存在。
コマンド・ヘツダのコロンの後にはキーワードのニーモ
ニックがなけれlfならない。

指数が‐127未満または127を超えていた。

入力したFM周 波数偏移が最大許容値を超えている。FM周

波数偏移の許容値については,CJibralon Manual
のsectbn lを参照してください。

入力したFM周 波数偏移が最小許容値未満である。FM周 波

数偏移の許容値については,CJibradon ManuJ
のs∝饉on lを参照してください。

入力したFMイ ンクリメント値が最大許容値 (1∞MHつ を

超えている。

入力したFMイ ンクリメントが最小許容値 (0.∞lHZ)未満
である。

設定されたRF出力に対 して,偏移レンジの高いモード・

セレクト設定から低いモード・セレクト設定へ変えよう
とした。モー ド・セレクトのALI「Oキ ーを押 して,選択し

た周波数偏移とRF出力に対する最適のモードにします。

入力した周波数の除数が最大許容値 (フロント・パネル

の場合‐10,HP‐IBの場合0.1)を越えている。
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表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージ((")

エラー ・メッセージ 容内

FFeq inCr too large

Freq incr too― ll

Freq multtoo hge

FFeq Offset too large

Freq offset too small

Freq setting too high

Freq setting too low

Frequency span too large

Frequency span too smJl

Lrdware notinstalled

HP.IB Command eFOr

HPoIB No response data

HP.IB Query interupted

HP.IB Query untcrminated

Insuttcient capabuity

ht moduhtton enabled

lnvalid char after:=.''

Invalid char after sign

入力した周波数のインクリメント値が最大許容値

(10GHz)を超えている。

入力した周波数インクリメント値が最小許容値(0,0111Z)
未満である。

入力した周波数の乗数が最大許容値 (loを 超えてい

る。

入力した周波数のオフセット値が最大許容値 (50G池)
を超えている。

入力した周波数のオフセット値が最小許容値 (‐50G池 )
未満である。

入力した周波数が最大許容値を超えている

入力した周波数が最ガヽ許容値未満である。

入力した掃引周波数スバンが最大許容値を越えている

入力した掃引周波数スバンが最小許容値未満である。

本器が備えていないモード,設定を起動しようとした。

HP_IBコマンド・エラーの総称。コマンドに不備がある
か,フ ァームウェアがそれを識別できない場合に発生。

本器をトーカにするHP‐IBコ マンドを受け取ったが,何
を出力するかの指示がない。

本器にデータを出力するようにコマンドが与えられ,そ
の応答を終了する前に他のコマンドを受け取った。

本器をトーカにするHP‐IBコマンドが与えられ,あるデ
ータを要求するコマンド・メッセージを受け取ったが,
そのメッセージは終了していない(メ ッセージが途中で
終わっているか,エンド・オブ 。メッセージが送られて
こなかった)。

構成されていない,ま たはアクセスできないファンクシ
ョンや機能を起動しようとした。

内蔵の変調信号源をオンにした状態で,HP‐IBを通して
変調信号源をオフした。

引き数の読み取りにおいて, 0～ 9以外の数字,または
小数点の前に数字のない 「El(指数)があった。

引き数の読み取りにおいて,土 の符号の後に0～ 9以外
の数字,または小数点があった。
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表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセーン(7ρ)

エラー ・メッセージ 容内

Invalid data mnanonic

lnvalid Merrnnemonic

hvalid sunEx

Log swep notalbwed

M a r k e r  f r e q  t o o  H g h

M a r k e r  mη t o 0  1 0 w

Missing spacc after il?:1

Mod and sw∝ p connict

Need space after header

No rnanual Φ cont sweep

No such special

Not a1lowed.SecuHty on

Nodce>>FM tllmed off

Nodce>>Φ M twned off

Notice Aud state changed

N o t  i n  s e r v I∝m o d e

Numenc overnOw

数値以外のパラメータの読み取りにおいて,未 定義のニ
ーモニックがあった。

コマンド・ヘッグのキーワード・ニーモニックがキーワ
ードとして認識されない。原因としてはプロトコルが正

しくないか,ス ベル ・ミス。

引き数の読み取りにおいて,コンマ,セ ミコロンまたは
エンド・オブ ・コマンドの後に無効なサフイックス

位相連続ログ掃引を行おうとした。

入力されたマーカ周波数が最大許容値を超えている。

入力されたマーカ周波数が最小許容値 (100脚 .00HZ)

未満である。

“
?‖の後にセミコロン以外の非空白文字が続いた。

“
?"の後にはエンド・オブ ・メッセーン,エンド・オ

ブ ・コマンドまたはパラメータの前のスペースが続かな

ければならない。

内蔵変調用信号源オン,内部/外 部FM,Φ Mオ ンまたは

変調信号源オンの状態で位相連続掃引を行おうとした。

コマンド・ヘッダの後の文字には,スペースまたはエン

ド・オブ ・コマンド・メッセージが必要。

位相連続掃引を手動で行おうとした。

無効なスペシャル ・ファンクション番号を入力 した。ス
ペシャル ・ファンクションについては付録Cを 参照。

スペシャル ・フアンクション173(機密保護機能)がオ
ンのときに,「プランク」の表示部をオンしようとし

た。

FMが オンである状態でΦMを オンにしようとした。また

は,入 力された周波数値ではFMが 許容レンジを超える状

態で,CWか ら掃引モードに,また,掃引モードからCWに

変更しようとした。

ΦMが オンである状態でFMを オンにしようとした。

RFキ ヤリアを変調するためにサブキャリアの変調信号を

オフにする矛盾がある。

サービス ・モード・スイッチがオンになっていないため

にアクセスできないサービス用のスペシャル ・ファンク
ションにHP‐IBを介してアクセスしようとした。

その数値が,設定パラメータの範囲外である。
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表D‐1.直 接表示されるエラー・メッセージ(8/9)

エラー ・メッセージ 容内

Polse delay incr high

P u l s e  d e l a y  i n c r  b w

P u l " d e l a y  t o o  l o n g

Pulse delay too short

Pulse width incr high

Pulse widtt incrlow

Pulse width too long

Pulse width too short

Reference cal too high

Reference cal too low

Reverse power detected

Sequence ove」口ow

Settings conflict

Start frequency t∞high

Start frequency too bw

Stop ttηuency too high

Stop frequency too low

Sweep settings connict

入力したパルス遅延入カステップ値が許容最大値(1秒)
以上である。

入力したパルス遅延入カステップ値が許容最小値 (1■9
以下である。

入力したパルス遅延値が許容最大値 (1秒)以上である。

入力したパルス遅延値が許容最小値 (50■s)以下。

入力したパルス幅入カステップ値が許容最大値 (1秒)
以上である。

入力したパルス幅入カステップ値が許容最小値 (ln9
以下である。

入力したパルス幅が許容最大値 (1秒)以上である。

入力したパルス幅が許容最小値 (50n9以下である。

入力した基準発振器の校正値が最大許容値 (255)を超
えている。

入力した基準発振器の校正値が最小許容値 (0)未満で

ある。

RF出カコネクタで逆電力が検出された(そのコネクタを

外部の装置と切りはなし,こ のエラー状態を発生させた
キー ・シーケンスを再び入力してください。再びこのエ

ラーが検出された場合は,逆 電力がまだあることになり
ます)。

セープ/リ コール ・シーケンス ・リストにH項 目以上を

入力しようとした。

動作状態に矛盾がある。例えば,HP‐IBを通して振幅限

界を現在の振幅設定値未満に設定しようとした。

入力した掃引のスター ト周波数が最大許容値を超えてい

る。

入力 した掃引のスター ト周波数が最小許容値未満である

入力 した掃引のス トップ周波数が最大許容値を超えてい

る。

入力 した掃引のス トップ周波数が最小許容値未満である

HP_lBを介 して送ったコマンド・メッセージに,掃 引設

定についての矛盾がある。
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表D‐1.直 接表示されるエラー ・メッセージC9ρ)

エラー 。メッセージ 内 容

Sv7oO飾 etoo hge

Swe9 timetoo smu

Too nany audio somes

Too may mmlnands

Unexpected“ ?t=

Unexpected colon

Unexpected comma

Unexpected EOC

Unexpected EOM

Unrcognized'1#'=fol:‖at

Wrong car after sufrlx

WЮ ng posidon for"?':

入力した掃引時間が最大許容値を超えている(許容値の

制限については
“
Calibradon Manual"のsecdOn lの仕

様を参照してください)。

金性 よ[卍
時
:霞ぽ寝t鷲 兌蟹誠試顎島島肝 題 躍

制

を参照してください)。

チャンネル1の変更信号をオンにして3つ 以上の他の変

調信号をオンにすることはできない。

1つ のメッセージで送るコマンド数が多すぎる。このメ

ッセージをいくつかに分けて,1つ のメッセージのコマ

ンド数を減らしてください。

データ・ストリングの中に 「?」があつた。 「?」はコマ

ンド・ヘッダの直後のみで有効。

コマンド・ヘツダの中のコロンが無効な位置,例 えば,

もうひとつのコロンの後,「?」の後にあった。あるい

はコマンド・パラメータが続 く形になっている。

コマンド・ヘツダの最初の引き数の前にコンマがあっ

午l駕 プ ∬ み 可ミ聡 Rヽ 浅 i轟 霜 1∬ 籠

くことができます。

有効なコマンドの処理が完了する前に,異 常なエンド・

オブ。コマンドc∝ )状態が発生した。この状態に

は,コ マンドの中に必要なパラメータがない状態も含ま

れます。

有効なコマンドの処理が完了する前に,異 常なエンド・

オブ・メッセージCOM)状 態が発生した。この状態に

は,コ マンドの中に必要なパラメータがない状態が含ま

れます。

10進数以外の引き数については, 2進 ,8進 ,16進,ま

たは 「任意プロック・プログラム 。データ」フオーマッ

トを使用しなければなりません。

本器が数字のサフイックスを読み取った後で異常な文字

を見つけた。これはコンマ,セミコロン,またはエンド
・オブ ・メッセージが無いことを示 します。

?マークがメッセージの最初に,あるいは,コロンまた

はスペースの後に,または引き数またはサフイックスに

置かれている。
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表D‐2.待 ち行列に入るエラー 。メッセージ(1/4)

エラー ・メッセージ 内 容

Lrdware Faillre l

Lrdware Fanlure 2

LFdWare Fanlure 3

Lrdware Failure 4

Lrdware Failure 5

Hardware Failure 6

Hardware Failure 7

Hardware Failure 8

IIardware Failure 9

Lrdware Failure 10

Lrdware Failure ll

Lrdware Failure 12

Lrdware Failure 13

Hardware Faillre 14

HaFdWare Failure 15

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結果
通信デイスクリミネータの異常が検出された。図D‐1を参照 し
て修正作業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正 またはセルフテス トの結
果、VOCの 異常が検出された。図D‐1を参照 して修正作業を
行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、フラクシヨナルNの 異常が検出された。図D‐1を参照 して

修正作業を行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正 またはセルフテス トの結
果、変調分配の異常が検出された。図D‐1を参照 して修正作業
を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、ALCの 異常が検出された。図D‐1を参照 して修正作業を
行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、アッテネータの異常が検出された。図D‐1を参照 して修正
作業を行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、音声信号源の異常が検出された。図D‐1を参 照 して修正作
業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正 またはセルフテス トの結
果、リファレンスの異常が検出された。図D‐1を参照 して修正
作業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正 またはセルフテス トの結
果、ダブラの異常が検出された。図D‐1を参照して修正作業を
行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、高周波出カセクシヨンの異常が検出された。図D‐1を参照
して修正作業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正 またはセルフテス トの結
果、低周波出カセクシヨンの異常が検出された。図D‐1を参照
して修正作業を行ってください。

マイクロ波エクステンダ自動 レベル制御 (ALC)に ア ウト・オ
ブ ・ロックc00L)状態が発生した。図D‐1を参照 して修正作業
を行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、フロント・パネルの異常が検出された。図D-1を参照 して
修正作業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、電源の異常が検出された。図D‐1を参照 して 修正作業を
行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、入出カポー ドの異常が検出された。図D‐1を

'参
照 して修正

作業を行ってください。



表D‐2.待 ち行列に入るエラー ・メッセージc2/4)

エラー ・メッセージ 容内

mware Fanlure 16

Lrdware Fanitre 17

Hardware Failtre 18

Lrdv7are Failuじ 21

Hardware Failure 22

Lrdware Failure 23

L r d w a r e  F a i l u r e  2 4

Lrdware Failure 25

Lrdware Failure 26

Lrdware Failure 27

Lrdware Failure 28

LFdWare Failure 30

Hardware Failure 31

Lrdware Failure 32

Hardware Failure 33

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、コントローラの異常が検出された。図D‐1を参照して修正

作業を行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、パルス変調装置の異常が検出された。図D‐1を参照して修
正作業を行つてください。

電源投入時に周波数カウンタの異常が検出された。図D‐1を参
照して修正作業を行ってください。

通信デイスクリミネータがアウト・オプ 。ロック(00Lb状 態
になっている。図D‐1を参照 して修正作業を 行 つてくださ
い 。

VOCが アウト。オブ 。ロック(00Ll状態になっている。図D‐1

を参照 して修正作業を行つてください。

フラクシヨナルN ND位 相ロック ・ループeLL)が アウ ト・

オブ 。ロックK00L)状態になっている。図D‐1を参照 して修正

作業を行つてください。

VOC周 波数ロツク ・ループ cFLL)が、アウト・オプ 。ロック

(∞ L)状態になっている。図D‐1を参照 して修正作業を行って

ください。

VOC位 相ロツク ・ループ (PLL)が 、アウ ト・オブ 。ロック

(∞ L)状態になっている。図D‐1を参照 して修正作業を行って

ください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、高速コントローラの異常が検出された。図D-1を参照 して

修正作業を行ってください。

音声信号源がアウト・オブ 。ロック(00L)状態になっ て い

る。図D‐1を参照 して修正作業を行ってください

リフアレンスがアウト。オブ 。ロック(OoL)状 態になってい

る。図D‐1を参照 して修正作業を行ってくだ さい。

高周波出カセクシヨン自動 レベル ・コントロールに(ALC)に
アウト・オブ 。ロックc00L)状態が発生 した。図D‐1を参照 し
て修正作業を行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、ROMの 異常が検出された。図D‐1を参照 して修正作業を

行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、ROMの 異常が検出された。図D‐1を参照 して修正作業を
行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、ROMの 異常が検出された。図D-1を参照 して修正作業を
行ってださい。
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表D‐2.待 ち行列に入るエラー ・メッセージ(3/4)

エラー ・メッセージ 内 容

LFdWare Failure 34

Lrdware Faillre 35

HaFdWare Failure 36

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、ROMの 異常が検出された。図D‐1を参照して修正作業を
行つてください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、電圧計の異常が検出された。図D‐1を参照して修正作業を
行ってください。

電源投入時か、あるいは自己校正またはセルフテス トの結
果、RAMの 異常が検出された。図D‐1を参照して修正作業を
行ってください。

Calibration Lor l

Calibradon Eror 2

Calibradon Eror 3

出カモジュールか、あるいはアッテネータ。モジュールに無
効なレベル校正データが常駐する状態が発生した。図D‐1で概
説されている外部校正手順に従つてください。

校正またはセルフテス トのある時点で、ハードウェアを校正
できない状態が発生した。図D‐1を参照して修正作業を行って
ください。このエラーメッセージには通常他のエラーメッ
セージが付随します。

センサーが、内部温度が本器の校正が最後に行われた時点の
温度からセ氏±10°(力氏±18°)変化 したこ とを知らせてい

る。スペシヤル ・ファンクション171を起動することによって

再度校正を行い、本器の仕様を保持 してください。

Amplitude Eror l

Amplitudc I勁ばor 2

Amplitudc Eror 3

Amplitude lコばor 4

自動 レベル制御 (ALC)が アウト・オブ 。ロック(00L)状態に

なっている。動作状態によって00Lエ ラーが発 生 したか、あ
るいはハー ドウェアに問題があることが考えられます。両方
の可能性をチェックしてください。

ダブラ振幅がアウト・オブ 。ロック (ALC)状 態にな ってい

る。動作状態によって00Lエ ラーが発生 したか あるいはハー

ドウェアに問題があることが考えられます。両方の可能性を
チェックしてください。

自動 レベル ・コントロール (ALC)に アウト・オプ 。ロック

(∞ L)状態が発生 した。図D‐1を参照 して修正作業を行ってく
ださい。

パルス繰 り返 し率がパルス幅より大 きいことが原因でパルス

幅エラーが発生 した。図D‐1を参照 して修正作 業を行ってくだ

さい。

User Memory Cleared

R e v e r s e  p o w e r  d e t e c t e d

メモリの異常が検出され、バッテリ。バックアップ 。メモリ
がすべて失われた。図D‐1を参照して修正作業 を行ってくださ
セヽ

RF出力に逆電力状態が検出された。(外部装置から影響を受け
た出力を取 り外 して、最初にエラーを発生させたキー順を再
入力します。依然としてエラーが検出される場合は、逆電力
状態が続いています)。

D‐13



次の表C4/4)に列挙されている 「一時的なエラー」は、スペシヤル ・フアンクシヨン

328が起動している場合にのみ表示されます。これらのメッセージのいずれかが表示

された場合は、サービス ・マニュアルを参照して修正作業を行ってください。

表 D‐2.待 ち行列に入るエラー ・メッセージ(3/4)

エラー ・メッセージ 内 容

TFanSient hor l

Transient hor 3

Trangent Eror 4

Transient Eror 5

Transient Eror 7

Transient Eror 8

Transient Eror 9

Transient Eror 12

Transient hor 22

Transient Eror 24

Transient Eror 25

Transient hor 30

基乙L推了奪
.l可喫1ことヽキ′″」豪謂ご̀、(別謄奨TI

行ってください。

だ:/子=1:〕i曽奪こ1);レtろli口iιを̀穆望た後琵だ̀:1::
ださい。      |

、重frff隠プ"t14)んち後魚lそ̀

晋FギI曹要争こヱl,ん̀基品̀等̀C穆望総舅彗各:要∵
ださい。

VOC周 波
愁」羨隆ふ発二び£77fご 貢 曽ξ こ1)ん 碁蓼畠

して、修正作業を行ってください。

¥ザタ肥ぶご《悪メ籍ご1を:L年11質撃奪二1)んtg魚

膏号り縫もら歌像祭坐型宅だツ撃=百質ヤtll)ル奪顔魚して、修正作業を行ってください。
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図D‐1.エ ラーメッセージが表示された場合の修正作業
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付録 E HP_sLク イツク ・リファレンス

本付録 の内容

本付録は,本 器をHP‐IBいewiett‐Packard lnterface Bus)を介してリモート操作するための
HP‐SL cewle■‐Packard System Lnguage)のシンタックスを図解を示して解説します。
HP‐SLの基本的構造に慣れたらこの付録を利用してプログラミングしてください。HP_sLとプログラミ
ングの解説については第4章 「プログラム」を参照してください。

コマンド文

コマンド丈を使用して,本 器の設定を変更したり,設 定状態を出力させたり (クウェリ)し ます。コマ
ンド文は一般的に図E‐1に示す構造になっています。この中のキーワードはHP_IBコントロール ・ラン
グージ。デイクショナリやHP‐SLデバイス ・ステータス ・デイクショナリに示してあります。

キーワードの後には,クウェリ・コマンドの場合には 「劉 力S,またその後にコマンド・パラメータが続
く場合にはスペースが続きます(第4章の 「HP‐SLについての注記事項」を参照)。

図 E‐1.コ マンド文のシンタックス図

コマン ド・メッセージ

プログラミング ・コー ドの行の中の 1つ または複数のコマンド文によって,コマンド・

成されます。コマンド・メッセージは一般的には図E‐2に示すような形式になります。
セージは,すべて改行 (ASCII文字10)またはHP―IBエ ンド・オア ・アイデンティファイ
す。∈ЮIは区切 り文字ではありませんが,デ

ータ 。キャラクタ
“
new linenまたはコマン

と共に送 られるバス ・メッセージです。)

[N0 0R :DENT:FY

図 E‐2.コ マンド・メッセージのシンタックス図

メッセージが構
コマンド・メッ

cOI)で 終 りま
ド文の最終文字

E‐1



サプシステム ・シンタックス

サプシステムのシンタックスはすべてフロー ・チャート方式で示します。シンタックスの図には下記の

規則が適用されています。

カプセル形の枠に入れられたHP_sLコマンドは,そのコマンド文になければならない

HP‐SLコマンドであることを示しています。

・ 四 角の枠に入れられたHP‐SLコ マンドは,そのコマンド文に必ずしも入れる必要のないHP
‐SLコ マンドであることを示しています。

。 こ のダイアモンド形の枠に入れられたHP_sLコ マンドは,通常は,コマンド・パラメータ

です (最初にスペースが先行 します)。 また, タ
ーミネータをこの枠に入れて,そのコマンド文を終了

させることもあります。コマンド・パラメータについては下記のHP‐SL注 記事項を参照 してください。

MINimum

・ イ タリック体のHP‐SLコ マンドは他のHP‐SLコ マンドの別名です。

HP一 SL注 記事項

GM terか は%ま たはPCTで 終了する必要があることを示しています。デフォルトは%で す。

はdB,v,mV,uVで終了する必要があることを示しています。デフォルトはdBです。

はdBまたはVで 終了する必要があることを示しています。

(ampiterm)は dBm,dBmW oBmwは dBmの 別名です),dBuV,v,mV,uVま たは単位記号無しで終了す

る必要があることを示 しています。

はdBm,dBmW,Vま たはdBuVで 終了する必要があることを示しています。

(anole teroは DEC,RADま たは単位記号なしで終了する必要があることを示 しています。デフオル ト

値はRADで す。

はAC,DC,GROundま たはGNDの ソースが使用 で きることを示 しています。

(freq ter司〉はHZ,KI・IZ,MHZ,MttZ,GI・ IZま たは単位記号 な しで終了す る必 要があることを示 してい

ます。デフォル トはHZで す。

くlin amp:terのはV,mV,uvま たは単位なしで終了する必要があることを示しています。デフオルトは
Vで す。

God_tvppは AM,FM,PMま たはPuLSe変 調が必要であることを示 してい ます。

はポンド記号#の 後に,B(2進 数),Q(8進 数)ま たはH(16進

け る ること 示 しています。

E‐2



0は 数字をASCⅡ 表示する必要があることを示しています。

(ohmste総 はOHM,KOHM,MOHMま たは単位記号なしで終了する必要があることを示しています。

デフォルトはOHMで す。

〈source‖stDはINTeml,y「― lまたはコンマで分離した2つ以上のソースを使用する必要があること

を示しています。

<spaCの はASCII文 割 ～9ま たはH～ 32の10進数を示 しています。

く籠metenのはs(秒),ms,uS,nsまたは単位記号なしで終了する必要があることを示しています。デフォ
ル トはSで す。

日 次
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図E‐3.AMサ プシステム
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図E‐4.出 カ レベル ・サプシステム(12)
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図 E‐4.出 カレベル ・サプシステム(2/2)
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図E‐5。校正サプシステム

図 E‐6.表 示サプシステム
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図 E‐7.FMサ プシステム
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図E‐8.周 波数サプシステム(1/2)
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図E‐8.周 波数サプシステム②②
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図E‐9。HP‐SLシ ステム ・コマンド

図E‐10.EEE 488.2共通コマンド

図E‐11.初期化サプシステム
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図E‐12.低周波信号源サプシステム(1/6)
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図E‐12.低周波信号源サプシステム
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図E‐12.低周波信号源サプシステム(3/6)
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図E‐12.低周波信号源サプシステム“/6D



図 E‐12.低 周波信号源サプシステム(5/6p
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図E‐12.低 周波信号源サプシステムc6/6)
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図E‐13.マ ーカ ・サプシステム

図 E‐14.変調サプシステム
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図E‐15.位相変調サプシステム

図E‐16。位相サプシステム
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図 E‐17.パ ワーメータ ・サプシステム

図E-18.パ ルス ・サプシステム(1/2)
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図E‐18.パ ルス ・サプシステムo2)

― 一

図 E‐19.基 準発振器サプシステム
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図 E‐20。シーケンス ・サプシステム

図 E‐21.ス テータス ・サプシステム
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図E‐22.掃 引サプシステム

図 E‐23.テ イク ・スイープ ・サプシステム

図 E‐24.電 圧計サプシステム
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付録Fシ ンセサイズ ド・オーディオ ・オシレータ

8     本付録の内容
●       本 付録では本器シンセサイズド・ォーディオ。オシレータの使用方法について解説します。シンセサイ
●       ズ ド・オーデイオ。オシレータの各種波形合成機能によって複雑な変調信号によるサプキャリアを生成

8       1F温
1]:Tソンが了履疑奮襲墓糟Ъ管禦覗うち フヽY↓ 普じこ星品撃香苫:き:ξ蓄 ∫

す。ま

●       シ ンセサイズド・オーディオ・オシレータには2つの変調信号出カチヤンネルがあり,両方を加算合成
●       す ることもできます。さらに,チヤンネル1に対し,AM,FM,Φ Mお よびパルス変調など組み合わせる
●       こ とができます。5つの基本波形,正弦波,方形波,三角波,ランプ波・ホワイト・ガウシアン・ノイズが
●       使 えます。この付録を読むことによって以下が理解できます。

●
●
●
●
●
●
●
●       シ ンセサイズド・ォーディオ・オシレータはスペシャル・ファンクションの130から151を使用します。
●       以 下に説明するように,これらのスペシャル ・ファンクションは内部変調信号源のマルチファンクショ
●       ン ・シンセシスをコントロールします (スペシャル・ファンクションのそれぞれについては付録Cに そ

●       の 概略の説明があります)。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

・ RFキ ヤリアを変調するサプキャリアとしてのオーディオ信号の使い方

・ プ ロック 0ダイアグラムによるマルチファンクション・シンセシス機能

・ スペシャル ・ファンクションによる複雑な変調信号の作成

。 特 定の試験や実験におけるマルチファンクシヨン・シンセシス機能の応用

F‐1



項 目内容のガイ ド

下記の図を必要な項目のベージ・ガイドとして使ってください。初めて操作するユーザのためには次の
2つの読み方をお薦めします。

1。次のベージから始まるクイック・デモンストレーションを実際に体験してください。

2。 または,「 シンセサイズド・オーディオ・オシレータの概要」の項を読んで信号発生器のマ
ルチファンクション・シンセシス機能の特定の情報を探してください。

お客さまが複雑な変調信号の作成に慣れているならば,「代表的なアプリケーシヨン」の項を読んでく
ださい。

… 1‐よX13ヨわ

シンセサイズド・

オーデイオ ・オシレータの概要
/ F‐ 7ベ ージ わ

望竺う
プ
I_1■ひ

ン
だ⊃
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クイック 0デ モンス トレーション

ここで説明する操作 (約15分間)に よって,本器を使い,どのようにチャンネル1の信号とチャンネル2
の信号を加算合成し,サプキャリアのデュアル・トーン変調のシミュレーションを行うかを理解するこ
とができます。次の 「シンセサイズド・ォーディオ・オシレータの概要」の項ではチャンネル1とチャ
ンネル2について詳しく説明します。

以下の操作の結果を観測するためにオシロスコープを信号発生器に接続します。

チャンネル1とチャンネル2を加算合成する手順

図F‐1.クイック・デモンストレーションを行うためのセットアップ

オシロスコープの設定

1。図F‐1に示すようにオシロスコープを信号発生器に接続してください。各機器の電源を入れ,
以下の設定を行ってください。

オシロスコープ

Volts/D市.……………………………………… 500mV

Time/Div.… ..¨̈̈ ・̈・̈・・̈“・・・・“̈・・̈¨̈ ・̈ 3CX3μ sec

チャンネル 1の変調信号の調整

2.緑 のINSTR PRESETキ ーを押 してください。これは以下の手順に進むために本器を既知
の設定状態にする操作です。

3. Au眺 0-Qキ ーを押 し,次 にONキ ーを押 してください。フロント・バネルにlH七の変調信
号が表示されます。

4.青 のSHIF「 キーを押 し,AUDIO LEVELキ
ーを押 して くだ さい。本器 のMODULAllION/

AMPLrrUDEデ イス プ レイは以下の表示 とな ります。

1.000 V l.000kHz RF OFF
A●0'0

5。 ノプを時計方向に回し,変 調レベルを500mVに 下げます。以下の手順においてチャンネル
2の変調信号も500mVに 設定します。これは,本 器が両チャンネルの加算合成におい
てlVpk以上の加算はできないからです。

1地 .500mV正 弦波をオシロスコープヘ御 Ω AllDIO出カコネクタから印加します。

オシロスコープ

0● ::0000 由 … 由 (ミ。

F‐3



チャンネル 2の オーディオ信号の日整

6.SPECIALキ ーを押 し,数値 「134」を入力 し,ONキ
ーを押 します。

7.チ ヤンネル2の オーデイオ信号 レベルを500mVcPk)に 設定 します。信号発生器のFREQUnCY/

STATUSディスプレイの表示は以下のようになります。

134:Aud2 Leve1 500。 mV

8。 SECIALキ ーを押 し,数値 「133」を入力 し,ONキ
ーを押 します。信号発生器のFREQmCY/

STATUSデ イスプレイの表示 は以下のようになります。

133:Aud2 Freq OFF

ONキ ーを押 します。次にチャンネル2の オーデイオ信号周波数をlkHzにします。1劇Hz,lV

pkの正弦波がオシロスコープに表示 されます。lVpkのレベルはチャンネル 1とチャンネル

2の信号力功口算合成された結果です。
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詰 塁 のロ ヨ ン事 軍

10。SHCmLキ ーを押 し,数値 「135」を入力 し,ONキ ーを押 します。信号発生器のFREQnCY/
STATUSデ イスプレイの表示は以下のようになります。

135:Aud2 Wave Sine

H。ノプを回してください。各波形ごとに,異なる複合信号がオシロスコープに表示されます。

内部変調信号源の信号でRFキャリアを変調することができます。内部変調信号源の信号AUDIOコ ネク
タから取り出して外部アプリケーション (例えば,外部スピーカ)に使うことができます。

12.ノ プを回し,オシロスコープに正弦波を表示させてください。

F‐5



14.

15.

13。SPECIALキ ーを押 し,数値 「136」を入力し,ONキ
ーを押 してください。

ノプを回し,チヤンネル2の 変調信号の位相をチャンネル1の変調信号より180°偏移さ

せてください。オシロスコープの正弦波波形の振幅力f/Jさヽくなり,OVdcに 近づいていきま

す。

SPECIALキ ーを押 し,数値 「135」を入力し,ONキ
ーを押 してください。ノプを回してくだ

さい。各波形ごとに,異なる複雑な信号がオシロスコープに表示されます (以下の図と同

じ表示を得るためにはオシロスコープのVolts/Divの設定を調整する必要があるかもしれ

ません)。

上記のサプキャリア波形は特定のアプリケーションを想定しているわけではありません。これらは単に
マルチファンクション・シンセシスの参考例を示しているに過ぎません。特定のアプリケーシヨンのた

めの例については 「代表的なアプリケーション」の項を参照してください。
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:     シ ンセサイズ ド・オーディオ ・オシレータの概要
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以下の項目について

。 内 部変調信号源による複雑な信号の作成
方法

・ ど のようなときにいくつのサブキャリア

信号源をアクティプにすることができる
か

。 内 部変調信号源からの最大出力電圧

・ 主 変調信号源について

。 二 次変調信号源について

。 主 変調信号の変調の仕方

。 RFキ ャリアの変調の仕方

・ ステップ・アップ/ダ ウン値の変更

・ ス トレージ ・レジスタヘのセープとリコ
ー タレ

以下を参照してください。

プロック・ダイアグラムーはじめにc‐8)

サプキャリア信号源―アクティプにするこ
とができる最大信号源数∈Llo

サブキャリア信号源―最大電圧レベル

C‐1の

変調信号源―チャンネルlσ■11)

変調信号源―チャンネル2σ■12)

チャンネル1の サプキャリア変調信号源
c‐14)

RFキ ヤリアの変調σ■19)

内部変調信号源の設定のステップ変更
F‐21)

設定のセープとリコールc_21)



プロック・ダイアグラムー概要

図F‐2は本器シンセサイズド・シグナル ・ジェネレータの概略プロック図です。この図の中の内部変調
信号源は0。lLか ら400mの オーディオ周波数信号を発生させます。スペシャル・ファンクション130を
アクテイプにすることによって,変調信号波形を,正弦波,方形波,三角波,ランプ波,ホワイト・ガウシ
アン。ノイズのいずれかとすることができます。

図F‐2.信 号発生器プロック・ダイアグラムの概略
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スペシャル 0ファンクシヨン133～135を使用すると,図F‐3のように内部オーデイオ信号は2チ ャンネ

ル・マルチフアンクシヨン・シンセサイザとなります。チヤンネル1のオーデイオ信号を変調すること

ができます。AM,FM・ΦM,パルス ・サブキャリア変調が行えます。

図F‐3.ス ペシヤル ・ファンクシヨン133～135を使用 した内部変調信号源

CARRIER

ｒ（（一̈̈））“
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サブキャリア信号源―アクティプにすることができる最大信号源数

すべてのサブキャリア信号源を同時にONに することはできません。以下のルールによってONに で
きる最大信号源数が決まります。

ルール: チ ャンネル1の変調信号は他の3つ の信号源のいずれかと組
み合わせてoNに することができます。

チャンネル1の変調信号源の他に以下の5つ の信号源があります。

・ 変 調信号源 :チ ャンネル2

・ サプキヤリアAM信 号源

・ サブキヤリアFM信 号源

・ サブキャリアΦM信 号源

・ サ ブキャリア ・パルス信号源

上記の制限を超える設定を行おう
sources"が表示 されます。

サブキャリア信号源―最大電圧 レベル

。メッセージ
“
T∞ manyaudio

内部変調信号源は,チャンネル1とチャンネル2の変調信号源の加算合成 (Σ)値 として最高
lVpkのレベルまでを受け入れることができます。プリセットによって本器は,チャンネル1
の変調信号源のAUDIO LEVELを lVpk K600Ω)に設定しますので,他の信号源をONに する前にこ
の設定値を下げなければなりません。

チャンネル1とチャンネル2の 最大加算合成レベルがlVpkを超過した場合には,
エラー ・メッセージ

“
Audo level con■たずが表示されます。

また,チ ャンネル1のサプキャリアAM信 号源をONに して,チ ャンネル 1とチャ
ンネル2の 最大加算合成レベルがlvpkを超過した場合には,エラー ・メッセージ
“
Audo leve1/AM connicピ=が

表示されます。

F‐10
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変調信号源 :チ ャンネル 1

「クイック・デモンストレーション」では,周 波魏 振幅レベル.信号のオン/オ フはフロント
・パネルで制御することを,また波形の種類はスペシヤル ・ファンクション130をアクティプに
することによって制御することを示しました。図F‐4に示すようにチャンネル1の変調信号源は
4つの要素で構成されています。

・ 変 調周波数

・ 変 調レベル

・ 波 形

・ オ ン/オ フ・ステート

図F‐4.チ ャンネル 1信 号源のプロック ・ダイアグラム

チャンネル 1の オーデイオ信号は他の信号の位相についての基準信号です。

変調信号源 :チ ャンネル 1

スペシャル ・フアンクション130

F‐11



チャンネル1の変調信号源は表F‐1に示された限度内において動作 します。この制限を超えた場

合にはそれぞれのエラー ・メッセージが表示されます (付録D参 照)。

表F‐1.チ ヤンネル 1オ ーデイオ信号のリミット値

リミット 周波数 レベ ル

最小 0.lIIz OVpk

最大 400m攀 lVpk

分解能 4桁 0.00Ⅳ pk

●AlyDIO出力はすべての波形について4000の 帯域幅と

なつています。これは周波数成分が400m以 上である

複雑な波形に影響します。

オーディオ信号源―チャンネル2

「クイック・デモンストレーション」では,ス ペシヤル

2の オーデイオ信号を制御することを示 しました。図F‐5
オ信号源は5つ の要素で構成されています。

・ オ ン/オ フ・ステート
・ 周 波数
。  レベル
・ 波 形
・ 位 相

ファンクションを使用 してチャンネル

に示すようにチヤンネル2の オーディ

チャンネル2の オーデイオ信号の位相はチヤンネル1の オーディオ信号の位相
が基準になります。

変調信号源 :チャンネル2

図 F‐5。 チヤンネル2オ ーデイオ信号源のプロック ・ダイアグラム

F‐12
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表F‐2.チャンネル2の 信号のリミット値

リミット 周波数 レベ ル 位相韓

最ガヽ 0.1日L OVpk ‐179.9°

最大 4000摯 lVpk +180°

分解能 4桁 0。∞ lV p k 0。1・

● AIID10出力は,すべての波形について4000の 帯域幅となっています。
これは周波数成分力●00kL以 上である複雑な波形に影響 します。

・・位相は,フロント・パネルのradキーを押すことによってラジアン単位で
表示することもできます。リミットを超える入力は換算されます。例えば
560°と入力すると‐160°が入力されます。
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チャンネル 1の サブキャリア変調信号源

4種 類のサプキャリア信号源 (AM,FM,Φ M,パ ルス)を使いチヤンネル1の オーディオ信号を

変調することができます。各サプキャリア変調信号源は周波数,位相,レベル,変調度偏移をそ
れぞれコントロールすること,およびoN/OFFす ることができます。

チャンネル1のAMttIH

サプキャリア変調信号の位相はチャンネル1の オーデイオ信号の位相を基準に
します。

チャンネル1のサプキャリアAM変 調のオン/オ フ・ステート,変調度,周波数,波形および位相
は図F‐6に示されるスペシャル ・ファンクションによつてコントロールされます。サブキヤリア
AM変 調は表■3に示された限度内において動作 します。この制限を超えた場合にはそれぞれのエ

ラー ・メッセージが表示されます (付録Dに エラー ・メッセージについての説明があります)。

サブキャリアAM信 号源

図F‐6.サ プキャリアAM信 号源のプロック・ダイアグラム
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チャンネル 1の 信号のAUDIO LEVELを lVpk(プ リセット条件)に 設定 したまま,
あるいはAM変 調度を許容外に設定 して,AM変 調をONに する誤 りはオペレータの
よくおかすミスです。この場合には,エラー 。メッセージAudio leve1/AM
∞nnict"が表示 されます。AUDIO LEVELを サプキャリアAM変 調度の設定値に
応 じた適切な値に下げてください。

●

表 F‐3.サ プキャリアAM信 号源のリミット値

リミット 深度 周波数 位相絆

最小 0% 0。lH2 ‐179.9°

最大 1∞ % 400L* +180°

分解能 0.1% 4桁 0。1°

=AUDIO出 力は,すべての波形について4∞脱 の帯域幅となっています。
これは周波数成分力●00kL以 上である複雑な波形に影響 します。

韓位相は,フロント・パネルのradキーを押すことによってラジアン単位で
表示することもできます。リミットを超える入力は換算されます。例えば
560°と入力すると‐lω

・
が入力されます。
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チ ャンネル 1へ のFM変 調

図F‐7.サ プキャリアFM信 号源のプロック・ダイアグラム

チャンネル1のサプキャリアFM変 調のオン/オ フ・ステート,偏移,周波数,波形および位相は

図F‐7に示されるスペシャル ・ファンクションによってコントロールされます。サブキャリアFM

信号源は4-4に 示された限度内において動作 します。この制限を超えた場合にはそれぞれのエ

ラー ・メッセージが表示されます (付録Dに エラー ・メッセージについての説明があります)。

表F4.サ ブキャリアFM信 号源のリミット値

リミット 偏 移 周波数 位相料

■/Jヽ OIIz 0。lHz ‐179。9°

最大 400kIIz 400kIIz* +180°

分解能 0.00111z 4桁 0。1°

●AIIDIO出 力は,すべての波形について400kHzの帯域幅となっています。
これは周波数成分が400k池以上である複雑な波形に影響 します。

・・位相は,フロント・パネルのradキーを押すことによってラジアン単位で

表示することもできます。リミットを超える入力は換算されます。例えば
5ω

°
と入力すると…160°が入力されます。

(

(

(

サブキャリアFM信 号源
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チャンネル 1へ のOMttEH

図F‐8.サ ブキャリアΦM信 号源のプロック・ダイアグラム

チャンネル1の サプキャリアΦM変 調のオン/オ フ・ステート,偏移,周波数,波形および位相
は図F‐8に示されるスペシャル ・ファンクションによってコントロールされます。サプキャリア
ΦM信 号源は表35に 示された限度内において動作 します。この制限を超えた場合にはそれぞれ
のエラー ・メッセージが表示されます (付録Dに エラー ・メッセージについての説明がありま
す)。

表 F‐5.サ ブキャリアFM信 号源のリミット値

リミッ ト 偏 移 周波数 位相**

最小 0° 0.lHz ‐179.9°

最大 +179.9° 400kHz十 +180°

分解能 0.1° 4桁 0。1

●AllDIO出力は,すべての波形について400kHzの帯域幅となっています。
これは周波数成分が相関陀以上である複雑な波形に影響 します。

・・位相は,フロント・パネルのradキーを押すことによってラジアン単位で

表示することもできます。リミットを超える入力は換算されます。例えば
%ぴ と入力すると‐160°が入力されます。

サブキャリアΦM信 号源
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チャンネル1へ のパルス変EH

サブキャリア ・パルス信号源

ファンクシヨン10
スペシャル・

フアンクシヨン1 5 0

図F‐9.サ ブキヤリア ・パルス信号源のプロツク ・ダイアグラム

チャンネル 1のサプキヤリア・パルス変調のオン/オ フ・

図F‐9に小されるスペシャル ・フアンクシヨンによつてコン
ステート,周波数,および位相は

トロールされます。サブキヤリア・

パルス信号源は4‐ 6に示された限度内において動作 します。

れのエラー ・メッセージが表示されます (付録Dに エラー ・

す)。

この制限を超えた場合にはそれぞ

メッセージについての説明がありま

表F-6.サ プキヤリアFM信 号源のリミット値

リミット 周波数 位相*

最小 0.lHz ‐179。9°

最大 50kHz* +180°

分解能 4桁 0。1°

拿
響りζ嘉:募]:3曾護ξお。喫ず瀧
える入力は換算されます。例えば560° と 入力すると

‐160°が入力されます。
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RFキ ャリアの変調

標準動作 (スペシャル ・ファンクションが動作 していない動作状態)に おいては,本器のオーディオ
信号源は正弦波を出力 し,そ のレベルはAUDIO LEVLキ ーの設定によってlVpkからOVまで設定
できます。AUDIO LEⅥ ■ を下げることによってチヤンネル2と の合成をONに すること,および
サブキャリアAM変 調の変調度 を設定することができます。

図F‐10に示すように本器は,RFキャリアを変調するときに校正された動作を行うためにlVpk
の外部オーディオ信号またはlVpkの内部オーデイオ信号あるいはその両方を使い出力信号を発生
させます。変調信号がlVpkに満たない場合は変調度(偏移)力g/1さヽくなります。

図F‐10。校正されたRF出 力を発生させるための電圧レベル

□ □

ロ ロ

ロ ロ

□ □

オーデイオ

信号源 :
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内部変調信号源の電圧は,以下のいずれかの方法で作成されます。

・ チ ャンネル1の み

。 チ ャンネル 1と他のサプキャリア変調信号源の加算合成

・ チ ャンネル1と チャンネル2の加算合成

: チ ャンネル 1と チャンネル2と他のサプキャリア変調信号源の加算合成

内部変調信号源を使ってRF出力を得る場合,RFキヤリアの変調量は以下の式によって計算できま

す。

%深 度=(内 部変調信号源のVpk× 表示されたAM変 調度)
FMI移 =(内 部変調信号源のVpk× 表示されたFM偏 移)
ΦM偏 移=(内 部変調信号源のVpk× 表示されたΦM偏 移)

例えば,変調レベル0.5Vpkの内部変調信号源 (チャンネル1のみ)を 使い,RFキ ャリアを周波数
変調仰ぃ した場合,MODllLA■ ONデ イスプレイに示された偏移の半分の偏移量となります。ただ
し,チ ャンネル2の 変調信号源もONに して,そ のレベルを0.5Vpkにすると (チャンネル 1と チャ
ンネル2を 加算合成 してlVpkを得る),本 器は最大偏移を出力 します。

400mま での変調信号周波数が使えます。これはオーディオ出力回路の代表値帯域幅でもありま
す。この帯域幅は周波数要素として400m以 上のものを含んでいる複雑な波形に影響し,その波
形のひずみの原因にもなります。

内部変調信号源の最大帯域幅は,最大レートで指定されます(AM帯 域幅は,キャリア周波数の関
数です)。最大レートについてはCalibration Manu」"の

仕様の表を参照してください。もしも,
仕様以上のFM帯 域幅が必要であるならば,付録Cの スペシャル ・ファンクション124を参照 し
てください。
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内部変調信号源の設定のステップ値の変更

NCR SETキ ーの設定により,内部変調信号源の周波数,レベル,変調度,偏移設定によるステッ
プ・アップ。ステップ・ダウンの大きさを変えることができます。変更の手順は以下のとおりで
す。

1.ス ペシャル・ファンクションを選択してください。例えば,プリセットを行うと,スペシ
ャル ・ファンクション138がアクティプならば,次のFREQIJ E N C Y / S T A T U Sデイスプレイの表
示 とな ります。

INCR SETキーを押 してください。スペシャル ・ファンクション138がアクティプならば以
下の表示 となります。

138:Aud AM Freq loo Hz

Audio Freq lncr loo Hz

3.ス テップ値を変更します。例えば,変調信号ステップ量を1∞Hzか ら10Hzに変更するには,
1キー, 0キ ー,そしてHzキーを押 します。INCR SETキーを押 して,設定が希望どおり行
われたかを確認 してください。

このステップ量の設定は,一般的な設定です。上記の例の場合,スペシャル ・ファンクション
138のステップ量の設定はどの変更信号の周波数設定を増減する場合にもこのステップで行われ
ます。位相のステップ量の設定も同様に内部変調信号源の一般的設定となります。

設定のセープとリコール

本器には50個のス トレージ ・レジスタがあります。lo個のレジ不夕 (0～ 9レ ジスタ)はフ
ロント・パネルのスペシャル ・ファンクション133～ 151の設定を保存 します。残 りの40のレジ
スタ (10～49レジスタ)は Iご周波数と出カレベルの設定を保存 します。

機器のリセット操作や信号発生器の電源を切つてもこの50個のス トレージ ・レジスタの保全された
内容は変わりません。
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代表的 なア プ リケー シ ヨン

本器のマルチフアンクシヨン・シンセシス機能によつて得られる複雑な信号は以下のような

アプリケーシヨンに使われます。

1.超短波全方向式無線標識oOR)

2.厖 ツートーン信号

3.デ ユアル ・トーン変調

4.オ ーデイオ ・トーン掃引

5。AM無 線受信機試験

6振 幅掃引

7.モ デム試験

8.AMノ イズの生成

など,多くの応用例があります。

i:[]i][[::〕7;ξ『]:[』すjう言ζ∫lilil聾
軍脊懇ピ矛:′トヒtミこ

位相,波 形あるいは振幅を変更することによつ

こが可能でしよう。

この例に示す波形は上に示すリストに対応して番号順に構成されています。折り込みページの

図F‐Hや 表37を 参照し,波 形生成にご利用ください。

ここで示すサンプル波形はAUDIOコ ネクタ

形をオシロスコープで見ることができます。
c600路修z牌乱専満

形はRF O呻 コネクタから出力されます。

ライザによって観測 してください。

この波形は,ス ペクトラム・アナ
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スペシャル ・ファンクシ ョン

番号 名称 (略称) 範囲 番号 名称 (略称) 範囲

130 Audio Wave 5波 形 141 Aud FM Dev OHz～ 400kHレ

131 A u d i o  T F i g g e d ON/OFF 142 Aud FM取 0。lHz～ 4C10m

132 T r i g  A u d i o P-ON 143 Aud FM Wave 5波 形

133 A u d 2  F r e q 0。lHレ～4C10L 144 AudFM Φ 拿‐179。9° ～ +180°

134 Aud2 Levd OV～ lV 145 A u d  Φ M  D e v 0° +179。9°

135 Aud2 Wave 5波 形 146 A u dΦ  M  Rη 0。lH2～ 400kL

136 Aud2 Φ ホ‐179.9° ～ +180° 147 Aud O M Wave 5波 形

137 Aud AM Depth 0～ 100% 148 Aud Φ  M *‐179.9° ― +180°

138 Aud AM Freq 0.lHz～ 400kHz 149 Aud Pulse ON/OFF

139 Aud AM Wave 5波 形 150 Aud Pluse Freq 0.lHz-50kIIz

140 Aud AM Φ *‐179.9° ― +180° 151 A u d  P u l s e  Φ *‐179。9° ― +180°

● 位相はフロント・パネルのradキーを押すことによってラジアン単位で表示することもできま
す。リミットを越える入力は換算されます。例えば560°と入力すると‐160°が入力されま
す。

年3)|

/ι.■Lノれ liブゝ  表F‐7.スペシャル・ファンクション130～151／
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No.1.シンセサイズ ド・オーデイオ ・オシレータ波形

波形名/説 明 :超短波全方向式無線標識αOR)信号

波形アプリケーシヨン:アビオニクス受信機試験やVOR試 験装置の計測

RFキ ヤリアに印加する波形 :RFキ ヤリアは90%の 変調度の振幅変調 (AM)

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振 幅 偏 移

変調信号―チヤンネル1 996011z 0° 正弦波 0.5V

変調信号―チヤンネル2 30Hz 0° 正弦波 0.5V

サブキャリアFM 30Hz 0° (1) 正弦波 480Hz

0)FM信 号源の位相が位置方位を設定
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No.2.シ ンセサイズド・オーディオ ・オシレータ波形

波形名/説 明 :ILSツートーン信号

波形アプリケーシヨン:ILS受信機試験

RFキ ヤリアに印加される波形 :RFキ ャリアは50%の 変調度の振幅変調 (劇つ

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅

変調信号―チヤンネル1 90Hz 0° 正弦波 0.5V

変調信号―チヤンネル2 150Hz 0° 正弦波 0.5V

コメント:変調度の差はチャンネル1と 2の 相対振幅によって設定



No.3.シンセサイズ ド・オーディオ・ォシレータ波形

波形名/説 明 :デュアル ・トーン変調

波形アプリケーション:サブオーディブル ・スケルチ試験,ポケット・パージャ

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅

変調信号―チャンネル1 lkHz 0° 正弦波 0.5V

変調信号―チャンネル2 150Hz 0° 正弦波 0.5V

RFキ ャリアに印加される波形 :RFキ ャリアは50%の 変調度の振幅変調 (AM)
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No.4.シンセサイズド・ォーディオ ・オシレータ波形

波形名/説 明 :オーデイオ ・トーン掃引

波形アプリケーション:FM受 信機のオーデイオ ・レスポンス

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅 偏 移

変調信号―チャンネル 1 2.5kHz 0° 正弦波 lV

変調信号―チャンネル2 150Hz(1) 0° 正弦波 2.5kL

0オ ーディオ ・トーン掃引の速度の変更はFM信 号源の周波数の変更で行う
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No.5.シンセサイズド・オーディオ・オシレータ波形

波形名/説 明 :100%以上のネガティプ ・ピーク変調によるAM信 号

波形アプリケーシヨン:AM受 信機試験

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅 深度

変調信号―チヤンネル1 50田 z 0° 正弦波 450mV

変調信号―チヤンネル2 50kHz 180° 正弦波 100mV

サブキャリアAM lkIIz 0° 正弦波 100%

コメ ン ト:変調波形 のスルーでキ ャリアの位相反転が起 こる



No.6.シンセサイズド・オーディオ・オシレータ波形

波形名/説 明 :振幅掃引

波形アプリケーション:受信機試験

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅 深度

変調信号―チヤンネル1 lkHz 0° 正弦波 500mV

サプキャリアAM 50kHz 0° ランプ波 100%
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波形名/説 明 :デ ユーテイ・サイクル50%の ツートーンFSK

波形アプリケーシヨン:モデム弛緩

機器設定

変調信号―チヤンネル 1

サブキャリアFM

コメント: 二=夕Tじ里干聰 蓄裏姦:袋造
周波数)士∈M信号源振幅)
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No.8.シ ンセサイズド・オーディオ ・ォシレータ波形

波形名/説 明 :AMノ イ

波形アプリケーション:

ズのある正弦波

AMノ イズの受信機リジェクシヨン

土 ′ ヽ ハ
/ ヽ

ヽ / ノ
ヽ

ヽ

ノ
′

′

咀 」 ヽ / ヽ
ヽ ノ

W ¬

機器設定

信号源 周波数 位相 波形 振幅

変調信号―チャンネル1 lkHz 0° 正弦波 800mV

サプキヤリアAM 100Hz 0° ノイズ 20%
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付録G 動 作特性についての補足説明

本付録 の内容

本書によって本器の操作に必要な事項はほぼすべて説明されています。この付録は,そ の説明の
補足となる本器の動作特性を説明しています。

以下に本付録で説明する機能をアルファベッド順に示します。

日 次

出カレベル・オフセット……………。……………・…・………・……・・・・………………" …̈・・・・・・̈…・…。………
オート・シーケンス…........・・・̈…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̈・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
クリア・オール.....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
表示 .…………………………………………………………………………………………………………・
EMF"…...・̈・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・……・…・・・・・・・…“・……・………・・…・・・・………・……………・・………・・・……“。………・・…・・……̈・・・・・…
周波数オフセット.…………………………………………………………………………………………。
ノプ・ホール ド.……….….……………。…………………………・…………・………………………………
ノプ ・インクリメント.........…・・・・…・・・・…・・・・・・・…・・・・・・・…・・・・…・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・…・・・・
位相デイクリメント.………………………………………………………………………………………・
位相インクリメント"........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
シーケンス…........・・・・・̈・・・・・・・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・…・“・・“・̈・・・……・・・・・・・・・・・・・̈・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・̈…・̈̈ …・̈・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セット・シーケンス



出カレベル・オフセット

CARRIRの AprD OFSキ ーによ り,+50dBか ら‐50dBの 範囲で フロン ト・パ ネルに表示 された出

夕ζ鮮車空Z轟こキ京:蕊 凛 L蒜 甜鮒催鑑翻 諦 裏撃竃れま
す。

Amptd Offset OFF

希望する振幅オフセット値を入力します。振幅オフセツトのデフオルト値はOdBです。

オー ト0シ ーケンス

UrLrrYの AUTO SEQキ ーにより,ス トレージ・レジスタのOか ら9を,SET SEQキ
ーで決めた順

序で連続的にシーケンス制御することができます。どのレジスタも2回以上呼び出すことができ

ます。

青色のSHl阿 キーを押してからAUTO SEQキ ーを押してオート・シーケンス ・ルーチンをスタート

させます。このルーチンでは下記の条件のもとで周波数掃引と周波数ホツプを行います。

・ オ ート・シーケンスがオンのときに周波数掃引が行われると,本 器はシングル掃引を行い,

次のシーケンスで呼び出される設定値に移ります (本器の掃引中において周波数掃引

パラメータがセープされなければなりません)。

オート・シーケンスを停止するには青色のSHIFTキーを押してからEXITキーを押します。

クリア ・オール

UTILrYの CLEAR ALLキーを押すとすべてのストレージ。レジスタがクリアされます。この

CLEAR ALLキーを押すとFREQUENCY/STATUS表示部に下記が表示されます。

Clr Registers(Press oN)

ONキ ーを押すと実行されます。

G‐2



:  表
示

●      UTLrrYの DISPLAYキ ーにより下記の3の 設定状態を見ることができます。
●

●        。  現 在オンとなっているスペシャル ・ファンクション

●
●
●
●      D:SPLAYキ ーを押すと下記が表示されます。
●
●

●
●
●       ス

ペシャル・ファンクションの表示

●   灘 数」島;彎タシガξ勇]r発格じ%Lζ7籠 8甚雷認穏謀諦4が
●      表 示されます。
●
●
●
●

●

:   RК
ALLキ ーを押 す とRttUENCY/ShWS表 示部 に下記が表示 されます。

●

・ ス トレージ ・レジスタの内容

・ シ ーケンス機能で使用されるストレージ ・レジスタの番号

Press SPECIAL,RECALL,or SEQ

●
●
●

112,130

レジスタの番号を入力 してからEN■Rキ ーを押 します。約 5秒 間その
ます。RF出力は表示されているレジスタの設定値を変えません。

Display Register#=

●      7ぴ賞ン慮湾各ふ巣票ri
シーケンスの表示

●

:                  I][Jf禁菫JをfJttl難6お焔l{しイて,多写ヒl色鷺亀を
●
●
●
●

:      専:?ぶ百τζそ:声おふ:馬まで源〕3貧)とこ了iデ了う手言習T菖1理こ冤rジ
スタの番

Seq=0,5,2,6
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腎翠蜜電″棚ま
'  男 澪ご琴'ガ隷ξ∫」慮,ま13ι誕虚躍

となります。青色のSH:F「キーを押 してからemfキ ーを押すと,REQnCY/STATUS表 示部に下記

が表示されます。

Amptd Units EMF OFF

ONキ ーを押 して口正機能をオンさせます。AMPLrrUDE表 示部のemfラ ンプが点灯 します。この

mぼ 機能ではdBmを 単位とした出カレベルは変わりませんが,表 示出カレジスタが例えばlVの と

きは,2Velnfと なります。

周波数オフセット

CARRIERの REQ OFSキ ーによ リフロン ト ・パネル に表示 されているRF出 力 を+50GHzか ら‐50G比 の

間でオフセ ツ トで きます。 この場合 ,実 際のRF出 力 は変 わ りませ ん。青色 のSHIF「 キーを押 し,

ΠttQ OFSキ ーを押 す と,FREQUENCY/STATUS表 示部 に下記が表示 され ます。

Oflset OFF

希望する周波数オフセットを入力します。周波数オフセツトのデフオルト値はOILで す。

ノブ・ホールド

INCRDECRの KNOB HOLDキ ーを押す とノプを下記の フ アンクシ ヨンの コン トロール用 に保持す る

ことができます。

・ 周 波数

・ 出 カレベル

・ オーデイオ周波数

・ AM変 調度

・ FM周 波数偏移

・ ス タート周波数

・ ス トップ周波数

・ 中 心周波数

・ 周波数スバン

・ マーカ周波数

G‐4
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ノプ 。ホール ド機能がオ ンの ときで も,デ
ータ入カ キー

,ま たはINCR/DECRの  ↑  ま たは回

キーで他のフアンクシヨンのパラメータを入力 してそれを変えることができます。

ノプ ・ホール ド機能をオンにする場合は,フ ァンクシヨンを選択 し (カーソル 「▼」がその部分

に置かれます),青 色のSHIFTキ ーを押 し,KNOB HOLDキ
ーを押 します。

他のフアンクシヨンを選択すると,同 じカーソル 「▼」力'表示され,そ のフアンクシヨンがオン

であることを示 します。

ノ/・ インクリメント

リヽデソ留デ]Fゝrソ半ダ預
:魁
RF轟 選畿事ゞ ヒ薫ミ璽 導漁 I=難こ幹。

るフ

1.希 望するフアンクシヨンを選択 します。

2. SHIFrキ ーとKNOB INCRキ ーを押 します。

3.INCR SETキ ーを押 し,次 に新 しいノプ増減値を入力 します。

ノプ 。インクリメント機能は下記の方法でオフにします。

・ KNOB OFFキ ーを押す。または

・ INCR/DECRの  一 ▽  ま たはE▽
→

コ キーを押す。

二)位 相デクリメント

INCWDECRの ΦDECRキ ーによりRF出 力の位相を変えることができます。このキーを 1回 押すたび

に位相が 1・ずつ遅 くなります。このΦDECRキ ーを押 したままにすると,連 続的に 1・ずつ遅れ

ます。この機能はスペシヤル ・フアンクシヨンHOを アクテイプにしてノプを反時計方向に回す

操作 と同等です。

→ 位相 インクリメン ト

INCMECRの ΦINCRキーによりRF出力の位相を変えることができます。このキーを1回押すたび

に位相が1°ずつ進みます。このキーを押したままにすると, 1°ずつ連続的に進みます。この

機能はスペシヤル ・ファンクシヨンHOを アクテイプにしてノプを時計方向に回す操作と同等で

す。

シーケンス

UrILrYの SEQキ ーにより,ス トレージ ・レジスタのOか ら9を ,sET SEQキ
ーで決めた順にシ

ーケンス制御することができます。このキーを1回押すと次のレジスタの設定に移 ります。どの

レジスタも2回 以上呼び出すことができます。

このキーをll■り返し押すと (または,リ ア・パネルのSEQコ ネクタをアクティプにすると),そ
のシーケンスの中のレジスタを1つ 1つ呼び出してゆくことができます。本器は,そ のシーケン

スの中の各レジスタの設定内容を出力します。

G‐5



セ ッ ト・シーケンス

UrLrrYの SET SEQキーによリストレージ・レジスタoから9を任意の順序で呼び出すことがで
きます。セット・アップできるシーケンスは10設定までですが,ス トレージ・レジスタoから9
を2回以上呼び出すことができます。このシーケンスにはストレージ・レジスタloから49は選択
できません。AUTO SEQキ ーまたはSEQキ ーによりこのセット・シーケンスを呼び出すことができ
ます。

再:寧 F‖
ロ キ~を押してからS「 顕 キーを押すと,FRREQ― CYパ猟 π 嚇赤 部に野 が赫 さ

Seq#0=〉 Register

希望するレジスタを,シ ーケンスЮに入力し,ENTERキ ーを押 します。入力するごとに,シ ーケンスの
番号は"ま で 1つずつ増加し,自 動的にセット・シーケンス 。モードを終了します。シーケンスのセッ
ト・アップが終了したら,青 色のSHIFTキーを押 してからEXI丁キーを押 します。

各ストレージ・レジスタのシーケンスを表示させることができます。この付録の 「表示」の項を参照し
てください。
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付録H Q&A

本付録 の内容

この付録では,シ ンセサイズド・シグナル ・ジェネレータについてお客様から寄せられ

た御質問のうち,最 も一般的なものに対する答えを載せています。すべての疑間にお答えするも
のではありませんが,本器の操作上の要点を示しています。

下記のリストの左の相にはQ/Aの テーマが,そして右の相にはそれに対応するQ′Aの 番号が示し
てあります。

位相変調 ..………………………………………………………………………………………………… Q/A#1
Ⅲ 帯域幅 。………………………………………………………………………………………………・ Q/A#2
シンセサイズド・オーデイオ ・オシレータ …̈.……….………・・・・・“・…・……………・"・……・…・……“ Q′A#3
キャリア周波数シフト.………………………………………………………………………………… Q/A解
方形波変調確度 .………………………………………………………………………………………… Q/A#5
周波数変化によるFMタ ーン・オフ.…………………二・……………………………………………  ̈Q/A#6
FMI移 の変化とフロント・パネル設定.……………………………………………………………  ̈Q/A#7
キャリア周波数ジヤンプ..……………………………………………………………………………… Q/A#8
位相ノイズ基準アプリケーション.…………………………………………………………………… Q/A#9
周波数の変化と出カレベルのターン。オフ.……………………………………………………… Q/A#10
出カレベルの変化と出カレベルのターン・オフ.…………………………………………………・ Q/A#11
出カアッテネータの減衰 .……………………………………………………………………………・ Q/A#12
内部変調確度 .………………………………………………………………………………………… Q/A#13

Q#1

信号発生器は,仕 様の表に示されたレート以上で位相変調することは可能ですか。また,位相変調
におけるピーク偏移を調整することは可能ですか。

A#1

仕様の表に示されたレー ト以上で位相変調することはできません。変調 レー トは,各周波数帯域
について仕様 に示された値 に制限されています。位相変調におけるピーク偏移は調整できます。

内部変調信号源はフロント・パネルのAの IO LEVELを 調整することによって,また,外部信号 レ
ベルを変更することによって調整 します。



Q#2

最畑 帯域幅は800mで 仕様化されています。このFMレ ー トを超えることはできますか。

A#2

可能です。外部変調入力信号を仕様化することによって,この800mの 仕様値を超えることがで
きますが,FME移 が減少します。最大偏移の1ハ0以下での代表的レートは5MHzま でです。

Q#3

本器の内部変調信号源の機能はHP 8904Aと同様ですか。

A#3

HP 8904Aは4チ ャンネルの加算合成ができますが,本 器は,2チ ヤンネルの加算合計までを
行います。付録Fで 説明されているように本器の内部変調信号源は同時に2つ までの波形を
生成 して,そ れらを組み合わせて, 1つ の信号に加算 し,変 調 してRF出力の変調信号とすること
ができます。

Q # 4

デイジタ′DFMモ ー ドでFMが アクティブなときにキャリア周波数はシフ トしますか。

A#4

ディジタルFM(本 器のプリセット状態)において,入力波形 (サンプリング ・レー ト200kHz)の
デイジタイジングにより,また,位 相ロック・ループで使われるfracdonal divide numberを変
更するディジタル値を使って,シ ンセシスPLL帯 域幅以下のFMレ ートを得ることができます。FM
変調パスのすべてのDCオ フセットが分割比を,したがって合成PLLの 中心周波数を変化させます。
外胸 についてAC結 合が選択された場合,結合コンデンサはA/Dコ ンパータのDCオ フセットを減
少させますが,あ る程度のオフセットは残 ります。内部FMは 常にDC結 合を使用します。

ディジタルFMに よってもたらされた周波数オフセットはピークFM偏 移の設定の±0.4%に仕様化さ
れています。このオフセットは偏移の設定の関数となります。

FMモ ードとしてLinear"を選択すると (スペシャル ・フアンクション120)デイジタイザをオフに
することによってこの問題を解決することができます。ただし,こ の方法によると,外部AC結 合
が必要な場合において合成PLL帯 域幅(200Hz)よ りも大きい変調レートを必要とします。FM信 号
源として内部または外部DC結 合を選択した場合,PLLが デイスエープルとなります。変調周波数
応答はDCま で伸びますが中心周波数確度はディジタルFMの 場合よりも劣化します。
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Q#5

正確な方形波変調波形をFMモ ードの本器において再生成することができますか。

A#5

できます。正確な方形波変調波形を再生成するために本器を適切に設定する必要があります。
プリセット状態において本器はFM入 力波形デイジタイズし,約 3餃L以 下の信号の約30=の
群遅延を発生します。

一般的な方形波は,30kHz以 上となる高調波を数多く含むため,プ リセット状態に保持されている
信号発生器の回路が,波 形を歪めるプレシュートを発生します。

群遅延による問題を解決するために,スペシャル ・ファンクション124によって遅延イコライザ
をオフにすることができます。これによって位相ノイズの増高,スイッチィング時間の延長,ス
プリアスに関するhigher uneが引き起こされます。

Q#6

周波数が変化すときに一時的にFMが オフになるのはなぜですか。

A#6

フラクシヨナルN合 成PLL用 コントローラICを新たな中心周波数で設定しなければなりません。
そのために,デイジタルFM信 号をコントローラに供給する,ディジタル入カポー トを使用 しなけ
ればなりません。したがってFMを 一時的にオフにする必要があります。

Q#7

フロント・パネルの設定をわずかに変えただけではFM偏 移が変化 しないのはなぜですか。

A#7

本器の変調セクションは02dBの ステップ・アッテネータを使ってFM偏 移のパーニア制御を
行つています。 したがって,FM偏 移のガヽさな変更は設定の2.33%またはo.2dBとなります。フロ
ント・パネルのデイスプレイは3桁分解能ですので,このデイスプレイはo.1%ステップ程度の変
化を表示 します。本器はフロント・パネル ・ディスプレイ設定の2.33%ス テップの最も近い

値を選択 します。

Q#8

外部DC結 合nlを 使い,DC変 調電圧を変更するに従い,キャリア周波数の離散的ジャンプを見るこ
とができますか。

A#8

本器がプリセット状態の場合,外 部DC結 合FMを 発生させているときにキャリア周波数の離散
的ジャンプが発生します。ジャンプが起こると外部DC結 合信号を使い,本器の合成PLLの 分割比
を制御 します。

H‐3
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Q#9

本器を被試験信号源に位相ロックする必要のある位相ノイズ基準アプリケーションについてモー

ド2 tLOWNOISDお よびリニアFMを 使わなければならないのですか。

A#9

本器をプリセット状態―ディジタルFMの 状態に置けば量子化誤差が生じます。このシグナル
・ジェネレータを位相ノイズ測定のための可変基準信号源として使い,Urrに 位相ロックすると,
FM入 力信号は本質的には小さなノイズ信号が乗ったDCと なります。このような状態においては,

み隼辱 讐築、含まふ41謂野臨 亀て1ちt:i3ま勇こぅ∫廷島缶こ%t'覇フ瞥じ食
ル

ルのしき値になる場合は,小さな信号ゲインは大きくなります。このダインの変化はキャリアか
らの小さなオフセットでノイズ測定を行っているときに不正確な測定の原因となります。

量子化に伴う誤差を避けるためにリエアFMを使用する必要があります。STDモードにおいて,リニ
ア剛 を使ったDCI合 剛 は本器の合成PLLを オフにすることによって,キ ャリア周波数確度とオシレータのプリチューンのみによって決まる

藁勇翡姦聾轟者議竃■炉響賢鼈3嬌魔贅督Tリッよン橋電暦サて電聾   ξ 理義
)ヽ

では,鍼比Lは∝給リニアFMの間において

ま警i:l            ;::J名桑三橘な       L主[」y,分
照 してください)。

Q#10

周波数が変更された場合,一時的にレベルがォフになるのはなぜですか。

A#10

璧飩:響瀦競数颯盗顆tLi5
を発生させます。

騨 難 徴 募露 llT鑢 通 )け ダ 蒙 7湾 昇?FF:省 Iす こ ■ひ寧寺
ァンクション105によってレベル ・ミューティングを停止にすることができます。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
日
‥
―
―
―
―
―
―
―
日
―
―
―
―
―
―
―
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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Q#11

出カレベルが変化したときに一時的にレベルがオフになるのはなぜですか。

A#11

出カ レベルを変更すると,ア ッテネータは5dBス テップで数ステップ変化 します。アッテネータ
の切 り替え動作の間,よ り大 きなアッテネータがスイッチ ・インする前にひとつのアッテネータ
がスイッチ ・アウトします (スルー ・ライン)。その結果,大きな出カパワー ・スパイクが発生

することがあります。例えば,アッテネータが最初35dBの減衰率 (20,10,5dBセクシヨンがイ
ン)であるときに40dBの減衰率にスイッチする場合がこれに該当します “OdBセクションがイ

ン)。 この場合は40dBセクシヨンのスルー・ラインがオープンする前に20,10,5dBセクション
がスルー ・ラインになります。この結果,35dBのレベル ・スパイクが発生します。

この出カスパイクの発生メカニズムを防止するためにはALCが レベル変更の前に出カパワーを違
断する必要があります。この動作がお客様のアプリケーシヨンに対して好ましくない場合には,
また,正 極性のレベル ・スパイクが問題でなければ,スペシャル ・ファンクシヨン105の 「レベ

ル ・ミューテイング」によってレベル変化(および周波数変イリにおけるレベル ・ミューティン
グを停止することができます。

Q#12

出カパワーの変更やキヤリア周波数の変更において,出カアッテネータが切り替えられるのはな
ぜですか。

A#12

信号発生器は出カセクシヨンからの出カパワーを常に+5dBmか ら+10dBmの 間に維持 します (フロン

ト・パネルで,c・「10dBmを 設定 した場合)。ケープル損失やアッテネータ損失はキヤリア周波数
の関数なので,アッテネータ群は,出カセクシヨンとフロント・パネルの変更の間の挿入損失と

して,別の出カパワー設定に切り替えられる必要があります。出カセクションからの出カパワー

を,常に,+5dBmか ら+10dBmの間に維持することによって最善のレベル確度とAMパ フオーマンス

を得ることができます。

もし,お客様のアプリケーシヨンがアッテネータの切り替え(周波数の変更のみによって起こる
アッテネータの切り替え)で不都合な影響が生じる場合には,スペシャル ・ファンクション100
と101によって特定の減衰率に固定することができます。

Q#13

フロント・パネルの変調周波数レベルをlV以外の設定にすると内部変調が不正確になるのはなぜ
ですか。

A#13

フロント・パネルの変調出カ レベルのコントロールは内部変調信号源の出カ レベルを変更するこ

とによって行われます。校正された内部変調 ∈彊,AM,位 相変調)を行 うために内部変調信号源
のレベルはlVでなければなりません。詳 しくは,付録Fを 参照 してください。
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●

●

●

:  州
お 田 :

●       プ ログラムの中のあるキーワードまたはコマンド文と同じ意味のもの。例えば,コマンド文の
●       F M : R E Q u e r y : S i H Pは , L F S∞ じc F R E Q u e n c y : S T E Pの 別名 です。

:  純
ume威 倒 き抑 :

●       あ るファンクシヨンの値または状態を決める独立変数 (コマンド・パラメータ)。 例えば,コ マ
●       ン ド文,HEQ:CW150M厖 の引き数は

“
150ME乙

"で
す。

●

●       Ado Select(オ
ート・セレクト):

●       ZttX夕iダ鳥農察岩督11醇政
l」
彗繁しま奪Tは

'現在のコントロールの設定で可能な最大

●      Command Header(コ マンド・ヘッダ):
●

:   ヨ 軍̀Lご凛霊冨TEぶ茫1■で響ヂF架げr轟子盤:撃7:新します。例えば,

8           COmmandMessage(コ
マンド・メッセージ):

●       1つ または複数のコマンド文で構成されるプログラムの1行。例えば,FM周 波数偏移を10馳 に

:  謳
蹴 躙 F数

機能をオンするコマンは か城 るコマンド・メッセージllFM ttLttST爆

:            COmmand Parameter(コ
マンド・パラメ‐―夕):

●       あ るファンクションの値または状態を決定する独立変数 (引き数)。 例えば,コ マンド文,

●        Π 口Q:CW 150M厖 の コマ ン ド・パ ラメー タは 「150MHZ」 です。

8         COmmandStatement(コ
マン ド文):

●       コ マンド文は, 1つのタスク,すなわちファンクションの設定または照会を行うニーモニックの
●       ス トリングです。例えば,周波数シンセシス。モードのオート・セレクションを選択するために
●        使 用 され るニーモニ ックスは,F R E Q : S Y l運 : A U「00 Nで す。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

付録 I 用 語集



D“d Pu:se Control(直接的パルス制御):

パルス変調用語の 「直接的パルス制御」はパルスRF出力のタイミングとパルス幅をコントロール

する内部または外部の信号源を意味します。詳しくは第2章 のパルス変調を参照 してください。

G:idesbpe(グ ライドスロープ):

グライドスロープ信号は,計 器着陸システムの一部であり,滑 走路に対する理想的な降下角度の上下方
向を提供 します。

Header(ヘ ッダ):

コマンド・ベッグと同じ。コマンドのコントロールを指示するためのコマンド丈の最初の部分の
ことです。例えば,コ マンド文コM:sTATE ONで は, “FM:STATE"が ヘッダとなります。

HP‐SL:

“
Hewlett‐Pakard Sysじm Lnguage"の 頭文字,第 4章 を参照してください。

:LS(計 器着陸システム):

ILSは,hmmenthnding Syscm(計 器着陸システム)の 頭字語です。LSは ,航 空機の着陸に使用され
る航空信号の集まりです。

lntema:Audb Source(内部変調信号源):

内部変調信号源とは,RFキ ャリアに対する変調信号を発生させる回路のことです。変調レー トは

Mode Select(モード・セレクト):

フロント・パネル上のMODE SELECTの キー群は,選 択されたFM周 波数偏移に対 して,RF出 力の位
相雑音とスプリアスを最小にするために用いられる内部の信号パスを表しています。AlrrOキーに
より,す べての設定においてスペクトルの純度を最大にする信号バスを選択することができます。

:nternal Pu!se Generator(内部パルス ・ジェネレータ):

パルス変調用語の 「内部パルス 。ジェネレータ」は,スペシヤル ・ファンクション212～214に
よつて動作させることができるパルスRF出力の遅延,パルス幅,トリガ ・エッジの制御機構のこ
とです。詳しくは,第2章 のパルス変調を参照 してください。

Localizer(ローカライザ):

ローカライザは,計 器着陸システム信号の1つであり,滑 走路のセンターに対 して左右の方向を提供しま
す。

Marker Beacon(マ ーカ

マーカ・ビーコン信号は,

ビーコン)

計器着陸システムの一部です。滑走路の端からの距離が3つのマーカによって

示されます。

MunlunctiOn Synthesis(マルチファンクション ・シンセシス):

RFキ ャリアの変調のために信号発生器が作成することができる複雑な波形の操作機能を意味 します。



8   0鳴“hOot and Rtting(ォーバシユートとリンギンの:
●      パ ルス変調用語の 「オーバシュートとリンギング」(省略表記はVorpはパルス出力における初
●      期 トランジェント応答のことで,パ ルスが安定的出カレベルを一時的に超過した状態をオーバシ
●       ユ

ートといい.パルスが安定的出カレベルに達した時におこるヒステリシスをリンギングといい

●       ま す。詳しくは,第2章のパルス変調の項を参照してください。

:          Pu:se Repetlbn Frequency(パ
ルス繰ι′返し周波数) :

●      パ ルス変調用語の 「パルス繰り返し周波数」 (省略表記は圏oは ,RFパ ルス出力の発生するレ
●      ― 卜を意味します。外部または内部のコントロール信号がHFを 決定します。詳しくは,第2章

●      の パルス変調の項を参照してください。

8          RFPu:se Delay(RFパ
ルス遅廻D :

●      パ ルス変調用語 「RFノリレス遅延」 (省略表記はPd)は,同期出力信号を基準としてRFパルス出力
●      が 発生するまでの経過時間を意味します。詳しくは,第2章のパルス変調の項を参照してくださ
●      い o

:  肝
詢騰 Ⅷdh ttP"働 :

●      パ ルス変調用語 「RFパルス幅」 (省略表記はPw)は,RFパ ルス出力の立ち上がリエッジと立ち下
●      が リエッジの間の時間間隔です。詳しくは,第2章のパルス変調の項を参照してください。
●

●       Shon Form(シ ョート・フォーム):

: 難 再 義 爺 riぇ L専 瑳等算 ∫まJi璽 ム;辱   ョ
●      ナ リはすべてのコマンドのシヨート・フォームを大文字で示しています。

●

●      SubCarrier Sources(サブキャリア信号源):

:   意重:瑾[[曇[;:y:iダζttffξ鮮嶺酷鶴,3 )ヽ開鷲T。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●                       I‐ 3
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synax(シ ンタックス):

P‐IBパ スを通 じて送るHP‐SLの コマンド文およびメッセージの構造。

Sytthesized Audb OSc‖ator(シンセサイズド・オーデイオ・オシレータ):

この内部変調信号源はデイジタル ・シンセシス方式を採用したオーデイオ ・シンセサイザによつ

て正弦波,方形波,三角波,ランプ波およびホワイト・ガウシアン・ノイズを発生させます。す

べての波形において,周波数,レベル,相 対位相を設定することができます。詳しくは,付録F

を参照してください。

Tree Strucure(ッリー構造):

HP‐SLコ マンドはツリー構造で系統だててまとめられています。コマンド類は 「根」からはじま

って 「枝」へ分かれていきます。複数の分岐があります。

■gger Delay(トリガ運延):

パルス変調用語の 「トリガ遅延」 (省略表記Td)は,外 部または内部制御信号を基準として同期

信号が出力されるまでの経過時間を意味します。詳しくは,第2章 のパルス変調の項を参照して

ください。

Video Feedthrough(ビデオ ・フイードスルー
):

パルス変調用語の 「ビデオ ・フイードスルー」 (省略表記VOは ,RFパ ルス出力が立ち下がリエ

ッジにおいてそのビーク・レベル値の10%降下点に達したときのRFパ ワー (単位dBc)ですo詳 し

くは,第2章パルス変調の項を参照してください。

V‖eo Width(ビデオ帯域幅):

パルス変調用語の 「ビデオ帯域幅」 (省略表記Tw)は ,ビ デオ出力の立ち上がリエツジと立ち下

がリエツジの間隔を意味します。詳 しくは,第2章パルス変調の項を参照してください。

VOR(VHFオ ムニ ・レンジ)

VORは ,Ⅵ 『 Omni‐Range(オ ムニ ・レンジ)の 頭字語です。VOR信 号は,飛 行中の航空機に対 して方

向に関する情報を提供 します。
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[特殊文字]

CLEAR ALL,キー,G‐2
●RST共 通コマンド,4‐8

500パ ルス,c_11
oタ ーム,4‐17,E‐3
ΦM信 号源,サ プキャリア,F‐17

ΦM偏 移,変 調信号源,F‐20

[A]

AC結 合,AM,2‐ 14

AC結 合,FM,2‐ 2

AC電 圧計,C‐9
ALCシ ステム,H_2
ALC帯 域幅,C‐2

AM,AC結 合,2‐14

AM,DC結 合,2‐14

AM,演 習,2‐15

AM,概 要,2‐14

AM,機 器,2‐15
AM,結 合,2‐14

AM, は じめに,2‐14

AM, ま とめ,2‐22

AM3dB哺 旨域幅, 2‐14

AMPrD OFS,キ ー,C‐2

AM外 部変調,演 習まとめ,2‐19

AMサ プシステム,HP_SL,4‐18

AM受 信機試験,F‐22,F‐28

AM信 号,例 ,F‐28
AM信 号源,変 調サブキャリア,F-14
AM信 号源,変 調 レベル,F‐15

AMタ ーム,4‐15,E‐2

AM帯 域幅,F‐20

AM内 部変調,演 習まとめ,2‐15

AMノ イズ生成,F‐22

AMノ イズ例,F‐31

AM例 , HP‐SL,4-71
ANSI,改 行,E‐1
ANSI規 格,MCl.1,4‐H

ATE,プ ログラム,1_2
AUrO SEQ, キー,G‐2
AU「O選択,I‐1
AUrO選 択モー ド,2‐5

[D]

DCFM遅 延イコライザ,C‐3
DCオ フセット,H_2
DC結 合,H‐2
DC結 合,AM.2‐ 14

DC結 合,FM,2‐ 2

DC結 合剛 ,H‐3
DC結 合信号,H‐3

DC電 圧計,C‐8
DC変 調電圧,H‐3



DISPLAY,C‐ 3

DISPLAY,キ ー
,G‐3

[E]

雨 、G4

雨 、キー
,G‐4

hopim Radix,C‐ 10

EXT Hラ ンプ,2‐H,2‐20,2‐42

Ⅸ rr,キー,3‐13,C‐2

関 LOWラ ンプ,2-H。 2‐20,2‐42

[F]

Fo,C‐ 3
Ⅲ ,AC結 合,2‐2

FM,内 部変調信号,2‐2

FM,ま とめ,2‐13

FM,DC結 合,2‐2

FM,演 習,2‐5
FM,外 部変調信号,2‐2

FM外 部変調信号源,演 習まとめ,2‐10

FM,概 要,2‐2
FM,齢 ,2‐5
FM,結 合,2‐2
FM合 成,2‐3,2‐4,2‐13,C‐2

FM合 成,デ ィジタル,2‐1

FM合 成,リ エア,2‐1

FMサ プシステム,HP_sL,4‐23

FM指 標確度,C‐3

FM受 信機,オ ーディオ応答,F‐27
FM信 号源,サ プキャリア,F‐16

FMス イッチング ・タイム,2‐1
FM ,械 ,2‐3
FM帯 域幅,2‐2,F‐20,H‐2

FM遅 延イコライザ,C‐3
FMテ レメ トリ,2‐2

FM入 力波形,H‐3

FM, は じめに,2‐2

FM偏 移,2‐1,2‐2,2‐13,H‐3
FM偏 移,変 調信号の,F‐20

Ⅲ 偏移,よ り大 きい,2‐5
FM例 ,HP‐SL,472
ntEQ OFSキー,G‐4
∬K,例,F‐30

[H]

信号発生器 シグナル ・インテグリティ ・ステータス ・レジスタ,
HP‐IB,アドレス選択,4‐10

HIB,機 能,4‐H

HP‐IBコ ン トロール,周 波数ホップ,3-1
HP‐IBコ ン トロール言語,4‐13

HP‐IBデ バイス ・ステータス ・デイクシ ョナ リ,4‐55

HP‐IBノ ス`, 4‐55

H P‐IBメ ッセージ,4‐11 , 4‐12

HP―SL?, 4‐5
曰卜SL,I‐2

HP‐SL●RST,4‐8
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HP‐SL階 層構造,4‐5
HP‐SL,開発ツール,4‐70
HP‐SL。キーワー ド,4‐6
HP‐SL起 動,4‐3
HP‐SL,コロンについての補足,4‐6
HPSLク イック ・リファレンス,E‐1
HP‐SLコ マンド,4‐13
H卜 SL,コマンド・ステー トメント,4‐4

H卜SL,コマンド・パラメータ,4-4
HP‐SL,コマンド・メッセージ,4‐6
HP‐SLコ ロン,4‐4

HPoSLサ プシステム ・シンタックス,E‐2
HP‐SL,シーケンスに依存 しない,4‐7
HP‐SLシ ステム ・コマンド,4‐29

ⅢLSLっシヨー ト・フォーム(省略形),4‐6
PSL'照 会 (qugy),4‐5,4‐15

HPoSL,セミコロン,4‐6
HP‐SL注 記事項,4‐14

HP‐SL,ツリー構造,4‐3
HP‐SLデ バイス固有ステータス ・レジスタ,
HP‐SL,はじめに,4‐2

HP‐SLプ ログラミング,4‐5

HP‐SLプ ログラミング ・コントロール,3‐1

HP‐SLプ ログラミング ・ツール,3‐1

HP‐SL,プログラム例,4‐8

HP‐SLプ ログラム例,4‐70

HP‐SL,矛盾条件,4‐7
HP‐SL目 次, E‐3
HP‐SLリ フアレンス情報,4‐9

HP‐SLル ー トのキーワー ド,4‐15

[ l ]

IEEF488.2芳見布卜, 4‐2,4‐55

lLLE488.2共 通 コマ ン ド,4‐13,4-30

1EEF488。2定 義,4‐57

F信 号源サプシステム,HP_SL,4‐ 33

1 Fフイルタ, セラミック,3- 9
L銚 信号,F‐22

LSr例 ,F‐25

1NCR SETキ ー
,F‐21

[K]

KNOB HOLDキ ー
,G‐4

KNOB INCRキ ー
,G-5

K N O B  O F Fキ ー,G‐5

[L]

log swep not dlowed,error,3‐10

[M]

M A N U A L ,キ ー,3‐13

MAVサ マ リ ・ビッ ト, 4‐60

m o d  a n d  s w e e p ,エラー
,3‐10

MODE SELECT,3‐ 13,1‐2

M S S C ,キ ー
,A‐1, D‐1



[N]

non‐dec.num.Fog。(闘嘔 4‐17

直 、4‐17,E‐3

1P]

PLL周 波数,C‐3
PLL帯 域幅,H‐2
POWR。 キー,A‐1
PULSEコ ネクタ,2‐31,2‐34,C‐11
廊 Eコ ネクタ,入 カインピーダンス,2‐2,C‐H

[R]

RAMワ イプ・スペシャル ・ファンクション172,4‐10,C‐8
MALL,キ ー,C_3
斑I IN,コ ネクタ,c_7
Ref校 正,C‐7
rel位相調節,C‐2
RFキ ャリア信号,F‐1
RF出 力,校 正された,F‐19
RF出 カコネクタ。インピーダンス,F‐22
RFパ ルス出力,2‐26
醸 , ル`ス立ち上がり時間,2‐27
RFパ ルス立ち下がり時間,2‐28
RFパ ルス遅延,1‐3
RFパ ルス幅,2‐27,1‐3
RQSお よびMSSサ マリ・ビット,4‐60
RS■共通コマンド,4‐8

[S]

SAWS,3‐ 9

SPECIAL,キ ー,G‐3
SWEEP表 示 ランプ,3‐2

[T]

time tem,4‐ 17,E‐3

[V]

選 、例,F‐24
VHF,レ ンジ,F‐22
VIDEOコ ネクタ,2‐28
VOR例 ,F‐24
VOR,レ ンジ,F‐22

[X]

X軸 出力,3‐7

[Z〕

Z軸 出力,3‐7,3‐8
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[Jb]

アーミング待ちビット,4‐64
アウト・オブ ・ロック,D‐1
アスタリスク,コ マンド・メッセージ,4‐15
アッテネータ・スイッチング,H‐5
アッテネータ損失,H‐5
アドレス選択,HP‐IB,4‐10
アポー ト,4‐12

安全クラス 1,A‐ 1
位相,RF出 力,C‐2
位相インクリメント,G‐5
位相基準,変 調信号用,F‐H
位相サプシステム,HP_sL,4‐44
位相デクリメント,C‐5
位相ノイズ,2‐1, 2‐13
位相ノイズ,最 小,2‐5
位相ノイズ測定,H‐4

位相変調,H‐1
位相変調サプシステム,HP_sL,4‐43

位相例, HP‐SL,4‐79

位相連続,掃 引,3‐H

位相連続掃引,3‐8,3‐9,3‐10,C‐2

位相ロック ・ループ周波数,C‐3

位相ロック ・ループ帯域幅,H‐2

イネープル ・レジスタ,サ ービス要求,4-61
イベント・イネープル ・レジスタ,4‐58

イベント・レジスタ,4‐57
インクリメント,変 調信号源,F‐21

引数,I‐1
インピーダンス,AMコ ネクタ,2-39
インピーダンス,FMコ ネクタ,2‐39
インピーダンス,PllLSEコ ネクタ,2‐39

インピーダンス,Φ Mコ ネクタ,2‐39
エラー, log sweep not a1lowed,3‐10
エラー

,mod and sweep connict,3‐10
エラー ・メッセージ,A‐1,D‐1
エラー ・メッセージ,付 録D,4‐ 8
オーディオ応答,FM受 信機,F‐27

オーディオ ・オシレータ,F‐1
オーデイオ出力,帯 域幅,F‐13
オーディオ出カ レベル,H_5
オーディオ ・トーン掃引,F‐22
オーディオ ・トーン掃引,例 ,F‐27

オーデイオ波形,C‐4
オーデイオ変調,複 合,2‐3
オーデイオ変調信号,シ ングル ・トーン,2‐3
オーデイオ変調信号,複 合,2‐4

オー ト・シーケンス,C‐2
オー トレンジ ・ビット,4‐64
オーバシュー ト,I_3
オーバシュー ト,パ ヮー

,2‐27
オシレータ,内 部基準,C‐7
オシロスコープ,推 奨機器,1‐1
オプション,B_1
オプション008,パルス変調,2‐23,C‐11

オプション・キーワー ド,4‐14
オフセット,周 波数,G‐4



オフセット,表 示ランプ,C_2
オフセット, レベル,G‐2

[か]

改行,ASCIIキ ャラクタ10,E‐1

開墾,1‐1

外部基準の受入,C‐7

外部タイムベース信号源,C‐7
外部変調信号源,2‐25

拡張スペクトラム純度,オ プシヨン,B‐1

拡張 トーカ/リ スナ,4‐12

拡張保証,オ プション.B‐1

確度,キ ヤリア周波数,2‐3

角度ターム,4‐15,E‐2
キーワード,4‐3
キーワード,オ プション,4‐14

記憶,呼 び出し,変 調信号源,F‐21

記憶,呼 び出しレジスタ,2‐1
機械的欠陥,A‐1

機械的損傷,A‐1

機器のプリセット,*RST,4_8
基準オシレータ,内 部,C‐7
基準オシレータ・サプシステム,HP_SL,4‐47

基準信号源,C‐7
機密保護,C‐8
キャリア周波数確度,2‐3,2‐13
キャリア周波数シフト,H‐1,H‐2
キャリア周波数ジヤンプ,H_3
行送リキャラクタ,4‐14

狭帯域デバイス,3‐9

共通コマンド,4‐2

共通コマンド,*RST,4‐8

共通コマンド,IEEF488.2,4‐13
クイック・リファレンス,HP_SL,E‐1

空胴共振器,3‐9
空白,E‐3

矩形波,内 部波形,2‐2,2‐13,2‐2
矩形波変調,H‐3
クッシヨン材,A‐1
クリア,HP‐IB,4‐11
クリア ・オール,C‐2
クリスタル,受 信機,3‐9
群遅延,C‐2,H‐3
群遅延,グ ラフ,2‐4
群遅延,効 果,2‐4

ケープル損失,H‐5

結合,AM信 号,2‐14

結合,FM信 号,2‐2

結合タイブ,4‐15,E‐2
結合のルール, 掃31,4-26
減衰,C‐1
高調波成分,群 遅延,2‐4

校正インテグレーション・サマリ。ビツト,5‐67

校正サプシステム,HP_SL,4‐22

校正ビット,4‐64
広帯域ALC,C‐2
広帯域RFデ バイス,3‐9
コネクタ・インピーダンス,2‐39
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コマンド・エラー ・ビット,4‐62
コマンド・パラメータ,I‐1
コマンド・パラメータ,シ ンタックス,E‐1
コマンド・パラメータ,は じめに,4‐4
コマンド文,4‐3,4‐15,I‐1
コマンド文,あ いまいな,4■
コマンド文,コ ロン,4‐14
コマンド丈,シ ンタックス,E‐1
コマンド文,定 義,E‐1
コマンド文,は じめに,4‐4
コマンド・ヘッグ,1‐1
コマンド・メッセージ,4‐3,4‐15,1‐1
コマンド・メッセージ,ア スタリスク付きの,4‐15
コマンド・メッセージ,シ ンタックス,E‐1
コマンド・メッセージ,定 義,E‐1
コマンド・メッセージ,は じめに,4‐6
コロンの後のエラー ・スペース,4‐7
コントロール ・ラングージ ・デイクショナリ,4‐13

梱包材料,A-1
コンポーネント試験, レーダー,2‐23

[さ]

サービス診断,C‐H
サービス ・マニュアル,オ プション,B_1
サービス 。モー ド,C‐11
サービス要求イネープル ・レジスタ,4‐61
サービス ・リクエスト,4‐12
サーベイランス,レ ーダー,2‐23
再校正,C‐8
最卸 帯域幅,H‐2
最大変調信号周波数レート,2‐3
サプオーディブル ・スケルチ試験,F-26
サプキャリア,AM信 号源,F‐14
サプキャリア,FM信 号源,F‐16
サブキャリア,パ ルス信号源,F‐18
サブキャリア,Φ M信 号源 F‐17
サブキヤリア信号源,1‐3
サプキャリア信号源,ア クテイプな,F‐10
サプキャリア信号源,電 圧,F‐10
サブキャリア信号源,変 調,F‐14
サブキャリアの発生,F‐1
サプシステムの表示,HP‐SL,C‐3
サマリ・ビット,4‐58
シーケンス,G‐5
シーケンス依存性,4‐2
シーケンス設定,G‐6
シーケンスの表示,G‐3
シグナル安定ビット,4‐64
シグナル ・インテグリテイ・ビット,4‐64
試験,C‐8

実行エラー ・ビット,4‐62
時定数,3‐9
自動減衰,C‐1
自動掃引,3‐12
周波数ターム,4‐17,E‐2
周波数インテグリテイ・サマリ・ビット,4‐66
周波数オフセット,G‐4

周波数サプシステム,4‐25



周波数シフト,2‐3

周波数スバン,掃 引,3‐3

周波数スバン・リミット,3‐9

周波数スバン・リミット,表 ,3‐10

周波数掃引,基 本ステップ,3‐2

周波数プランク,C‐10

周波数マルチプライア,C‐2

周波数例,HP‐SL,4‐73

受信機クリスタル,3‐9

受信機試験,F=29
受信機リジェクシヨン,例 ,F‐31

出荷用コンテナ,A‐1

出カアッテネータ,H_5
出カアツテネータ・スイッチング,H‐1

出カパワー,保 持,H‐5

出カパワー ・スパイク,H‐5

出カレベル,内 部変調信号源,2‐44

出カレベル ・インテグリテイ・サマリ。ビット,4‐16

出カレベル ・オフセット,G‐2

出カレベル ・サプシステム,HP_SL,4‐19

出カレベル ・ステップ 。ターム,4‐16,E‐2

出カレベル ・ステップ単位,4‐16,E‐2

出カレベル掃引,例 ,F‐29

出カレベル ・ターム,4‐16,E‐2

出カレベル単位ターム,4‐16,E‐2

出カレベル補正,C‐1

出カレベル ・ミューティング,C‐2,H‐5

出カレベル ・リミット,C‐1

出カレベル例,HP‐SL.4‐72

照会 (クウエリ),E‐ 1

照会 (クウエリ)エ ラー ・ビツト,4‐62

条件レジスタ,4‐57
ショー ト・フォーム,1_3
ショー ト・フオーム,HP_SL,4‐6

初期化サプシステム,HP_sL,4‐32

初期化の例,HP‐SL,4-75
シリアル番号,C‐9
シングル ・トーン。オーデイオ信号変調,2-3
シンセサイズド・オーデイオ 。オシレータ,1_4
シンセサイズド掃引,3‐9
シンセシス ・モー ド,3‐13
シンタックス,HP‐SL,E‐1,I-4
シンタックス,HP‐SLサ プシステム,E‐2

診断サプシステム,HP_sL,4‐22

振幅プランク,C‐10

推奨機器,リ スト,1‐1

垂直線,コ マンド・パラメータ,4‐14
スイッチング,速 度,2‐5
スイッチング時間,2‐13
スイッチング時間,FM,2‐ 1
スイッチング ・スプリアス,3‐9
スイッチング速度,C‐3
スケルチ試験,F‐26
スタート,ス トップ 。エラー,3‐9
スタート周波数,掃 引,3‐3
スタンダード・イベント・ステータス ・イネープル ・レジスタ,4‐62

スタンダード・イベント・ステータス ・レジスタ,4‐62
ステッピング ・トランジェント,3‐9
ステータス ・サプシステム,HP_SL,4‐49
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ステータス ・パイ ト,4‐12,4‐56
ステータス ・ビット,4‐12
ステータス ・レジスタ ・シンタックス,4‐68
ステータス ・レジスタ ・ス タンダー ド・イベ ン ト,4‐61
ステータス ・レジスタ ・モデル,4‐58
ステップ 。アッテネータ,H_3
ス トップ周波数,掃 引,3‐3
ス トレージ ・レジスタ,2‐12,2・21
ス トレージ ・レジスタ,変 調信号源,F‐21
スプリアス, ト ランジェン ト・スイッチング,3‐9
スプリアス ・コンテンツ,RF出 力,2‐28
スペク トラム ・アナライザ,推 奨機器,1‐1
スペク トル純度 ,C‐3
スペシャル ・ファンクション,2‐1,C‐1
スペシャル ・ファンクション,セ

ープされた,F‐21
スペシャル ・ファンクション,リ コールされた,F‐21
スペシャル ・ファンクション1∞,4‐20,C‐10H‐5
スペシャル 0フ ァンクション101,4‐20,C‐1,H…5
スペシャル ・ファンクション102,4‐22,C‐1
スペシャル ・ファンクション103,4‐20,C‐1
スペシャル ・ファンクション104,4‐21,C‐2
スペシャル ・ファンクション105,4-21,C-2,H‐5
スペシャル ・ファンクションHO,4‐44,C‐2
スペシャル ・ファンクションHl,4‐28,C‐2
スペシャル ・ファンクションH2,3‐10,3‐16,4‐53,C‐2
スペシャル ・ファンクション120,2‐3,2‐13,4‐24,C‐2
スペシャル ・ファンクション121,4‐28,C‐3
スペシャル ・ファンクション124,4‐24,C‐3,H‐3
スペシャル 。ファンクション130,2‐2,2‐8,2‐13,2‐17,2‐22,4‐33,C‐4
スペシャル ・ファンクション131 , 4‐34 , C‐4
スペシャル ・ファンクション132 , 4 - 3 4 , C - 4

スペシャル ・ファンクション133 , 4 - 3 4 , 4‐35 , C‐4
スペシャル ・ファンクション134 , 4‐35 , C‐4
スペシャル ・ファンクション135 , 4‐34 , C‐4
スペシャル ・ファンクション136 , 4‐35 , C‐4
スペシャル ・ファンクション137 , 4‐36 , C‐5
スペシャル ・ファンクション138 , 4‐36 , C‐5
スペシャル ・ファンクション139 , 4‐36 , C‐5
スペシャル ・フ ァンクション140 , 4‐37 , C‐5
スペシャル ・ファンクション141 , 4‐37 , C‐5
スペシャル ・ファンクション142 , 4‐38 , C‐5
スペシャル ・ファンクション143 , 4‐38 , C‐6
スペシャル ・ファンクション144 , 4‐38 , C‐6
スペシャル ・ファンクション145 , 4 - 3 9 . C‐6
スペシャル ・ファンクション146 , 4‐39 , C‐6
スペシャル ・ファンクシ ョン147 , 4‐39 , C‐6
スペシャル ・ファンクション148 , 4 - 4 0 , C‐6
スペシャル ・ファンクション149 , 4 - 4 0 , C‐7
スペシャル ・ファンクション150 , 4‐40 , C‐7
スペシャル ・ファンクション151 , 4‐41 , C‐7
スペシャル ・ファンクション160 , 4‐47 , C‐7
スペシャル ・ファンクション161 , 4‐47 , C‐7
スペシャル ・ファンクション162 , 4‐47 , C‐7
スペシャル ・ファンクション170 , 4 - 3 2 , C‐8
スペシャル ・ファンクション171 , 4‐30 , C‐8
スペシャル ・ファンクション172 , 4‐10 , 4 - 3 0 , C‐8
スペシャル ・ファンクション173 , 4‐30 , C‐8
スペシャル ・ファンクション180 , 4‐54 , C‐8
スペシャル ・ファンクション181 , 4‐54 , C‐9



スペ シャル ・ファンクシ ョン18 2 , 4‐“ ,0 9
スペシャル ・ファンクシ ョン19 0 , 4‐3 0 , C‐9

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン19 1 , 4‐2 2 , C‐9

スペ シャル ・ファンクシ ョン19 2 , 4‐2 2 , C‐1 0

スペ シャル ・ファンクシ ョン19 3 , 4‐2 2 , C‐1 0

スペ シャル ・ファンクシ ョン19 4 , 4‐2 3 , C‐1 0

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン19 5 , 4‐2 3 , C‐1 0

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン19 6 , 4‐2 3 , C‐1 0

スペ シャル ・ファンクシ ョン21 0 , 2‐Z , 2‐3 1 , 2‐3 5 , 2‐3 8 , 2‐3 9 , 4‐4 5 , C‐1 1

スペ シャル ・ファンクシ ョン21 1 , 3‐4 5 , C‐H

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン21 2 , 2‐2 7 , 2‐3 5 , 2‐4 5 , C‐1 1

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン21 3 , 2‐2 7 , 2‐3 5 , 2‐3 8 , 4‐4 6 , C‐1 1

スペ シャル ・フ ァンクシ ョン21 4 , 2‐2 5 , 2‐2 6 , 2‐3 6 , 2‐3 8 , 4‐4 6 , C‐1 1

スペシャル ・ファンクシ ョン3∞,C‐1 1

スペシャル ・ファンクションの表示,G‐3
正弦波,内 部波形,2‐2,2‐13,2‐22
設置,A‐1
セラミックIFフイルタ,3‐9
掃引,位 相連続,3‐8,3‐9,3‐H
掃引,オ ーディオ ・トーン,F-22
掃引,基 本ステップ,3‐2
掃引,デ ィジタル ・ステップ,3‐8,3‐9,3‐H
掃引間隔,3‐H
掃引サプシステム,HP_sL,4‐53
掃引時間,3‐9,3‐■,3‐13
掃引周波数の式,3‐5
掃引タイプ,3‐8
掃引中ビット,4‐64
掃引 トリガ,3‐12
掃引の演習,3‐14
掃引マーカ,3‐7
ソース ・リス ト,4‐17,E‐3
損傷,パ ルス入力,2‐34

[ノヒ]

帯域幅,ALC,C・2

帯域幅,AMの ,F‐20

帯域幅,FM,2‐ 2
帯域幅,FMの ,F‐20
帯域幅,最 大FM,F‐ 13
帯域幅,変 調信号に影響する,F‐20
大括弧([]),HP‐ SL,4‐14
代表的アプリケーション,F‐22
タイムベース,ォ プション,B‐1
タイムベース,高 安定,C‐7
立ち上がり時間,パ ルス,2‐27
単一掃引,3‐12
遅延,パ ルス,2‐23
チャンネル 1,変 調信号源,F‐H
中心周波数確度,H‐2
中心周波数掃引,3‐3
直接的パルス制御,2‐23,2‐38,I‐2
直接的パルス制御,演 習,2‐29
ツー ・トーンFSK,例 ,F‐30
ツー ・トーン信号,例 ,F‐25
ツリー構造,HP_SL,4‐3,4‐15,1‐4
ディジタイズドFM,2‐ 1,2‐3,2‐4,2-13,C‐2,H‐2,H‐4
ディジタイズドFM入 力波形,H‐3
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デイジタ'pFSK,2‐2
ディジタル ・ステップ掃引,3‐8,3‐9,3‐H
低ノイズ 。オブション,H4
逓倍器, オ ブション,B‐1
低リーケージ,オ プシヨン,B_1
テーク・スイープ・サプシステム,4‐54
データ入出力動作,4‐9
データ不審ビット,4‐64
デクリメント・変調信号源,F‐21
デバイス固有コマンド,4‐2
デバイス ・ステータス ・デイクショナリ,4‐55
デノ`イス ・ステータス ・レポート,4‐57
デバイス ・ディベンデント・エラー ・ビット,4‐62
デバイス ・デイベンデント・サマリ・ビット,4‐60
デバイス ・ディベンデント・ビットの定義,4‐63
デュアル ・トーン変調,例 ,F‐26

電圧,内 部変調信号源,F‐20

電圧,パ ワーソース,A‐1

電圧計IN,コ ネクタ,c‐8,C‐9

電圧計サプシステム,HP_sL,4‐54
電圧レベル,RF出 力,F‐19

電圧レベル,サ プキャリア,F‐10

電源,A‐1

同期,パ ルス変調,2‐24

同期出力,1‐4

同期出力,信 号,2‐25

動作完了ビット,4‐62

動作モー ド,2‐5
同時変調,2‐39
同時変調,演 習,2‐40
同時変調,演 習まとめ,2‐40

同時変調,機 器,2‐40

同時変調,ま とめ,2‐44
トーカ/リ スナ,HP‐lB,4‐11
ドライパ ・エレクトロエクス,4‐12
トラッキング, レーダー,2‐23
トランジェント,ス テップ,3‐9
トランジション・フイルタ,4‐57
トリラけ, HP_IB,4‐11
トリガ,変 調信号,C‐4
トリガ ・エッジ,2‐23
トリガ信号,パ ルス,C‐11
トリガ遅延,I‐4
トリガ遅延,図 ,2‐26
トリガ遅延時間,2‐25
トリガ待ちビット,4‐64

[な]

内部基準発振器,C‐7

内部パルス ・ジェネレータ,2‐23,2‐38,1‐2

内部パルス ・ジェネレータ,演 習,2‐23

内部変調,2‐44
内部変調信号源,H‐2,I‐4

内部変調信号源,2‐2,2‐3,F‐1,H‐2,H‐5,I‐2
内部変調信号源,出 カレベル,2“
内部変調信号源,電 圧,F‐19,F‐20
内部変調信号源,波 形,2‐3

入カインピーダンス,パ ルス ・コネクタ,2‐24,2‐31,C‐H



ノイズ電圧,H‐4

ノイズの生成,F‐22

ノプ・ホールド,G4
ノフP・インクリメント,G‐5

[l■]

ハードウェア ・インテグリテイ・サマリ・ビット,4‐65

パーニア ・コントロール.FME移 ,H‐3
ハイQデ バイス,3‐9

波形,矩 形波,2‐2,2‐13,2‐22

波形,三 角波,2‐2.2‐13,2‐22

波形,正 弦波,2‐2,2‐13,2‐22

波形,ホ ワイト・ガウシアン・ノイズ,2‐2,2‐13,2‐22

波形,ラ ンプ波,2‐2,2‐13,2‐22

波形の劣化,F‐20
ノ`ス/テ イク・コントロール,4‐12

幅,パ ルス,2‐23
パルス ・サプシステム,HP‐SL,4‐45

パルス期間,2‐27
パルス繰 り返 し周波数,2‐25,I‐3

パルス信号源,サ ブキヤリア,F‐18

パルス制御,C‐11
パルス立ち上が り時間,2‐27

パルス立ち下が り時間,2‐28

パルス遅延,2‐23,C‐Hl,I-3
パルス同期,2‐24
パルス同期,図 ,2‐24
パルス ・トリガ 。エツジ,2‐23,C‐11

パルス入力の損傷,2‐34
パルス幅, 2‐23,2‐27,C‐11,I‐3
パルス変調,演 習,2‐29
パルス変調,演 習まとめ,2‐29
パルス変調,概 要,2‐23
パルス変調,機 器,2‐29
パルス変調,ま とめ,2‐38
パルス変調制御信号,2‐25
パワーオン・ビット,4‐61
パワー ・スパイク,H‐5
パワーメータ,C‐9
パワーメータ・サプシステム,HP_SL,4‐44
ハンドル ・キット,オ プシヨン,B_1
非10進プログラム ・データ,E‐2
ビデオ出力,2‐28
ビデオ幅,2‐28,I‐4
ビデオ ・フイードスタレー,2‐28,I‐4

表示プランク,C‐9

表示リコール,G‐3
ファンクシヨン・ジェネレータ,推 奨機器,

複雑なオーデイオ変調,F‐1

複雑な変調信号,C‐3
フラクシヨナルN合 成,H‐3

付録D,エ ラー ・メッセージ,4‐8

プログラミング,HP‐SL,4‐5

プログラミング,HP‐SLコ ネクタ,4‐2

プログラミング ・クイック・リファレンス,
プログラミング・コード,4‐2

プログラミング ・フオーマット,4‐2

プログラミング ・プロトコル,4‐2

E‐1



プログラミング ・リファレンス情報,4‐9

プログラム例,HP‐SL,4‐8
ヘッグ,I‐2

別名,■1

偏移,FM,2・1
｀
変調インテグレーション・サマリ・ビット,4‐66

変調確度,H‐1

変調サプシステム,HP_SL,4‐42

変調周波数波形,変 更,2‐8,2‐17

変調周波数レート,2‐3,F‐20

変調周波数レート,最 大,2‐3

変調信号ΦM位 相,C‐6

変調信号ΦM周 波数,C‐6

変調信号ΦM波 形,C‐6

変調信号ΦM偏 移,C‐6

変調信号・F‐1

変調信号, トリガされた,C‐4

変調信号 2位 相,C‐4

変調信号 2周 波数,C‐4

変調信号 2波形,C‐4
・
変調信号 2レ ベル,C‐4

変調信号AM位 相,C‐5

変調信号AM周 波数,C‐5

変調信号AM深 度,C‐5

変調信号AM波 形,C‐5

変調信号FM周 波数,C‐5

変調信号FM波 形,C‐6

変調信号FM偏 移,C‐5

変調信号源ΦM偏 移,F‐20

変調信号源,FM偏 移,F‐20

変調信号源位相基準,F‐H

変調信号源,外 部,2‐3

変調信号源,深 度,F‐20

変調信号源,帯 域幅,F‐20

変調信号源チヤンネル,'1

変調信号源,チ ヤンネル1,F‐H

変調信号源,チ ヤンネル 1リ ミット,F-12

舞]:13言;::::革`彙;じ:1′:ξlタト,Fぃ13
変調信号源,内 部,2‐3

変調信号源,内 部出カレベル,2‐44

変調信号源のインクリメント,F‐21

変調信号源のデクリメント,F‐21

変調信号源の劣化,F‐20

変調信号源,変 調された,F‐14

変調信号コネクタ,F‐1

変調信号コネクタ・インピーダンス,F‐22

変調信号パルス,C‐7

変調信号パルス位相,C‐7

変調信号パルス周波数,C‐7

変調信号レベル,AM信 号源の,F‐15

変調信号レベル,RFキ ヤリアの,F‐19

変調信号レベル,最 大電圧,F‐10

変調信号レベル,電 圧,F‐19

変調振幅プランク,C‐10

変調タイブ,E‐2

変調度,変 調信号源,F・20

変調プランク,C‐10

変調例,HPiSL,4‐75



/

ポケット・パージヤ,F‐26

鸞レイT,3↓ァン・ノイズ,内縦広22,劉■72ダ
[ま1            .

マーカ ・サプシステム,HP_SL,4‐42

待ち行列,4‐58        1
マニュアル/セ ット,オ プション,IB_1
マニュアル掃引.3‐13
マルチ ・トーン変調,C 2̈   1
マルチファンクシヨン・シンセシス,F・1,I‐2
矛盾条件,HP‐SL,4‐7     1
メッセージ,エ ラー

,A‐1,D‐11
メモリの内容,RAM,C‐ 8
モード選択,2‐1
モード選択キー,2‐5
モード選択シンセシス,3‐8
モデム試験,F‐22,F‐30

[パP]

ユーザ ・リクエスト・ビット:4‐61

[ら]         |

ラック・スライド・キット, B‐1
ランプ,EXT LOW,2‐ 11,2‐20,2‐42

1      ラ ンプ,EXT HI,2‐11,2‐20,2‐42

1      ラ ンプ,掃 引,3‐2

1       ラ ンプ波,内 部波形,2‐2,2‐13,2‐22

‐       リ クエスト・コントロール ・ビット,4‐62
リコール,c_8

1      リ ザルト・コード,メ ッセージ,c_8
‐       リ ニア/ロ グ ・キー,3‐11
1      リ エア振幅ターム,4‐17,E‐2
.       リ ファレンス ・インテグレーション ・サマリ・ビット,4‐66

リファレンス情報,4‐9
リモー ト,HP‐IB,4‐H
リモー ト・モー ド,4‐H
量子化誤差,H‐4
リンギング,I.3
リンギング,パ ルス,2‐27
レーダー ・サーベイランス,2・23
レーダー試験測定,2‐23
レーダー ・トラッキング,2‐23
レーダー探索,2‐23
レー ト,変 調周波数,2‐3
レトロフィット。キット,B_1
ローカル,HP_IB,4‐ 11
ローカル ・ロックアウ ト,HP‐ IB,4‐H,4‐12
ログ掃引,3‐13
ログ掃引間隔,3‐H
ロツクアウト/ロ ーカルのクリア,412

ト

mikariue

mikariue



Prlnted in USAHP PaFi Number 08665‐ 90102

画】獣設鷹:

′̀

mikariue




